EPSON 


Endeavor 

NJ1000 


ユ-ヴ-ズマニュアル 



ご使用の前に 

•ご使用の陈は、必ず 「マニュアル」をよ くお読みのうえ、正しくお使いください。 

•「マニュアル」 は、不明な点を いつでも 解みできるように、すぐに取り出して見られる場所に保管 
してください。 


を全にお使いいただくために 


このマニュアルおよび製品には、製品を安全に正し<お使いいたださ、お客様や他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために絵表示が使われています。 

その表示と意巧は次のとおりです。内容をよく理辭してか S 本文をお読みください。 


A 警 


M - この表示を無巧して、誤った取りないをすると、人が死 t または重傷を負う可能 
CH 性が想をされる内容を示しています。 


A 注 



この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が傷害を負う可能性がおをさ 
れる内容および物的損害のみの発生がおをされる内容を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための禁止事項の内容を表しています。 


0 


製品の取りキ及いにおいて、してはいけない行為（禁止行為）を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための指示事項の内容を表しています。 


〇 

必ず行う事項（指示、行為）を示しています。 

© 

電源プラグをコンセントから必ず抜くことを示しています。 










A 警告 

® 画 

煙が出たり、変な臭いや音がするなど異常状態のまま使用しないでください。 

感電•乂災の原因となります。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか6抜いて、カスタマーサービスセン 
ターまでご連絡ください。カスタマーサービスセンターへの連絡方法は、『サポー 
卜•サービスのご案内』（別冊）をご覧ください。 

お客様による修理は危険ですか6絶対にしないでください。 

0 

忍 

マニュアルで指示されている L ソ外の分解や改造はしないでください。 

けがや感電-火災の原因となります。 

0 


電源は、交流100 VL ソがでは使用しないでください。 

交流100 VL ソ外の電源を使ラと、感電-火災の原因となります。 

® 圍 

めれた手で電源プラグを抜さ差ししないで<ださい。 

感電の原因となります。 

G ) 四 

通風孔など開□部から内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とし 
た0しないで<ださい。 

感電•乂災の原因となります。 

0 H 

異物や水などの液体が内部に入った場合は、そのまま使用しないでください。 

感電•乂災の原因となります。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか6抜いて、カスタマーサービスセン 
ターまでご連絡ください。カスタマーサービスセンターへの連絡ち法は、『サポー 
卜•サービスのご案内』（別冊）をご K ください。 



破損した電源コードを使用しないでください。感電-火災の原因となります。 

電源コードを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

-電源コードを加工しない。 

•無理に a げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

-電源コードの上に重いちのを載せない。 

-発熱器具の近 < に配線しない。 

電源コードが破損した S、 カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カス 
タマーサービスセンターへの連絡方法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊） 

をご覧ください。 

0 

1 

01 

飄 

電源コードのたこ足配線はしないでください。 

発熱し、火災の原因となります。 

家庭用電源コンセント（交流100V)か S 電源を直接取ってください。 
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A 警告 

fi 


電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

-電源プラグを長期間コンセントに差したままにしない。 

電源プラグは、定期的にコンセントか!5抜いて、刃の根元や刃と刃の間を清掃して 
<ださい。 

Q 

(A 

本体や付属のバッテリパックなどを火中に入れたり、加熱しないでください。 

破裂などで火傷の原因とな0ます。 

0 

省 

バッテリパックの端子をショートさせないでください。 

火傷の原因となります。 

0 


付属の AC アダプタやバッテリパックの分解や改造をしないでください。 

また、本機には、指定の AC アダプタやバッテリパック政外は使用しないでください。 
感電、火傷や、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定外の AC アダプタやバッテリパック、または分解、改造した AC アダプタ 
やバッテリパック（当社での修理対応は除 <) は、安全性や製品に関する保証はで 
さません。 

G ) 圆 

ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめたりすると火傷や、化学物寶による被害の原因となります。 

G) 国 

バッテリパックは、落下させるなどの強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れにより、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

01 

?1 

引 

バッテリパックは指定されている切がの充電ち法で充電しないでください。 

発熱、発火や液漏れによる被害の原因とな0ます。 

© 

メモリの増設■交換をするときは、電源プラグをコンセントか S 抜き、本機か6 
バッテリを取り外してください。 

感電や乂傷の原因とな0ます。 

0H 

雷が鳴りだした6、電源プラグをさわ5ないでください。 

感電の原因となります。 

o 

s^l 

£] 

航空機や病院など、使用を禁止された区域では本機の電源を切るか無線 LAN の電波 
を停止してください。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。また、自動的に電源が 
入る機能が搭載されている場合は、設定を辭除してか S 電源を切ってください。 
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A 警告 

03 

植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着されている場合に、無 
線 LAN 機能をご使用になるとさは、装着部か!5本機を 22cm 私上離して使用して 
<ださい。 

電波によ0植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を与 
える場合があります。 

〇 

直 

医療機関の屋内で無線 LAN 機能をご使用になる場合は、次のことを守ってくださ 
い。 

•手術室、集中治療室り CU)、 冠状動脈疾患監視室 （CCU) には、本機を持ち込 
まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-□ビーなどであってち付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源を切るか電 
波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その 
医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか6電源を切 
る。 

〇団 

自宅療養など医療機関外で、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動 
器を使用する場合に、無線 LAN 機能をご使用になるとさは、電波の影響について個 
別に医用電気機器メーカーなどにご確認ください。 

01 

扇 

嘲 

無線 LAN 機能をご使用になる場合は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の 
近くでは使用しないでください。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあ0ます。 
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八注意 

〇 圆 

ルさなお子様の手の届くところには設置、保管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 


不安定な場所（ぐ5ついた台の上や傾いた巧など）に置かないで<ださい。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 

疆 

湿気やホコリの多い場所に置かないでください。 

感電■乂災の危険があります。 

0 N 

本機の通風孔をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱がこちり、火災の危険があります。 

設置する際は、次の点を守ってください。 

-押し入れや本箱など風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅラたんや布団の上には設置しない。 

-毛布やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

處 

連休や旅行等で長期間ご使用にな5ないとさは、安全のため必ずコンピュータ本体 
か6バッテリパックを取り外し、電源プラグをコンセントか6抜いてください。 

0 

み 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている政外の配線をしないでく 
ださい。 

配線を誤ると、火災の危険があります。 

€ 

本機を移動させる場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントか5抜き、すべて 
の配線を外したことを確認してか5行ってください。 

0 

? 

— ♦ — 

付属の AC アダプタやバッテリパックは、本觀外には使用しないでください。 

火傷-乂災の危険があります。 

® 圍 

AC アダプタの温度の高い部分に、長時間直接触れないで<ださい。 

低温火傷の原因になります。 

〇图 

AC アダプタを毛なやな団で覆わないでください。 

火傷-义がのを険があ0ます。 

0 

ij 

破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

乂傷-乂災の危険があります。 
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/5\ 注意 

o 

miHPi 

齒 

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してか6接続し、接続後に音 
量を調節してください。 

ボリュームの調節が大去くなっていると、思わめ大音量によ0聴覚障害の原因とな 

0ます。 

0 

M 

長時間または不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、腫銷炎などの原因となります。 

Qffl 

メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているときには行わないでくださ 
い。 

乂傷の危険があ0ます。 

作業は電源を切って10分 L ソ上待ち、本機の内部が十分冷めてか6行って<ださい。 

® 函 

液晶ディスプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめた0、触っ 
た0しないで< ださい。 

义傷や化学物質による被害の原因となります。 

万一、液体が巧膚に付着したり、目に入った場合は流水で十分に洗い、医師に相談 
してください。 

o 

商 

本機を廃棄する場合は、法律に従って正しい処理をしてください。 

液晶ディスプレイに使用している堂光管（バックライト）には、水銀が含まれてい 
ます。 

0 


ひざの上で長時間使用しないでください。 

本機底面が熱<な0、低温火傷の原因とな0ます。 

0 


パームレストやキーボードに長時間手を置かないでください。 

パームレストやキーボードが熱くなることがあり、低温火傷のおそれがあります。 


光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでください。 
内部で飛び散って故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを険があり 
ます。 
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I 製品保護上のま意 


►使用-保管時のを意 


コンピュータ（本機）は精密な機械です。古女障や誤動作の原因となりますので、次の注意事項を必ず 
守って、本機を正しく取りなってください。 

次の注意事項は、特に指定のない限り、本体および AC アダプタやバッテリパックなどの同栖品に適用 
されます。 



温度が高すぎる巧や、ほすぎる巧には 
置かないでください。また、急激な温 
度'変化も避けてください。 

故障、誤動作の原因になります。適切 
な温度の目安は10で〜35でです。 


-不安をな前こは設置しないでください。 

落下したり、振動したり、倒れたりす 
ると、本機が壊れ、故障することがあ 
_ります。 



湿度が商すぎるがや、低すぎるがには 

IU 

A が A 卜* 

置かないでください。 

。がも* 

故障、誤動作の原因になります。適切 

A 


な湿度の目安は20%〜80%です。 


LCD 画面の表面を先のとがったもので 
引っかいたり、無 a な力を加えたりし 
ないでください。 

LCD 画面の表面はアクリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 



直射日光の当たる巧や、発熱器具（暖 
房器具や調理用器具など）の近くな 
ど、高温-多湿となる巧には置かない 
でください。 

故障、誤動作の原因になります。 

また、直が日光などの紫外線は、を色 
の原因になります。 



本機の汚れを取るときは、ベンジン、 
シンナーなどの溶剤を使わないでくだ 
さい。'塞色や変形の可能性がありま 
す。柔らかい布に中性洗剤を適をに染 
み込ませて、おく拭き取ってくださ 



テレビやラジオ、磁おなど、磁界を発 
生するものの近くに置かないでくださ 
い。本機の誤動作が生じたり、デー 
夕が破壊されることがあります。逆 
に、本機の影響でテレビやラジオに雑 
音が入ることもあります。 


祖 I 


遠隔地に輸送するときや保管するとき 
は、棵のままで行わないでください。 
衝撃や振動、ホコリなどからコン 
ピュータを守るため、専用の栖包箱に 
入れてください。 


因 


電源コードが抜けやすい所（コードに 
足が引つかかりやすい所や、コードの 
長さがぎりぎりの所など）に本機を置か 
ないでください。バッテリパックの状 
態により、電源コードが抜けると、そ 
れまでの作業データがメモリ上から消 


えることがあります。 


ぶ 


本機を長期間使わないときは、バッテ 
リパックを本機に装置したままにしな 
いでください。 

液もれを起こすことがあります。 



ホコリの多い所には置かないでくださ 
い。 

故障、誤動作の原因になります。 


四 


本機の上に重い物を載せたり、強く押 
さえ付けないでください。 

LCD やバックライトが破損したり、表 
示異常となることがあります。 
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化の機械の振動が伝わる巧など、振動 
しがちな場目?には置かないでください。 
が;障、誤動作の原因になります。 


-^本機を落としたり、ぶつけるなど、 

、/グショックを与えないでください。持ち 
. 運ぶときは、バッグに入れるなどして 
シヨックから守るようにしてくださ 
い。 


分 j 

AC アダプタはコードを持って抜き差 
ししないでください。 

コードの断線や接触不良の原因となり 
ます。 



本機の LCD ユニット（液品デイスプレ 


巧.’ 


イ部）を開けたが態で、 LCD ユニット 
を持って移動しないでください。 


AC アダプタの上に乗ったり、踏みつ 
けたり、まい物を載せるなどして、 
ケースを破壊しないでください。 


キーボードの上などに、物（ボールぺ 
ンなど）をはさんだまま、 LCD ユニッ 
卜（液晶ディスプレイ部）を閉じない 
でください。 


►記録メディア 


次のような取りあいをすると、次の記録メディアに収録されたデータが破壊されるおそれがあります。 
記録メディアの種類は、次のとおりです。 


rag 光ディスクメディア 
ima メモリカード 

記録メディアの種類を指定していない場合は、すべての記録メディアに該当します。 


% 

川1 

ミ。 





直が日光が当たる巧、発熱器具の近く 
など、高温-多湿となる場所には置か 
ないでください。 

上に物を載せないでください。 





ill 

キズを付けないでください。 

鷄 

要 

クリップではさむ、折り曲げるなど、 
無理な力をかけないでください。 

の 


アクセスランプ点灯中は、記録メディ 
アを取り出したり、本機の電源を切つ 
たり、再起動したりしないでくださ 

い。 

使用後は、本機にセットしたままにし 
たり、裸のまま放置したりしないでく 
ださい。 

専用のケースに入れて保管してくださ 

い。 

ゴミやホコリの多いところでは巧用し 
ないでください。また、そのような場 
巧に記録メディアを保管しないでくだ 
さい。 


アクセスカバーを 開けたり、磁性 面 あ 
るいは金属端子に触れたりしないでく 
ださい。 
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磁性面や金属端子にホコリや水を付け 
ないでください。シンナーやアルコー 

A 


ルなどの溶剤類を近づけないでくださ 

□己 


1 ^ 


テレビ やラジオ、磁おなど、磁界を発 
生するものに近づけないでください。 




信号面（文字などが印刷されていない 
面）に触れないでください。 




レコードやレンズ用のクリーナーなど 
は巧わないでください。 

クリーニングするときは、 CD 専用ク 
リ ーナーを巧って ください。 



嫁 

信号面（文字などが目口刷されていない 
面）に文字などを書き込まないでくだ 
さい。 

laa 

@ 

クリーナ CD 


レコード のように回転させて拭かない 
でください。 

内側から外側に向かって巧いてくださ 

レ、。 



獄 



光ディスクドライブのデータ読み取り 
レンズをクリーニングする CD は巧わ 
ないでください。 



シールを 貼らないでください。 




温度差の激しい場所に置かないでくだ 
さい。結露する場合があります。 

BB1 
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無 iLAN 使用時に樹する 

セキュ U テイに関するま意 (無線 LAN 搭載時のみ) 


おを様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。無線 LAN を使用 
する前に、必ずお読みください。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを巧用する代わりに、電波を利用してパソコンな 
どと無線 LAN アク七スポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範 
囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所 
に届くため、セキュリティに関する設定を行っていない場合、な下のような問 
題が発生する可能性があります。 

•通信内容を盗み見6れる 

悪意ある第=者•が、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 

• メ ■ —ルの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

•不正に侵入される 

悪意ある第 S 者•が、無断で個人や会社内のネットワークヘアク七スし、 

-個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

• 特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

-傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

• コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN や無線 LAN アク七スポイントは、これらの問題に対応するため 
の七キュリティの仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品の七キュリテイに 
関する設をを行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少な 
くなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、七キュリティに関する設定が施 
されていない場合があります。 

したがって、おを様が セキュリティ 問題発生の可能性を少なくするためには、 
無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントをご{ま用になる前に、必ず無線 LAN 機器 
の 七キュリテイに 関するすべての設定を マニュアルに 従って行ってください。 


なお、無線 LAN の仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設をが破られること 
もあり得ますので、ご巧解の上、ご使用ください。 
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※セキュリティ巧策を施さず、または、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情に 
より七キュリティの問題が発生してしまった場合、当化は、これによって生 
じた損害に巧する責任を負いかねます。 

七キュリティの設定などについて、お客様ご自身で対処できない場合には、『サ 
ポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンターまで 
お問い合わせください。 

当社では、おを様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を十 
分 a 解した上で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定 
を行い、製品を巧用することをおすすめします。 
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はじめに 

本機を使い始める前に知っておいていただきたい事項について説明します。 


第1章使い始めるまでの準備 

本機の接続ホを、電源の入れホや切りホ、 Windows のセットアップについて説明します。 


第2章コンピユータ①基本操作 

キーボードやタッチパッド、光ディスクドライブの巧いホなど、本機の基本的な操作ホをについて説 
巧します。 

第3章システムの拡張 

アップグレードサービスやメモリの増設ホ法、本機に接続できる装置について説明します。 


第4章 BIOS ①設定 

本機のを本が態を管巧しているプログラム 「 BIOSJ の設定を変更するち法について説明します。 


第已章ソフトウエアの再インス!ル 

ソフ トウエアを再インストールする手順について説明します。 


第6章 こんなとさは 

困ったときの確認事項や対処ホをなどに ついて 説明します。 


付録 









本機をご使用になる際に役に立つ情報や、本機の仕様などについて説明します。 
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はじめに 

本機を使い始める前に知っておいていたださたい事頂について説明し 
ます。 


r マニュアル中の表記」 . 

r 本製品の仕様とカスタマイズ」 
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I 7 ニユ 7 ル中の表記 


本書では次のような記号を使用しています。 


安全に関する記号 


A 

酱化 
言口 


この表示を無視して、誤った取り披いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想定される内容を示していまず。 


金 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害 
を負う可能性が想をされる内容および物的損害のみの発生 
が想をされる内容を示しています。 


’般情報に関する記号 


Jl^ 

制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限ま項を記載しています。 



硬 

12 

CM] 


rctri ]+r z 1 


参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載してぃます。 

本書とは別のマニュアルを示します。 

例）『栖包品の確認』；本機に添付の『栖包品の確認』を示 
します。 

参照ページを示します。 

操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

で 囲んだ マークはキーボー ド上の キーを 表します。 

I 4-1 1は Enter キーを 表します。また、— い 立 [N み] のこと で 
す。このように必要な部分のみを記載してぃるため、 キー 
トップに印字された文字とはおなる場合があります。 

+の前のキーを巧したまま+のをのキーを巧します。 

この例では 、 [Ctrl ] を押したままし Z 」を押します。 


18 


































はじめに 


名称の表記 


本書では、本機で使用する製品のぶ称を次のように表記しています。 


HDD 


FD 

FDD 

光ディスクメディア 
光ディスクドライブ 
メモリカード 


八ードディスクドライブ 

フ□ツピーディスク 

フ□ツピーディスクドライブ 

CD メディア、 DVD メディアなど 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモリースティック、でげメディアカード、 SD メモリーカード 

の纖 


オペレーテイングシステム ( OS ) に関する記述 

本書では、 オペレーティングシステム ( OS ) の名称を次のように略して表記し 
ます。 


Windows XP 


Microsoft ® Windows ® XP Professional 
Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 


HDD 容量の記述 


本書では、 HDD 容量を lKB = 1000 Byte として記載しています。 
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マニュアル中のま記 


Windows の画面表示に関する記載方法 


デスクトップ画面 

本書では、 WindowsXP の面面に表示されるを箇巧のを称を次のように記載します。 

ー デスクトップ 
-タブ 


.1 テーマ T ? スホウず r ス化—ンだ—バ ー1 デザイン巧ち 



OI ■巧 

gWiidomXP 

A 

1 #お⑩- 1 



&し*くな子 
d カント y—J'l クス 
由 かスタ化 

V 

をの： 

|1 1’1 


I デスクト，ブ加スタマイズの)-1 


[ 0 K )1 キ*ンゎ^ 


- ボタン 

rJ — アイコン 


タスクバー 


も 4口0 吗) 

タスクトレイ 


ボタン 


ボタンは [] で囲んで記載します。 
例)! 


•/ スタ-卜 


I ； [スタート 」/I OK 


1： [OK] 


画面操作 


本書では 、 Windows XP の画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

• 記載例 

[スタート]- r すべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer」 をクリックします。 
• 実際の操作 

( 1 ) [スタート]をクリックします。 

( 2 ) 表示されたメニューか6「すべてのプ□グラム」をクリックします。 

( 3 ) 横に表示されるサブメニューか5 「Internet Explored をクリックします。 
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本製品の仕様とカスタマイズ 


本製品は、ご購入時にお客様が選択されたオプションによって、仕様がカスタ 
マイズされています。 CPU の種類-メモリ容量-光ディスクドライブなど、選 
択した仕様にあわせて、おを様オリジナルのコンピュータとして組み立て、納 
品されています。 

仕様によつて必要なマニュアル 

本製品の操作に必要な マニュアルは、 おを様が選択された仕様によって、ュー 
ザーズ マニュアル （本書）とは別に添付されている場合があります。 
お使いになる仕様によって必要となる マニュアルは、 下記のとおり別冊や電子 
マニュアル などの形式で添付されています。 ご 確認ください。 

• 本製品に同捆されている別冊マニュアル 

• CD-ROM などに収録されている電モマニュアル （PDF ファイルなど） 

• コンピュータに収録されている電モマニュアル （r マニュアルびゆ一わ」か S 閲 
覧） 
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本製品の仕様とカスタマイズ 
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Ig 1 胃 

使い始めるまでの準備 

本機の接続方法、電源の入れ方や切りち、 Windows のセットアップに 
ついて説明します。 

「ご使用の前に」 ................ 24 

「本機ででさること」 . 26 

r 添付されているソフトウエア」 .......... 27 

「各部の名称と働さ」.…… . 30 

「コンピュータの設置」 . 36 

「電源の入れちと Windows のセットアップ」 . 42 

「Windows 使用時の確認事項」 . 50 

「電源の切りち」 . 54 











I ご使用の前に 


►コンピュータを巧い始めるまでの手順 

購入後にはじめて本機を使用する場合は、次の手順で作業を行ってください。 


捆包品に不足や不良びないかを確認する 

と安5 『捆包品の確認』（別冊） 


本機を使用する前に必要な情報を確認する 


「安全にお使いいただくために」 

i が P '8 

「製品保護上の注意」 


「マニュアル中の表記」 


「本製品の仕様とカスタマイズ」 

と尹 P '24 

「ご使用の前に」 

と寺^ P -30 

「を部のぶ称と働き J 




コンピュータを設置し、各機器の接続を行ラ 

/^ p .36 「コンピュータの設置」 



電源を入れ、 Windows をセットアップずる 

巧 P .42 「電源の入れ方と Windows の七ットアップ」 



使用開始！ 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►ご使用前の巧認事頃 


貼付ラベルの確認 

本機には、製品情報が記載された次のラベルが貼られています。本機をご使用 
の前に、ラベルが貼られていることを確認してください。ラベルは絶巧にはが 
さないでください。 

• お問い合わせ情報シール 

お問い合わせ情報シールには、型番や製造番号が記載されています。当をに 
サポート.サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これらの番号 
が必要です。 

お問い合わせ情報シールに記載されている製造番号は、『サポート•サービ 
スのごま内』（別®)の表紙に書き写しておいてください。 

• COA ラベル 

COA ラベル （Windows Certificate of Authenticity ラベル）は、正規の Windows 商品 
を購入されたことを証明するラベルです。 

万一、 COA ラベルを紛失された場合、再発行はできません。 


お問い合わせ 
情報 シール 



サポート-サービスのご案内 

『サポート.サービスのご案内』には、当社のサポートやサービスの内容が詳 
しく記載されています。 

困ったときや、万一の場合に備えてお読みいただくことをおすすめします。 






I , 本機ででまること 

本機では、主に次のようなことができます。 



インターネットやメールを利用す 
る 

と安 = p.l 2 巨 

ネットワークに接続ずる 
_ が P. 111 

US 目機器を接続して使ラ 

が P.88 

PC カードやメモリカード（メモリ 

スティックなど）を使う 

z ： ^p.90 z ： ^p.95 
v. _ J 

外付けディスプレイに表示する 

が P.1 03 


光ディスクを再生する、光ディスク 
にデータを保存する（オプション） 

z ： ^P.79 


無線 LAN を使う（オプション） 

z^p.l 13 


riEEEl 394機器を接続して使ラ 


原 P.1 37 


画面表术を調即す々 

/^p.99 


r X モリを増設•交換する 


z ： ^p.l43 
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I 添巧をれているソフトウエア 


購入時、本機にインストールされているソフトウェアと、購入後、必要に応じてインストールが必要な 
ソフトウエアは次のとおりです。 

表中記号の見ち 


の 

ソフトウェアは添付の CD に収録されています。 

し」 

ソフトウェアは HDD の「消去禁止領域」に収録されています。この領域を削除すると再インス 

1 -ールがで去なくなります。絶対に削除しないでください。 

録 ' がを 「消ち禁止領域とは」 


本機にインス I ルされているソフトウエア 

次のソフトウェアは、購入時、本機にインストールされています。 


本機にインス 1 ルされているソフトウエア 

ソフトウエアの収録場巧 

• Windows XP 

本機のホペレーテインダシステム （ OS ) です。 

な 

Windows XPU カイく UCD 

• リカバリ ツール 

HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウエアを再 
インストールするためのプログラムです。 

の 

リカバリ ツール CD 

• ビデオドライバ 

Windows を高解像度-多色で表示するためのドライバです。 


•サウンドドライバ 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバです。 

•タッチパッドドライバ 

タッチパッドを使用するためのドライバです。 

•ネットワークドライバ 

ネットワーク機能（有線 LAN ) を使用するためのドライバです。 

•無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ） 

無線 LAN を使用するためのドライバです。 

•無線 LAN ューティ IJ ティ（無線 LAN 搭載時のみ） 

無線 LAN を使用するためのューティリティです。 

•メモリカードドライバ 

メモリカードスロットを使用するためのドライバです。 

消去禁止領域 

•インスタントキードライバ 

(Fn ) と化み合わせて使用する機能キーや、インスタントキーを{吏用す 
るためのドライバです。 

•セキュリティチップドライバ 

セキュリティチップ （ TPM ) を使用するためのドライバです。 

• Java2 Runtime Environment 

Java アプリケーシヨンを実行するためのソフトウエアです。 

• インフオメーシヨンメニュー 

本機に添付のマニュアルやサポートページを閲覧するためのューティリ 
ティです。 


































添付されているソフトウエア 


本機にインス 1 ルされているソフトウエア 

ソフトウェアの収録場巧 

• Microsoft .NET Framework 

-NET Framework の開発環境で作成されたアプリケーシヨンなどを使用す 
るためのプロダラムです。 

消去禁止領域 

• Windows Media Player 10 

動画や音声を再生するためのソフトウエアです。 

• JWord Plugin 

Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを検索する 
ためのソフトウエアです。 

• Liquid View (SXGA+ ディスプレイ搭載時のみ） 

アイコンやで字などを拡大してま示するためのソフトウュアです。 

• Liquid Surf (SXGA+ ディスプレイ搭載時のみ） 

Internet Explorer の表示を見やすくするためのソフトウエアです。 

• Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format ) 形式のフアイルを表示したり、目 P 刷した 
りするためのソフトウエアです。 

•旨 00 スティック 

Internet Explorer のツールバーに、検索サービス 「 goo 」 の横索ボックスを 
追加するためのソフトウエアです。 

•マニュアルびゅ一ね 

本機に添付されているマニュアルやおからせを見るためのソフトウエア 
です。 

• Nero 7 Essentials 廈き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

光ディスクメディアに書き込みを行うためのソフトウュアです。 

• WinDVD (DVD 再生機能のあるドライブ搭載時のみ） 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウエアです。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


必要に応じてインス I ルが必要なソフトウエア 

次のソフトウェアは、購入時、本機にインストールされていません。 Windows のセットアップ後に必要 
に応じてインストールしてください。 

ごす = p .48 「セットアップ完了後の作業」 


本機にインス 1 ルされていないソフトウエア 

ソフトウエアの収録場巧 

• Norton Internet Security 日 0 日版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能、フィッシング詐欺対策機能 
などを備えたセキュリティソフトウエアです。 

消去禁止領域 

• セキュリティチップユーティリティ 

セキュリティチップ （ TPM ) の設定を行うためのューティリティです。 

• メールユーティリティ 

メール着信ランプを磯能させるためのューティリティです。 



消去禁止領域に収録されているソフトウェアのバックアップ 

書き込み機能のある光ディスクドライブを搭載している場合、 HDD の「消去禁 
止領域」に収録されているソフトウェアを、 CD にバックアップすることができ 
ます。 

とす = p .221 レくックアップ CD の作成方■を」 
















I る部のち敬と働き‘ 


►正面 • ち側面 



C： d: e: f: g : h: 


a : LCD ユニット 

LCD 画面や LCD ラッチを含めた画 
面部分の総称です。 

b : LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示し 
ます。 

C： USB コネクタ, て^ + - 

USB 2.0 巧応機器を接続します。 
d : 通風孔 

コンピュータ内部で発生する熱を 
逃がします。 
e : 光ディスクドライブ 

CD - 民 0 M などの光デイスタメディ 
アの読み込みや書き込みなどを巧 
います。 


f ： 光ディスクドライブアクセスランプ* 

メディアへのアクセス中に点灯•点 
滅します。 

旨：イジエクトボタン* 

光ディスクドライブのディスクト 
レイを開けるときに押します。 
h : イジエクトホール* 

光ディスクドライブのディスクト 
レイが開かなくなった場合に使用 
します。 
i : LCD ラッチ 

LCD ユニットを開くときにスライ 
ドします。 


* 位置はお使いの光ディスクドライブによって異なります。光ディスクドライ 
ブの PDF マニュアルを ご覧ください。 

PDF マニュアルは、「マニュアルび呼一わ」 から ご覧になれます。 

P .51 「インフォメーシヨンメニューを使う」 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


タッチパッド/キーボード 



a : 内蔵ステレオ スピーカ 

警告音（ビープ音）や音声などを鳴 
らします。 
b : クリックボタン 

マウスの左右ボタンに相当します。 


C ： タッチパッド 

指を軽く乗せて操作することによ 
り、画面上のポインタを操作しま 
す。 

d : キーボード 

文字の入力やアプリケーシヨンの 
操作などを行います。 
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香部の名称と働さ 


インスタントキー/ステータス表示ランプ 



a: Caps Lock フンプ6 

Caps Lock キ'一の設定状體を表示し 
ます。緑色に点灯しているときは、 
アルファべ ットの大文字を入力す 
ることができます。 
b: NumLock ランプ fl 

NumLock キ'一の設定状態を表示しま 
す。緑色に点灯しているときは、数 
値キーモードに設定されています。 

C： アクセスランプ0 

HDD や光ディスクドライブアクセ 
ス中に緑色に点なします。 
d: 無線 LAN 状態ランプ(が 

無線 LAN が ON のときに点灯します 
(無線 LAN 搭載時のみ機能)。 
e: メール着信ランプ図 

「Outlook Express 」 または 「 Outlook 」 
使用時に、受信トレイに未開封メー 
ルがちると緑色に点なします。使用 
するにはメールユーティリティの 
イ ンス トールが必要です。 


f： インフオメーシヨンキー网 

インフオメ'ー シヨンメニユ'一を起 

動します。 

旨：インターネットキー 

「 Internet Explorer 」 を起動します。 
h: メ ールキーお'- 

rOutlook Express] を起動します。 
i: タッチパッドキー白/X 

タッチパッドの ON/OFF を切り替え 
ます。キーを押すたびに、 ON/OFF 
が切り替わります。 
i： 電源スイッチむ 

本機の電源の入/切を行います。ま 
た、スタンバイや休止が態からの復 
帰にも使用します。 


ft 

制限 


アクセスランプが点なしているとさに本機の電源を切ったり、再起動したりしな 
いでください。データが破損するおそれがあります。 























第 1 章使い始めるまでの準備 


►前面 



a : メモリカードス□ット丘 MC.S D.MS/PRO 

メモリカードの読み込みや書き込 
みなどを行います。 
b : 電源ランプ® 

電源が態を示します。 

青点灯：通常 モード 
青点滅： スタンバイモード 
消灯：電源切断時または休止状態 


C ： バッテリ巧電ランプ0 

バッテリの充電が態を示します。 
オレンジ色点灯：充電中 
消な：満充電 
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さ部の名称と働さ 


►ち側面 



C : d : 


f: g: h: 


a: PC 力ードス □ツ ト G 

PC Card Standard 規格準拠の PC カー 
ドをセットします。 
b: PC カードイジエクトボタン 

PC カードを取り出すときに押しま 
す。 

C : へッドフォン出カコネクタ 0 

スピーカ、へッドホンなどを接続し 
ます。 

出マイク入カコネクタみ 

マイクを接続します。 


巨： USB コネクタ 

USB 2.0 対応機器を接続します。 

f: VGA コネクタ □ 

外付けディスプレイ（アナログタイ 
プ）を接続します。 

呂： IEEE 1394 コネクタ 7 ゴが 

IEEE 1394 機器を接続します （4 ピ 
ン)。 

h: LAN コネクタ 

ネットワークと接続します。 


►背面 



a: AC アダプタコネクタ 些!^ 

付属の ACT ダプタを接続します。 


b: セキュリティ □ ックス □ ット @ 

市販の盤難抑止用ケーブル（ワイ 
ヤー）を接続します（ケンジントン 
社製セキュリ ティロ ックに対応し 
ています)。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


娘面 



a: パッテリパック 

付属のバッテリパックを装着します。 

b : 通風孔 

コンピュータ内部に外気を取り入 
れます。 


C： リセット ホール►〇ィ 

コンピュータを強制終了させると 
きに使用します。 


* 本書中の本機イラストは、バッテリパックにリチウムイオンバッテリ 
(2400 mAh ) を搭載したモデルを巧用しています。 
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I コン ピユー タの設置 


本機を使用できる状態にするために、バッテリパックを装着したり、 AC アダプ 
夕を接続したりする手順を説明しまず。 

プリンタなどの周辺機器を接続する場合は、 Windows のセットアップ完了後に 
周辺機器に添かのマニュアルを参照して行ってください。 



設置におけるま意 


A 

ミ主意 


■ひざの上で長時間使用しないでください。本機底面が熱くなり、ほ温义傷の 
原因となります。 

•不安定な場所（ぐ6ついた台の上や傾いた所など）に置かないで<ださい。落 
ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

• 本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、 
乂災の危険があります。設置の際は次の点を巧ってください。 

-押し入れや本箱などの風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅラたんや布団の上には設置しない。 

-毛布やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 


各種コードやバッテリパック装着時のま意 


A 

茜化 
言口 


•めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となります。 
•電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となりま 
す。家庭用電源コンセント（交流] 00 V )か6電源を直接取ってください。 

• 電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火 
災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の先まで確実に差し込む。 
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A 

ミ主意 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている拟外の配線をしないで 
ください。配線を誤ると、火災の危険があります。 
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設置ずる 


1 本機を設置場所（机などの丈夫で水平な台の上）に置きます。 

側面の通風孔をふさがないようにしてください。 




バッテリパックを取り付ける 

2 バッテリパックを取り付けまず。 

(1) 本機の底面部を上にして置さます。 

(2) 底面ち側のラッチを□ック辭除位置（由）までスライドさせます。 
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コンピュータの設置 


(3) 下図のとおりバッテリパックを本機にあわせます。 

(4) バッテリパックを本体の方向に「カチッ」と音がするまで押し込みます。 

バッテリパックが固をされます。 


コネクタ 




出荷時にバッテリパックは満充電状態ではありません。本機をバッテリパック 
だけで使用する場合は、使用前に充電が必要です。 

と賓^ p .58 「 ACT ダプタいくッテリパックを使う」 
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ネットワークへ接続ずる 

3 ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、巿版の LAN ケーブルでネッ 
トワークと接続しまず。 

巿販の LAN ケーブルを LAN コネクタ（品）に「カチッ」と音がするまで差し 
込みます。 

インターネットへの接続作業は Windows のセットアップ後に行います。接続 
方法は、通信サービス会社やプロバイダから提供されたマニュアルをご覧く 
ださい。 


LAN コネクタ晶 : 










コンピュータの設置 


AC アダプタを接続ずる 

本機を持ち運ぶ必要がない場合は、通常 AC アダプタを接続して使用します。 

4 AC アダプタをコンピユータと家庭巧電源コンセントに接続しまず。 

(1) AC アダプタのプラグ部を本機背面の AC アダプタコネクタ（^)に接続し 
ます。 

プラグ端子部が見えなくなり、「カチッ」と音がするまでしっかりと押 
し这みます。 

(2) 電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 
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LCD ユニッ トを開ける 

5 前面の LCD ラッチをち側にスライドさせて、 LCD ユニットを開きまず。 

LCD ュニットは、見やすいち度に調節してください。 

LC □ラッチ 




これでコンピュータの設置は完了です。 









I 電源の入れ方と Windows のセットアップ 

ここでは、本機を購入後にはじめて電源を入れてから、 Windows を巧用できる 
が態にするまでの作業について説明します。 

► Windows び巧用でまるよラになるまでの作業 


作業の流れは、次のとおりです。 ごす = p .42 「電源を入れる前に」な降の手順に 
従って作業を行ってください。 


コンピュータの電源を入れる 


Windows のセツトアップ作業を行う 


Windows のセットアツプ作業完了後に必要な作業を行ラ 


Windows 使用時の確認事頂をよ < 読む 


Windows び使用できるようになる 


^電源を入れる前に 


Windows のセットアップとは 

「Windows のセットアップ J は、コンピュータが届いてから、はじめて電源を入 
れたときにューザー情報などを設定するプログラムです。画面に表示される 
メッセージに従って、七ットアップを簡単に行うことができます。 
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タッチパッドの使い方 

Windows のセットアップは、タッチパッドの操作で行います。セットアップで 
必要なタッチパッドの基本操作は、次のとおりです。 

• ポインタを動かす 

人差し指をタッチパッドのパッド面に触れたまま前後左右に動かすと、 
Windows 画面に表示されているポインタも指と同じ動きをします。 


ポインタ 



• ボタンをク IJ ックする 

(1) 指を動かして、ポインタを画面のボタンの上に重ねます。 

(2) 左クリックボタンを、]回「カチッ」と押して離します。 

この動作を「クリック」と言います。 

画面のボタンをクリックすると、ボタンに表示されている操作が実行さ 
れまず。 



ボタン 


ポインタ 











































































電源の入れ方と Windows のセットアップ 


► 電源の入れ方と Wi ndo WS の起動 


本機の電源の入れ方は、次のとおりです。 

1 電源スイッチ（の）を巧して、本機の電源を入れます。 

電源ランプ（①）が点灯します。 

電源を入れたときに電源ランプがお灯しない場合は、 AC アダプタやバッテ 
リパックが正しく接続されているか確認してください。 



電源ランプの 


2 黒い画面の中巧に 「 EPSON 」 と表示され、しば5くずると Windows が起 
動します。 

次の調節をして画面を見やすくします。 


• 角度 

LCD ユニットのちをを調節します。 

• 画面の明るさ 

〔互〕+〔豆〕（来）:暗くなりまず。 

こ〔星〕（む）:明るくなります。 

続いて Windows のセットアップを行います。 
p .45「 Windows のセットアップ」 
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^ Windows のセツトアップ 


セットアップ中に入力ずる項目 

Windows の七ットアップ中に入力する項目の中で、特に注意が必要な項目につ 
いて記載しています。入力の際に参考にしてください。 


• コンピュータ名 

「コンピュータを」は、本機をネットワークに接続して使用する場合などに 
必要です。セットアップ時は、すでに任意のコンピュータをが入力されてい 
ます。 

<ネットワークに接続しない場合> 

七ットアップ時にコンピュータ名を変更する必要はありません。 

<ネットワークに接続する場合> 

ネットワーク上にあるほかのコンピュータ名と重複しないように、コン 
ピュータ名を入力します。 


• パスワード （Windows XP Professional のみ） 

本機を個人で使用/管 a する場合は、任意のパスヮードを設定します職を 
しなくても問題はありません）。企業などで、使用者とは別に本機を管巧す 
る方がいる場合は、管理者の指示に従って入力します。 

このパスワードは、 「 Administrator 」 （アカウント）のパスワードです。 
「 Administrator 」 （アカウント）でログオンする際に、このパスワードを入力 
しログオンします。 

パスワードを設定した場合は、絶対にちれないようにしてください。 


•ユーザー名 

ユーザー名は少なくとも1つ入力します。本機を何人かで共同で使用する場 
合は、ユーザーををいくつか入力すると、 Windows をユーザーごとに切り替 
えて、各ユーザーの構成で使用することができます。 



「 Administrator 」 （アカウント） 

「 Adm 址 stratorj (アカウント）とは、すべての機能にアク七スできるシステム 
管理用のユーザーアカウント権限のことです。 


電源の入れ方と Windows のセツトアップ 


Windows XP のセットアップ 

電源を入れた後、しばらくすると自動的に 「Windows XP 七ットアップ」画面が 
表示されます。画面の指示に従って、セットアップを行ってください。 

セットアップの流れは、次のとおりです。 


Microsoft Windows へようこそ 

セットアップを続行するには、[次へ]をクリックします。 


使用許諾契約 

画面に表示された契約内容に同意するかしないかを設定します。 

《「同意しません」を選がすると Windows のセットアップが中止されます。 



コンピュータ名 

「このコンピュータのを前」 に コンピュータをを 入力します。 
と安 =| p .45 「セットアップ中に入力する項目」 



_パスワードの設定_ 

Windows XP Professional をおイまレ、の場合は、 Adr 血山 trator のパスワードを入力し 
ます。 

とす" P .45 「セットアップ中に入力する項目」 



インターネッ ト への接続 

ここでは接続を行いませんので、[省略]をクリックします。 



ユーザー登録 

「いいえ、今回はユーザー登録しません」を選択し、[次へ]をクリックし 
ます。 

このユ' —ザー登録は、 Microsoft 社から Windows に関するサポ ' —卜を受ける 
ためのものではありません。本機のサポートは当社で行っていますので、 
ユーザー登録の必要はありません。 



コンピュータを使用するユーザーの指定 

ここで入力するューザーおには、コンピュータの管巧者と同等の権限が与 
えられます。少なくともューザーをを1つ入力してください。 

ごす" P .45 「セットアップ中に入力する項目」 



セッ ト アップの完了 

院了]をクリックすると、自動的に Windows が再起動します。 
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デスクトツプ画面の表ち 

Windows が再起動すると、 Windows のデスクトップ画面が表示されます。 


七ットアップの際にユーザーをを2つな上入力した場合は、 Windows の再起 
動後に「ようこそ」画面が表示されます。使用するユーザータをクリック 
すると、デスクトップ画面が表示されます。 



<壁紙は予告なく変更ずる場合びあ0まず> 


これで 「 WindowsXP セットアップ」は完了です。 

続けて、 i ^^ p .48 「七ットアップ完了後の作業」を行います。 



ユーザー登録とライセンス認証（アクティベーション）について 

• セットアップ中にスキップしたューザー登録を行う場合は、[スタート]一 
「ファイルをを指をして実行 J 一 「REGWIZ n / R 」 （□はスペース）を実行し 
ます。ウィザード画面の指示に従ってください。 

• 当社より提供された Windows XP (購入時にコンピュータにインストールされ 
ているもの、および 「Windows XP リカバリ CD J より再インストールを行つ 
たもの）は、ライセンス認証を行う必要はありません。 














電源の入れ方と Windows のセットアップ 


►セットアップち了をの作業 

Windows の七ットアップが完了したら、次の作業を行います。 


初期設定 ツール 

Windows のセットアップが完了すると、「初期設定ツール」が自動的に起動しま 
す。「初期設定ツール」は、本機を使用する前に必要な設定を行うためのツー 
ルです。画面に従って設をを行ってください。 

セキュリティソフトウェアのインス!ル 

購入時、本機に七キュリティソフトウェアは インス トールされていません。「初 
巧設定ツ ー ル」の「七キュリティ設定」画面の指示に従って インスト ■ —ルして 
ください。 

<通甫の場合> 

通常は、本機に標準添付の 「Norton Internet Security 90日版」をインスト ' —ルし 
ます。インストール方法は、『セキュリティソフトウェアをご巧用の前に』（別 
冊）をご覧ください。 

初期設定ツールの終了後、 Windows が起動すると、自動的にセットアップ画面 
が起動します。 

<セキュリティソフトウェアをオフシヨン購入された場合> 

本機購入時にオプション選択でセキュリティソフトウェアの製品版を購入さ 
れた場合は、「セキュリティ設定」画面で製品版を選択してインストールして 
ください。 

セキュリティソフトウェアによっては、「初期設定ツール」からインストール 
ができない場合があります。初期設定ツールの終了後、セキュリティソフト 
ウェアに添付の CD からインストールを行ってください。 

ネッ ト ワークに接続する 

ネットワーク機能（有線 LAN ) や、無線 LAN 機能（オプション）を使用する場合 
は、ネットワーク接続に関する情報が必要です。お使いのネットワーク機器に添 
付の マニュアル などをご覧ください。 

p . lll 「ネットワーク（有線 LAN ) を使う」 
p .113 「無線 LAN を使う（オプション）」 
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Windows Update を行う 

はじめてインターネットに接続する場合は、はじめに手動で 「Windows Update 」 
を行います。 

P .129 r Windows UpdateJ 

「Windows Update 」 を行うと、本機の状態を診断して、コンピュータウイルスに 
感染することを防ぐためのプログラムや最新の機能などがインストールされ、 
Windows を快適に使用することができるようになります。 

メール ユー ティリティのインス I -ール 

メールユー ティリティをインストールすると 、 「Outlook Express 」 または 
「 Outlook 」 を起動している間、受信トレイに未開封メ'—ルがあるとメ'ール着信 
ランプ（図）が点灯します。購入時にはメールューティリティはインストー 
ルされていません。必要に応じてインストールを行ってください。 

P .188 「メールユーテイリテイのインストール」 




I Windows ほ用時の巧認事頂 


「七ットアップ完了後の作業」が終わると、 Windows を使用できます。ご使用の 
前に次の事項を確してください。 

Windows の使用方をは、 「Windows のヘルプ」をご覧ください。 

に回目な脚こ電源を入れる 


七ットアップ完了後に本機の電源を入れる際は、次の点に'注意してください。 

•電源が切れていることを電源ランプで確認してか6電源を入れる。 

Windows が省電カモードに移行すると、本機が動作中でも画面の表示が消え 
ていることがあります。電源を入れるつもりで切ってしまわないように注意 
してください。 

と夏 =" p . l 32 「省電力機能を使う」 

• 電源を入れなおすとさは、20秒程度の間隔を空けてか S 電源を入れる。 

電気回路に与える電気的な負荷を減らして、 HDD などの動作を安定させま 
す。 


• 周辺機器の電源をいつ入れるか確認する。 

本機よりも先に入れるか後に入れるかは、周辺機器によって異なります。周 
辺機器に添付のマニュアルで確認してください。 


制限 


USB フラッシュメモリや USB HDD などの US 日記憶装置を接続した状態で 
電源を入れると、 Windows が起動しないことがあります。電源を入れる際は、 
USB 記憶装置を取り外した状態で行い、 Windows 起動後に接続してくださ 
し、。 


►音量の調節 


Windows 起動時に音が鳴らなかったり、音が大きすぎたり小さすぎたりする場 
合には、音量を調節します。 

次の キーを 操作してください。 


キー操作 

状態 

(Fn )+( F 10 1啦パ 

一巧押すとミュート（消を）になり、もう一を押 
すとミュートが解除される。 

(Fn ) + ( F 11] ▼な 

音量が小さくなる。 

I Fn ) + 1 F 12 I ▲啦 

音量が大きくなる。 
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►インフオメーシヨンメニューを巧う 


本機には、本機に添付されているマニュアルを見たり、サポートページに簡単 
にリンクしたりすることができる「インフォメーションメニュー」が搭載され 
ています。 

起動方法 

「インフォメーションメニュー」の起動ホ法は次のとおりです。 

■インフォメーションキー(回）を巧す。 

'.'，ドを が白 「インスタントキー」 

• デスクトツプ上の「インフオメーシヨンメニュー」アイコンをダブルクリックす 
る。 



インフォ:*ーシヨ 
ンタニュー 


r インフオメーシヨンメ ニュー」 が起動すると次の画面が表示されます。 



























Wi ndows 使用時の確認事項 


インフォメーシヨンメニューの項目 

「インフォメーションメニュー」のを項目の内容は次のとおりです。 

■マニュアルびゅ一わ 

本機に添付されている電子 マニュアルを 閲覧するためのツールです。ュー 
ザーズマニュアル（本書）の HTML マニュアルや光ディスクドライブの PDF 
マニュアル 、 「Nero 7 Essentials 」 や 「 WinDVD 」 などの ソフトウェアに 添付 
されている マニュアルを 見ることができます。 



「警告」が表示された場合は 

電子マニュアルを閲覧しようとすると、情報ノく'—と呼ばれる Internet Explorer 
のアドレ スバーの 下方に「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセス 
できるアクティブコンテンツは表示されないよう • . • J と警告が表示される場 
合があります。 

この場合は、情報バーをクリックし、「ブロックされているコンテンツを許 
可」をクリックしてください。 


• PC お役立ち情報 

コンピュータに関するちょっと便利で役立つ情報や用語集を掲載していま 
す。マニュアルとあわせてご覧になり、コンピュータを巧用する際の参考に 
してください。 

■と6ぶる解巧ナビ 

技術的な情報やトラブルの解ホち法を収録しています。本機の調子が悪い場 
合に、本書の「困ったときに」とあわせてご覧ください。 

と^ P . 192 「トラブルが発生したら」 

■ユーザーサポートページ （Web) 

技術的な情報やトラブルの解ホホを、保証サービスなどについてご案内して 
います。マニュアルやドライバ、 BIOS の最新バージョンもダウンロードで 
きます。 

p .223 「電子 マニュアルのダウンロード」 

「ューザーサポートページ」 を閲覧するには、 インターネットへの 接続が必 
要です。 

■サポート情報検索 （Web) 

「とらぶる解巧ナビ」に収録されていない最新のサポート情報を掲載してい 
ます。「とらぶる解巧ナビ」で本機の不具合が解みできなかった場合にご覧 
ください。 

「サポート情報検索」を閲覧するには、インターネットへの接続が必要です。 
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• トラブルが解ミ夹しなかったら 

技術的なご質問や修理依頼などの問い合わせ先、メールサポートのホ法など 
を掲載しています。マニュアルや当社のユーザーサポートページを参照して 
も、トラブルが解みしない場合にご覧ください。 

►復元ポイントを作ぶずる 


Windows の「システムの復元」機能で「復元ポイント」を作成しておくと、本 
機の動作が不安をになった場合、「システムの復元」機能を巧用して、作成し 
ておいた「復元ポイント」までシステムのが態を戻すことができます。 

「復元ポイント」は通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に自動 
的に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 

とす = p .214 「復元ポイントを手動で作成する」 

►セキュリティ巧策を巧う 


本機には、コンピュータを外部と接続することで高まる危険から守るための七 
キュリティ機能が搭載されています。 

インターネットに接続する場合は、セキュリティ対策を行ってください。 

とミコ P .129 「インターネットを使用する際のセキュリティ巧策」 

►画面び消えたときは（省電力機能） 


本機は、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能が 
働いて画面表示が消えるように設定されています。画面表示が消えて、本機の 
電源ランプが点滅している場合は、スタンバイになっています（購入時の設 
を)。この場合は、電源スイッチを押すと元に戻ります。 

と 夏^ P . 136「省電カモードから復帰する」 

►Windows CD - ROM を要求をれたとをは 


本体ドライバをインストールしたり、周辺機器を接続したりするときに 
rWindows CD-ROM J を要ホされることがあります。このような場合は、添付 
の 「Windows XP リカバリ CD 」 をセットしてください。 












I 電源の切 0 方 


ここでは、電源の切り方について説明します。 


制限 


•電源を切って、ちラー度入れなおす場合には、電源を入れるとさに電気回路 
に与える電気的な負荷を減らし、 HDD などの動作を安定させるために、20 
秒程度の間隔を空けて<ださい。 

• アクセスランプ点打中に本機の電源を切ると、収録されているデータが破損 
するおそれがあ0ます。 

•本機は、電源を切っていても、バッテリパックが装着されていたり、電源プ 
ラグがコンセントに接続されていると、微かな電流が流れています。本機の 
電源を完全に切るには、バッテリパックを取り外し、電源コンセントから電 
源プラグを抜いてください。 


► Windows の終了と電源の切り方 


電源を切るときは、必ず Windows を終了させてから電源を切ります。 

1[スター ト]- [終了オプション]をクリックします。 

2 「コンピユータの電源を切る」画面で[電源を切る]をクリックしまず。 

Windows が終了し、自動的に電源が切れます。 

ゴ接続している周辺機器の電源を切りまず。 

Windows 終了時のを意 

Windows XP を複数のユーザーが巧用している状態で電源を切ろうとすると、 
「ほかの人がこのコンピュータにログオンしています。…」と画面に表示され 
ます。この場合は、ログオンしているすべてのユーザーをログオフしてから、 
電源を切ってください。 
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►再起動 


電源が入っている状態で、コンピュータを起動しなおすことを「再起動」と言 
います。 

Windows の再起動ち法 

Windows の再起動は、次の場巧から実行します。 

[スタート]- r 終了オプション」一「再起動」 

次のような場合には、 Windows を再起動する必要があります。 

■使用しているソフトウェアで指示があった場合 
• Windows の動作が不安定になった場合 

再起動しても状態が改善されない場合は、本機の電源を切り、しばらくしてか 
ら電源を入れなおしてみてください。 

►八ングアップしたとをは 


アプリケ' —ションや Windows がキ'—ボ'ードやタッチパッドからの入力を受け付 
けず、何も反応しなくなったが態をハングアップと言います。 
ハングアップした場合は、強制終了を行います。アプリケーションの強制終了 
を行い、反応が無い場合は Windows の強制終了を行ってください。 

アプリケーシヨンの強制終了 

アプリケーシヨンの強制終了方法は、次のとおりです。 


1 区毎] + 臣立] + 區 為を巧し、 [ Windows タスクマネージャ」を起動しまず。 

2 「アプリケーシヨン」タブか 6 A ングアップしているアプリケーシヨンを還 
択して[タスクの終了]をクリックしまず。 

3 「プ□グラムの終了」画面げ表示された5、[ずぐに終了]をクリックしまず。 
Windows の強制終了 

(Ctrl J + f Alt い [Delete] を押しても反応がない場合に行います。 


コンピュータの電源スイッチを巧す 

本機の電源が切れないときは... 


コンピュータの電源スイツチを已秒じ Lb 巧し続ける 


これで本機の電源が切れます。 






















電源の切り方 


リセ ットホールでの 強制終了 

本機を面にあるリセットホールを巧用して、本機を強制終了することもできま 
す。リセットホールは、 Windows の強制終了でも終了できない場合に使用して 
ください。 

1本機底面にあるリセットホールの位置を確認し、リセットホール（►〇ィ）に 
巧の細い丈夫なちの（ゼムクリップを引をのばしたよラなちの）を差し込み 
まず。 



56 










第 2 章 

コンピ ュー タの基未操作 

キーボードやタッチパッド、光ディスクドライブの使いちなど、コン 
ピュータの基本的な操作方法について説明します。 

「AC アダプタ/バッテリパックを使ラ」... . 58 

「タッチパッドを使ラ」 . 69 

「キーボードを使ラ」….. . 72 

「HDD を使ラ」 . 77 

「光ディスク (CD/DVD) ドラィブを使ラ」 . 79 

「US 巨機器を使ラ」 . 88 

「PC 力ードを使う」 . 90 

「メモリカードを使ラ」 . 95 

「画面表示をする」 . 99 

「外付けディスプレイに表示する」.…… . 103 

「サウンド機能を使ラ」 . 108 

「ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ」 . 111 

「無線 LAN を使ラ（オプション)」 . 113 

「インターネットに接続するには」 . 124 

「インターネットを使用する際のセキュリティ対策」.… ... 12日 

r 省電力機能を使ラ」 . 132 

「そのほかの機能」 . 137 





















I AC アダプタ/バッテリパックを使う 


本機は AC アダプタまたはバッテリパックで巧用することができます。 

AC アダプタの接続が去は」 ごす =^40 「 AC アダプタを接続する」をご覧くださ 

い。 

バッテリパック（な降、バッテリ）は着脱可能な充電式の電池です。バッテリ 
をセットすれば、電源コンセントのない場所や、停電時にも本機を使用するこ 
とができます。本機では、リチウムイオン ( Li - ion ) バッテリを巧用しています。 


バッテリの種類 

本機で巧用できるバッテリは、次のとおりです。 

• 2400 mAh 

• 8800 mAh 

複数のバッテリを交互に使用したい場合などは、オプションのバッテリを購入 
できます。 

と易^ P. 65 「バッテリの交換」 

►使用時のを意 


A 

啓化 
言口 


• AC アダプタや、バッテリパックの分解や改造をしないでください。また、本 
機には、指定の AC アダプタやバッテリパック L ソ外は使用しないでくださし、。 
感電、火傷や、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定切外の AC アダプタやバッテリパック、または分辭、改造した AC ア 
ダプタやバッテリパック（当社での修理を除く）は、安定性や製品に関する 
保証はで去ません。 

•パ‘ッテリパックの端子をショートさせないでください。火傷の原因となりま 
す。 

•パ‘ッテリパックを火中に入れたり、加熱しないでください。破 S などで乂傷 
の原因となります。 

•ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。な 
めたりすると乂傷や、化学物寶による被害の原因となります。 

•パ‘ッテリパックは落下させるなどの強い衝撃を与えないでください。破 S や 
液漏れによ0、火傷や化学物寶による被害の原因とな0ます。 

•パ‘ッテリパックは指定されている外の充電ち法で充電しないでくださし、。 
発熱、発乂や液漏れによる被害の原因となります。 


A 

ミ主意 


•付属の AC アダプタやバッテリパックは本機 L ソ外には使用しないでください。 
乂傷•火災の危険があります。 

• AC アダプタを毛巧や布団で覆わないでください。火傷-火災の危険がありま 
す。 

•破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。火傷-火災 
の危険があります。 

• ひざの上で長時間使用しないでください。バッテリパックの熱で本機底面が 
熱くな0、ほミ品火傷の原因とな0ます。 













第 2 章コンピュータの基本操作 


AC アダプタやバッテリを使用する陈は、次の注意事項を確認して正しくお使い 
ください。 

• AC アダプタを使用するとを 

- AC アダプタを長時間接続して使用すると、 AC アダプタ本体が少し熱を持 
ちますが、が障ではありません。 

• AC アダプタは頻繁になき差ししないでください。 

■パ'ッテリを取り付けて使用するとき 

-省電カモードのまま長時間使用しない場合は、完全放電しないように気 
をつけてください。省'電カモードでも電力が消費されています。 

が P .132 「省電力機能を使う」 

-バッテリのみで使用しているときに、動画再生時にコマ落ちしたり、ア 
プリケーシヨンの動作が遅くなったりする可能性があります。このよう 
な場合には、省電力機能を無効に設定してください。 

とす == p . l 35 「時間経過で移行させない」 

• バッテ U を長期間使用しないとを 

-長期間{ま用していない場合は、バッテリが完全放電している可能性があ 
ります。バッテリのみで本機を使用するときは必ず巧電してから使用し 
てください。 

• バッテリを長巧間巧電しないと、過放電になる可能性があります。過放 
電になると、バッテリ寿命が短くなったりホ電ができなくなったりしま 
すので、予防のための充電をしてください。 

1^ p .68 レ《ッテリ保管上の注意」 

►バッテリの使用可能時聞 


バッテリだけで本機を使用できる時間は次のとおりです。ただし本機の使用環 
境や状態などによって変化します。 


バッテリの種類 

使用可能時間(満充電の場合） 

Core 2 Duo 搭載時 

Core Solo 搭載時 

Celeron M 搭載時 

リチウムイホン 
バッテリ 

(2400 mAh ) 

連続め 2.0 時間 

連続狗2.け寺間 

連続め 1.9 時間 

リチウムイホン 
ノくッ テリ 

(8800 mAh ) 

連続め 5.9 時間 

連続狗6.7時間 

連続狗 5.6 時間 


*JEITA (電子情報技術産業協会）の測定方法 Verl . O に基づいています。 













AC アダプタ/バッテ U パックを使ラ 


本機をバッテリだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。省 
電力の設定を行うと使用可能時間を延ばすことができます。 

な P .132 「省電力機能を使う」 

►バッテリの巧電 


AC アダプタが接続されているときは、本機の電源が入/切どちらのが態でも自 
動的に充電が行われます。 

バッテリが満ホ電状態になったあと、本機を巧用しない場合はを全のために AC 
アダプタを外しておきます。 

バッテリ充電ランプの表示 

バッテリ充電ランプ（因）の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

ランプの表示 

残量少 

点滅 

充電中 

点灯 

満ホ電 

消灯 


充電時間 

ほバッテリ状態からバッテリのホ電完了までの時間は、次のとおりです。 


バッテリの種類 

充電完了までの時間 

Core 2 Duo 搭載時 

Core Solo 搭載時 

Celeron M 搭載時 

リチウムイホン 
バッテリ 

(2400 mAh ) 

約 Z 2 時間 

あ 2.1 時間 

狗 1.7 時間 

リチウムイホン 
バッテリ 

(8800 mAh ) 

約 3. 8 時間 


電源が入っている状態では、コンピュータの使用状況により差があります。 

- 

温度条件について 

バッテリは、化学反応を利用した電池です。このため、温度条件によっては正 
常な充電ができない場合があります。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリ巧■の51認 


制限 


パ'ッテリの特性上、残量が正しく表示されないことがあります。 
じす=1 P.64 r パ'ッテリ残量が正しく表示されないとさは」 



本機をバッテリだけで使用している場合、次の方法でバッテリ残量を確認する 
ことができます。 

■タスクトレイの「バッテリ」アイコンの上にマウスポインタをあわせる 

も I M 伍 ] I 麻 ! 

バツテ U アイコン 

• プ□パティ画面を開いて確認する 



バッテ IJ の残量 
が表示されまず。 


プロ パティ 画面は次の場所から開きます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「電源メーター」タブ 









































AC アダプタ/バッテ U パックを使ラ 


►バッテリ巧量が少なくなつた6 


バツテリ残量低下の通知 

バッテリ残量が少なくなると、本機は次のように通知（警告）します。 


A バ9テリち量ほ下 X | 

巧美内容を失わねいために、今すぐ I じ"ッ刊をで巧するか、を 
瓶こ切り酉えてください。 

画 * 励沫 地 

バッ テリ残量低下を通知する設をは I どす 的 レくッ テリア ラームの 設定」で 
'変更することができます。 


対処方法 

バッテリ残量低下が通知されたら、直らに次のどららかの処置を行ってくださ 
い。完全放電してシャットダウン（電源切断）してしまうと、保存していない 
データは すべて失われます。 

• AC アダプタを接続する 

電源を入れたまま AC アダプタを接続します。バッテリ充電ランプ（の）が 
点:灯します。 

• 電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保存して、実行中の ソフ トウエアを終了させた 
あと、本機の電源を切ります。 

交換用のバッテリがある場合も、必ず電源を切ってからバッテリを交換して 
ください。 


制限 


AC アダプタを接続しない場合は、直ちに作業中のデータを保存してください。 
コンピュータがシャツトダウンしてしまラと、保存していないデータはすべて失 
ねれます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


バッテリアラームの設定 

バッテリ残量が低下したときの通なホ法を次のプロパティ画面から'変更でき 
ます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一「アラーム」タブ 



アラームを表示する 
バッテ U 残量を設定 
しまず。 


[アラームの動作]をクリックすると、下記の面面が表示されます。バッテリ 
低下やバッテリ切れのアラームの動作を設定できます。 



警告をのコンピュー 
夕動作を選択しま 
す。 

ごド P . 133惜電 
カモードの種類」 











































AC アダプタ/パ' ッテ U パックを使ラ 


►バッテリ巧■が正しく表示をれないときは 


バッテリの特性上、充電を繰り返すと、残量が正しく表示されなくなることが 
あります。 

満充電にしてもバッテリ容量がすぐに低下するような場合は、バッテリのリフ 
レッ シュを行ってみてください。 

バッテリのリフレッシユ方法 

バッテリのリフレッシュ方をは次のとおりです。 

バッテリのリフレッシュには数時間かかります。 

1 AC アダプタが接続されていることを確認しまず。 

2 コンピユータの電源を入れて、を巧し 、 「BIOS Setup ユーテイリテイ」 
を起動しまず。 

とす^ P . 155 「BIOS Se 邮ュー テイリテイの起動 J 

3 「 Power 」 メニユー画面 —！ "Start Battery Calibration 」 を選択し、に厂)を 
巧します。 

r Battery Calibration Utility J が起動します。 

4 画面のメッセージの最終行に rit is charging the battery , please wait 」 
と表示されることを確認します。 

バッテリの充電が開始されます。バッテリが完全に巧電するまでにかかる時 
間は 1と安=1 P .60 「充電時間 J で確認してください。 

途中で中止したい場合は、電源スイッチを押して本機の電源を切ります。 

ちバッテリび完全に充電され、画面のメッセージの最終行に r 円 ease remove 
AC adapter 」 と表示された5、 AC アダプタを抜いてそのまま放置しまず。 

画面のメッセージの最終行に 「PLEASE LEAVE THE BATTERY RUNNING 
OUTOFPOWER 」 と表示されて、バッテリの放電が開始されます。 

バッテリが完全に放電するまでの時間は次のとおりです。 


バッテリの種類 

完全に放電するまでの時間（最長） 

Core 2 Duo 搭載時 

Core Solo 搭載時 

Celeron M 搭載時 

リチウムイホン 
ノくッ テリ 

(2400 mAh ) 

約 1.0 時間 

め 1.1 時間 

狗 1.4 時間 

リチウムイホン 
バッテリ 

(8800 mAh ) 

約 2.8 時間 

約 3.9 時間 


途中で中止したい場合は、電源スイッチを押して本機の電源を切ります。 

















第 2 章コンピュータの基本操作 


〇 バッテリの放電び完了すると、自動のに電源び切れまず。 

これでバッテリのリフレッシュは完了です。 

バッテリのあ電をする場合は、 AC アダプタを接続してください。 

リフレッシュしても改善されないとをは 

バッテリは、消耗品です。バッテリのリフレッシュを行っても、バッテリを量 
がすぐに低下する場合は、バッテリの寿命が考えられます。当社純正の新しい 
バッテリに交換してください。 

►バッテリの交換 


複数のバッテリを交互に使用する場合や、バッテリが寿命に達した場合は、バッ 
テリを交换します。 

交換用のバッテリについては、当社のホームページをご覧ください。 
ホームページのアドレスは、次のとおりです。 

http://shop.epson.jp/ 


バッテリの交換方法 

バッテリの交換ち法は次のとおりです。 

1 本機の電源を切ります。 AC アダプタが接続されている場合はがします。 

2 本機の底面部を上にして置きます。 

3底面ち側のラッチを□ック解除位置 （ tf ) までスライドさせまず。 






AC アダプタ/バッテ U パックを使ラ 


4 バッテリを取りがしまず。 

( 1 ) 底面左側のラッチを□ック解除位置 （tf) までスライドさせます。 

(2) ラッチを□ック解除位置で固定させたまま、バッテリを本体と反対側にスラ 
イドさせて取り外します。 


ラッチ コネクタ 



5 新しし、バッテリを本機に取り付けます。 

(1) 下図のとおりバッテリを本機にあわせます。 


コネクタ 
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(2) バッテリを本体の方向に「カチッ」と音がするまで押し込みます。 

(3) 底面ち側のラッチを□ック位置 （8) までスライドさせます。 
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AC アダプタ/バッテ U パックを使ラ 


►バッテリ保管上のを意 


A 

游化 
言 口 


ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでくださし、。 
なめたりすると火傷や、化学物質による被害の原因となります。 


バッテリを保管するときは、バッテリの端子部が金属類に触れないように布な 
どの絶縁物に包み、高温•多湿の場所を避けてください。保管したバッテリは、 
自然放電していることがあります。次回使用するときは、必ず充電してから使 
用してください。 

コンピュータを 保管するときは、必ず コンピュータ 本体からバッテリを取り外 
してください。バッテリを装着したままで長期間放置すると、バッテリが液も 
れしたり、バッテリと本体の接点が腐食することがあります。 

バッテリを長期間使用しない場合は 

バッテリを長«間使用しないと、過放電になる可能性があります。過放電にな 
ると、バッテリ寿命が短くなったり、巧電ができなくなったりします。 

過放電にならないように、予備のバッテリも含めて定期的に充電をしてくださ 
い。少なくとも半年に1回、バッテリの容量の40パーセント程度のホ電をする 
ことをおすすめします。 

► 巧用済みバッテリの取0扱い 



Li-ion 


使用済みのリチウムイオン （Li-ion) バツテリは、再利用可能な貴重な 
資源です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


バッテリリサイクル時のま意 

使用済みのバッテリは、ショートしないように、端子部にテープを貼るかポリ 
袋などに入れて、リサイクル協力店にある充電式電池回収ボックスに入れてく 
ださい。 

バッテリは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないでくださ 
い。環境破壊の原因となります。 
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I タッチパッドを巧う 


本機には、タッチパッドが搭載されています。タッチパッドは、マウスと同じ 
ようにポインタなどを操作したりクリックしたりするための装置です。 

►タッチパッドの操作 


タッチパッド使用時のを意 

タッチパッド巧用の際は次の点に注意してください。 

•パッド面には指で触れてください。ペンなどで触れると、ポインタの操作が 
できないだけでなく、パッド面が破損するおそれがあります。 

• パッド面は、1本の指で操作してください。一度に2本な上の指で操作する 
と、ポインタが正常に動作しません。 

•手がぬれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作が正しくできないこと 
があります。 

•キーボードを操作しているときにパッド面に手が触れると、ポインタが移動 
してしまうことがあります。 

■起動時の温度や湿度により、正常に動作しない場合があります。この場合は 
電源を一度切って入れなおすことにより正常に動作することがあります。 

■電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、使用中に本機の温度が上 
がってくると、正常に動作しない場合があります。この場合は、電源を一を 
切って入れなおすことにより正常に動作することがあります。 


ポインタの移動 

タッチパッドは、パッド面とクリックボタンから構成されています。人差し指 
をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かした方向に画面上のポインタが移 
動しまず。 



















































タッチパッドを使ラ 


クリック 

ポインタを画面上の巧象にあわせて、パッド面を輕く1回たたきます。 
左クリックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作でず。 



ダブルクリック 

ポインタを画面上の対象にあわせて、パッド面を輕く 2回たたきます。 
左クリックボタンを「カチカチッ J と2回押すのと同じ操作です。 



ドラッグアンドド□ップ 

ポインタを画面上の対象にあわせて、ダブルクリックの2回目のクリック時に、 
指をパッド面に触れたまま移動させます。 

左クリックボタンを押したままの状態でポインタを移動し、離すのと同じ操作 
です。 



スク□ール 


上下のスクロールは、パッドの 右端に指を触れて前後に動かします。左右の ス 
クロールは、パッドの 下部に指を触れて左右に動かします。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►タッチパツド機能を OFF にずる 


本機では、タッチパッドの機能を OFF にすることができます。 

キーボード入力を行うときに、手がタッチパッドにあたってマウスポインタが 
動いてしまい、入力がしにくい場合があります。このような場合は、タッチ 
パッド機能を一時的に OFF にすると便利です。 

タッチパッド機能の ON / OFF の切りをえは、タッチパッドキー（曰/ x ) で行い 
ます。 

と^ P.76 「インスタントキー」 

►タッチパッドユーティリティを巧う 


タ ッチパッ ドユー ティリティで を種設定を行うと、タ ッチパッ ドがより操作し 
やすくなります。 

タッチパッ ドユーティリティ のを種設定は、次の攝所から行います。 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「プリンタとその他の八ードウエ 
ァ」-「マゥス」 

「マウスのプロパティ」 画面の「デバイス設定」タブをクリックして、[設定] 
ボタンをクリックすると、次の画面が表示されます。 


T バイつ託巧： RvnanHr-« TniinhPaH 



設定項目を選択します。 


各種設定を巧います。 


設定項目の説明が表示 
されまず。 


► USB マウス（オプション）の巧続 


本機右側面または左側面の USB コネクタに、オプションの USB マウス 
を接続して巧うことができます。詳しくは、マウスに添付のマニュアルをご覧 
ください。 


































I キーボードを巧ラ 


本機には、日本語対応87キ'ーボ'ードと4個のイ ンスタン トキ ■ —が搭載され てい 
ます。 

►キーの種類と役割 


87個のキーと4個のイ ンスタン トキーには、それぞれ異なった機能が割り当て 
られています。 


a : 


eIi 囚因！□□因囚固圆 1 



a : 機能キー 

文字を消す、入力位置を変えるな 
ど、特別な役割が割り当てられた 
キーです。機能キーの役割は、 ソフ 
トウェアによって異なります。具体 
的な働きなどについては使用する 
ソフト ウェアの マニュアルを ご覧 
ください。 

b : インスタントキー 

と^ P .76 「インスタントキー」 

C ： Fn キー 

制御キーの1つです。 

キートップ（キーの上面）に青色で 
印字されている機能キーと組み合 
わせて使用します。 

p .75「 Fn キーと組み合わせて 
使うキー」 


d : 制御キー 

文字キーや機能キーの働きを変化 
させます。単独では機能しません。 

e : 文字キー 

英數字、記号の入力や日本語入カシ 
ステムを利用して、漢字やひらがな 
などの日本語を入力します。 

f : 数値キー 

文字 キーの 一部を數値 キーと して 
使用し、数字、演算子などを入力し 
ます。 ( Fn 1 + fNumLk ] を押すと数値 
キーと 文字 キーが 切り替わります。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►文字を入力ずるには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に印字されている文字が入力され 
ます。 

入カモードによって、入力される文字は異なります。 


直接入カモード 

キートツプのアルフアベツトをその 
まま入力します。 

日本語入カモード 

□ーマ字入力 

キ1 —トツプのアルフアベツトで口 ■ — 

マ字を入力し、漢字やひらがなに変 
換します。 

かな入力 

キートツプのひらがなをそのまま入 
力し、漢字やひらがなに変換します。 


入カモードの切り替え 

を押すと、直接入カモードと日本語入カモードを切り替えることができ 

ます。 

日本語入カモードのローマ字入力とかな入力の設定は日本語入カシステムで 
行います。 

►日本語を入力ずるには 


ひらがなや、漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME _| が標準で搭載されています。 


MS - IME の使し、ち 

MS - IME パネルの主要なボタンのあ称と働きは次のとおりです。 
ボタンをクリックしてを設定を行ったり、ヘルプを参照したりします。 



a : b : c : 


a : 入カモード 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英數字など）を選択します。 

b : ヘルプ 

MS - IME の詳細な説明を見ることができます。 

C ： かな キー □ック 

日本語入カモードの切り替えを行います。 

ボタンが押されていないが態： ローマ字 入力 
ボタンが押されている状態：かな入力 

MS - IMEW 外の日本語入カシステムを使用する場合は、そのシステムに添付さ 
れているマニュアルをご覧ください。 
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キーボー ドを使ラ 


►数値やアルフアベツトの入力 


数値キー入カモード 

^F；7^+(^i；品巧を押すと、 NumLock ランプ （ fl) が点灯して、文字キーの一部 
が数値キーとして巧用できます。さらに fi 品 Tl を押しながら数値キーを押すと、 
矢印キーなどとしてイ吏用できます。 


数値キーモード 


〔 ShifTl を巧したとき 



アルファベット入カモード 

アルファべットの入力を大文字または小文字に固定することができます。固定 
する文字の切り替えは、次のキー操作で行います。 

1 Shift 1+1 已带〕 


大文字に固定した状態のまま小文字を入力するには、 向品！ を押しながら文字 
を入力します。 

固定する文字を切り替える場合は、「百瓦！を押した状態でもう一度 r 齒 ri を押 
します。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


► Fn キーと組み合わせて巧ラキー 


キート ップに青色で印字されている機能キーはと組み合わせて実行しま 
す。 


キーの組み合わせ 


機能 


厂 FnI + Tfi I ピ 省電カモードに移行します。購入時の設定では、スタ 

ンノくイモードに移行します。 


p .132 「省電力機能を使う」 

し Fn いし F2 1 (が 無線 LAN 機能の ON/OFF を切り替えます。 


Cfnj+LFSJ 来 


〔Fn I +1 F 6 1な 


〔 Fn け 〔 F 7 〕应 l/X 


と尹 P .113 「無線 LAN を使う（オプション）」 

LCD 画面を暗くします。 

とド P .100 「LCD ユニットの調整 J 

LCD 画面を明るくします。 

ごす" p . lOO「LCD ユニットの調整 J 

LCD 画面のバックライトの入/切を切り替えます。 
と哀コ P .100 レ《ックライトの消灯 J 


r Fn ] + Tfs I 画/白外付けの表示装置に接続している場合に、ま示装置を 
切りをえます。 


r Fn 1+ 「 F 10 j づ》パ 


〔 Fn 〕+1 F 1 1 I T <> 


〔Fn |+ [>12 j ▲啦 


と易 = P .104 「表示できる画面の組み合わせ」 

スピーカのミュート（消音）の入/切を切り替えます。 
ごす^ P . 108「を量の調節 J 

スピーカのを量を小さくします。 

とす= P .108 「音量の調節 J 

スピーカのを量を大きくします。 

と尹 P .108 「を量の調節 J 























































キーボー ドを使ラ 


►入カキーの機能の入れ替え 


BIOS の 「AdvancedJ メニュー画面の設定を変更することで、次のキーの機能を 
入れ替えることができます。 

(1) キーボード左下にある dS とその瞬の区^ 

( 2 ) キーボードち下にあるとその瞬の rer ] (アプリケーションキー） 



キーの機能を入れ替える場合は 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」の 「AdvancedJ 
メニュー画面で次の項目をを更してください。 


• [Exchange Fn & Ctrl Key」([ Fn 1 と [ ctri 1 の入れ替え) 

• [Exchange R-Alt & Win App Key」(f Ait ] とし目 J の入れ替え) 


キーの機能の入れ替え 

日 IOS の設定値 

機能を入れ替える場合 

Enabled (有劾） 

機能を入れ替えない場合 

Disabled (無効） 


購入時は、どちらも 「DisabledJ に設定されています。 
とを" P.156「BIOS Se 扣 P ユーティリティの操作」 

►インスタントキー 


本機には、4個のインスタントキ'—が搭載されています。インスタントキ'—を 
押すと、をキーに割り当てられた機能を実行します。 

をインスタントキーの機能は、次のとおりです。 


インスタントキー 

機能 

インフオメーシヨンキー网 

インフオメ ■ ーシヨンメ ニュ' 一を起動します。 

ご赛=" P.51 「インフオメーシヨンメニューを使 

ぅ」 

インターネツトキー兵^ 

Internet Explorer を起動します。 

メ . ールキ^一 因'- 

Outlook Express を起動します。 

タツチパツドキー白/X 

タッチパッドの ON/OFF を切り替えます。タッ 
チパッドを巧わないときは、タッチパッド機能 
を一時的に OFF にしておくことができます。 

ごすう P.71 「タッチパッド機能を OFF にする J 
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I HDD を巧 5 


本機には HDD レ、ードディスクドライブ）が搭載されています。 
HDD は、大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。 


制限 


♦誤った操作で重要なデータが破損しないよラに、次の点に注意して < ださい。 

- HDD を分辭しないでください。 

- HDD のアクセスランプ点む中に、本機の電源を切ったり、再起動しないで 
ください。アクセスランプ点む中は、コンピュータが HDD に対してデータ 
の読み書壬を行っています。この処理を中断すると、 HDD 内部のデータが 
破損するおそれがあります。 

• HDD が故障した場合、 HDD のデータを修復することはで壬ません。 

• 本機を落としたり、ぶつけたりしてショックを与えると HDD が故障するおそ； 
れがあります。ショックを与えないよラにま意してください。また、持ち運: 
ぶとさは専用バッグに入れるなどして、保護するよラにしてください。 


►データのバックアップ 


HDD に記録されている重要なデータは 、 CD メディアなどのほかのメディアに 
バックアップしておくことをおすすめしまず。万一 HDD の故障などでデータが 
消失してしまった場合でも、バックアップを取ってあれば、被害を最小限に抑 
えることができます。 

バックアップホ法は、次をご覧ください。 

「インフ オメーシヨ ン メニユー」 一「PC お役立ち情報」一 r ま全にま屯んて 
使おラ！」項目の「バックアップ」 

と录 ^ p .219 「データのバックアップ」 

►購入時の HDD 領域 


購入時の HDD は、お客様の選択により次のように設定されています。 

<通常> 


ドライブ（領域） 

容量 

消去禁止領城 

約 2 GB * 

C ドライブ 

残り 


< HDD 設定変更サービスを選択された場合> 


ドライブ（領域） 

容量 

消去禁止領域 

狗 2 GB * 

C ドライブ 

購入時に選択された容量 

D ドライブ 

残り 


すべてのドライブは、 NTFS ファイルシステムでフォーマットされていまず。 
* 消去禁止領域の容量は、コンピュータの製品仕様により異なります。 


























HDD を使ラ 



HDD 設定変更 サービス 

HDD 設をを更サービスとは、購入時にあらかじめ HDD の領域を C ドライブ 、 D 
ドライブに分割した状態でコンピュータをお届けするサービスのことです。 


消去禁止領域とは 


「消ち禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアを再インストールするた 
めのデータが収録されています。 

この領域は「マイコンピュータ」では表示されませんが、 Windows のインストー 
ル時に表示されます。この領域は、 絶がに削除しないでくだ声い。 

削除してしまうと、本体ドライバやソフトウェアのインストールができなくな 
ります。 

「消ち禁止領奶のデータは、 CD にコピーレ《ックアップ）することもできます。 
と 受=口.221レくックアップ CD の作成」 

► HDD を分割して使用ずる 


1台の HDD は、いくつかに分割してそれぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 


く]台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライブ) 
に分割することができます。 


消去禁止領域 



C ドライブ 



□ド 

ライブ 

消去禁止領域 

1 

\ 

、 

\ 


\ 

X 


HDD 



C ドライブを分割する場合は Windows の再インストールが必要です。詳しくは、 
が P .226「 C ドライブを分割.変更する」をご覧ください。 
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I 光ディスク ( CD / DVD ) ドライブを巧う 

本機左側面には購入時に選択された光ディスクドライブが搭載されています。 
光ディスクドライブは、 CD - ROM などの光ディスクメディアを巧用するための 
機器です。 

ここでは、光ディスクドライブの基本的な巧いホについて説明します。 



光ディスクドライブ 


A 光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでくださ 

_し、内部で飛び散って、故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを 

ミ主意険があ0ます。 


制限 


本機では 、 CD (コンパクトディスク）の規格に準拠しない「コピーコント□一 
ル CD 」 などの特殊ディスクは、動作保証はしていません。本機にて動作しない 
特殊ディスクについては、製造元または販売元にお問い合わせください。 


► ドライブの機能と使える巧ディスクメディア 


光ディスクドライブの種類によって、メディアへの書き込みや DVD の再生な 
ど、巧える機能が異なります。 

お使いの光ディスクドライブで巧える機能とメディアの種類は、次をご覧くだ 
さい。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゅ一わ」一「光ディスク 
ドライブマニュアル」 

光ディスクメディアの違いについての簡単な説明は、次をご覧ください。 


r インフオメーシヨンメニユー」 一「 PC お役立ち情報」 

















光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使ラ 


►巧ディスクメディアのセツトと取り出し 

光ディスクメデイアの七ットと取り出し方法について説明します。 


J!^ 

制限 


■光ディスクドライブアクセス中にメディアを取り出したり、再起動しないで 
ください。 

■メディアの再生中や書を込み中に振動や衝撃を与えないでください。 
■ディスクトレイ上の光学レンズに触れたり、傷つけたりしないでください。メ 
ディアのデータが読めなくなります。 

• 必要な場合 L ソ外は、ディスクトレイは閉じておいてください。 

• 結露した状態のメディアを使用しないでください。メディアを寒いところか 
6暖かいところへ急に持ち込むと、結露（水滴が付着する状態）します。使 
用すると、誤動作や故障の原因にな0ます。 


セツトち法 

1 イジエクトボタンを巧しまず。 

ディスクトレイが少し飛び出します。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


2 ディスクトレイを静かに引き出しまず。 

光学 レンズに 触れたり、傷つけたりしないでください。 
メディアのデータが読めなくなります。 



3 印刷面を上にしてメディアをディスクトレイに載せ、カチッと音びずるまで 
はめ&みまず。 



4 ディスクトレイを静かに閉じまず。 








光ディスク （CD/DVD) ドライブを使ラ 


取り出しち法 

1 光ディスクドライブにアクセスしていないことを確認して、イジェクトボタ 
ンを巧します。 

2 ディスクトレイげかし飛び出した5そのまままっすぐ引き出します。 

3 メディアをディスクトレイか5取り出しまず。 

4 ディスクトレイを手で巧して静かに閉じまず。 



イジエクトボタンを押してちメディアが取り出せない場合 

ソフトウエアによっては独自の取り出しち法でないとメディアが取り出せな 
いものもあります。詳しくは、お使いのソフトウェアに添付のマニュアルをご 
覧ください。 
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►強制のながディスクメディアの取り出し 


次のような場合には、強制的に光ディスクメディアを取り出すことができま 
す。 

•光ディスクドライブが故障して、メディアが取り出せない場合 
• メディアをセットしたまま、本機の電源を切ってしまった場合 

取り出し方をは次のとおりです。 

1 本機の電源が入っている場合は、電源を切りまず。 

と哀=" P .54 「電源の切り方」 

2 イジェクトホールに巧の細い丈夫なちの（ゼムクリップを引さのばしたよラ 
なもの）を差し込みまず。 



3 ディスクトレイが少し飛び出した5、そのまま手でまっすぐ引き出しまず。 






光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使ラ 


► CD メディアの読み込み • 再生 


光ディスクドライブでは、データ CD を読み这めるほかに、音楽 CD やビデオ CD 、 
フオト CD などの再生を行うことができます。これらのメディアの中には、再生 
時に別途専用ソフトウェアが必要なものもあります。 



メディアの再生 

本機に装着されている光ディスクドライブは、メディアの認識に時間がかかる 
ことがありますが、不具合ではありません。 

また、メディアの種類によっては、再生中に振動することがありますが、故障 
ではありません。 


► DVD メディアの読み込み • 再生 


< DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

DVD 再生機能のある光ディスクドライブでは、データが収録された DVD メディ 
アを読み込めるほかに、ビデオ編集ソフトで作成した DVD などの再生ができま 
す。再生には 、 DVD VIDEO 再生のためのソフトウェアが必要です。 

DVD VIDEO 再生ソフト 

DVD VIDEO の再生には 「 WinDVD 」 を巧用します。 

DVDVIDEO 対•広のメディアを七ットすると自動的に WinDVD が起動します。デ 
スクトップ上の 「 WinDVD 」 アイコンをダブルクリックして起動することもで 
きます。 


因 

In ter Video 
WinDVD 

く WinDVD アイコン > 


WinDVD の詳しい使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一 rWinDVD 
ユーザーズマニュアル」 

DVD VIDEO 再生時の制限 

「 WinDVD 」 で DVD VIDEO の再生をする場合、解像度や色数の設定により 、 DVD 
VIDEO の再生ができないことがあります。 

DVD VIDEO の再生ができない場合は、解像度や色数を下げてみてください。 
.とす= P .102 「解像まや表示色のを更方を」 














第 2 章コンピュータの基本操作 


►巧ディスクメディアへの書き込み 


<書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

書き込み機能のある光ディスクドライブでは、データ、音楽、画像などを光 
ディスクメディアに書き込むことができます。 

書き込み可能なメディアは、お使いの光ディスクドライブにより異なります。 
書き込み可能なメディアについては、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一わ」一「光ディスク 
ドライブマニュアル」 


Jl^ 

制限 


ライティングソフト 

書き込みを行う場合は、専用のライティングソフトが必要です。本機にはライ 
テイングソフト 「Nero 7 Essentials 」 がインストールされています。 
p .86 「Nero 7 Essentials の使レ、方」 


作成した DVD VIDE 日は、市販の DVD プレイヤーで再生でさますが、一部の 
DVD プレイヤーでは再生できない場合があります。 


書き込み時の注意 

書き込みを行う場合は、次の点に注意してください。 

•省電力機能を無効にする 

メディアへの書き込み時に、 Windows が省電カモードに切り替わると 、デー 
夕転送エラーが起き、書き込みに失敗する場合があります。 

書き这みを始める前に、省電力機能を無効にしてください。 

とす" P .135 「時間経過で移行させない」 

• 速度に対応した光ディスクメディアを選ぶ 

書き込みを行う場合は、おイ吏いの光ディスクドライブの書き込み速度に巧応 
したメディアを使用してください。 

光ディスクドライブの書き込み速度は、光ディスクドライブの PDF マニュア 
ルで確認できます。 











光ディスク （ CD / DVD ) ドライブを使ラ 


^Nero 7 Essentials の巧し、方 


使いち 


ライティングソフト rNero 7 Essentials J を{ま用すると 、 CD メディアや DVD メ 
ディアにデータや音楽、画像などのファイルを書き込むことができます。 


Nero 7 Essentials の起動方をは次のとおりです。 

1 デスクトップ上の;夕の 「 Nero 」 アイコンをダブルクリックしまず。 


幽 

Nero 

i 巧け Sm 江.. 

く Nero アイコン> 

2 Nero 7 Essentials 画面が表示されまず。 



Nero 7 Essentials の詳しい使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一わ」一 「 Nero ユー 
ザーガイド」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


InCD 


メディアをパケットライトソフト rinCDj でフォーマットすると、ドラッグア 
ンドドロップするだけでデータの書き込みを行うことができます。 

「 InCDj の詳しい使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」_「マニュアルびゆ一わ」一 「InCD ユー 
ザーマニュアル」 


制限 


♦「 InCD 」 で使用できる光ディスクメディアは、 CD - RW、DVD + RW 、 DVD - 
RAM のみです。 

•「 InCD 」 で フォーマツ トしたメディアは 「Nero 7 Essentials 」 で書き込み 
を行うことはできません。書き込みを行う場 S ま 、 「Nero 7 Essentials 」 で 
「ディスクの消去」を行ってください。 


有償アップグレードについて 

本機にインストールされている 「Nero 7 Essentials ] は、 Nero 製品版 「Nero 7 
PremiumJ に特別優待価格でアップグレードすることができます。アップグレー 
ドをごを望のホは、デスクトップ上の 「 Nero オンラインアップグレード」から 
申し込みを行ってください。 

Nero オンライン 
アップクレード 









I USB 機器を巧う 


本機には USB 2.0 に巧応した USB コネクタが右側面に 2 個、左側面に2個、合計4 
個搭載されています。 

USB コネクタには USB 対•応の機器を接続します。4個のコネクタは同じ機能です 
ので、どのコネクタを巧用しても構いません。 


fk 

制限 


USB フラッシュメモリや USB HDD などの USB 記憶装置を接続した状態で 
電源を入れると、 Windows が起動しないことがあります。電源を入れる際は、 
USB 記憶装置を取り外した状態で行い、 Windows 起動後に接続してくださ 
し、。 


USB 2.0 の乾送速度 

USB 2.0 のデータの転送速度は、最大 480 Mbps です。 USB 2.0 コントローラは、 
USB 2.0 コネクタに接続するすべての周辺機器で共用します。そのため、転送速 
度は接続する周辺機器が増えると低下します。 

► USB 機器の接続と取りかし 


USB 機器の接続•取り外しは、本機の電源が入っている状態で行うことができ 
ます。 


USB 機器の接続 

USB 機器の接続ちをは次のとおりです。 

1 USB 機器の USB コネクタを、本機の USB コネクタ（••^)に接続しまず。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


2 USB 機器によつロホ、タスクトレイに「取り外し」アイコンび表示されまず。 



<取り列•しアイコン> 


接続する USB 機器によっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは、 
USB 機器に添付の マニュアルを ご覧ください。 



接続した USB 機器の確認 

接続した USB 機器を確認するには、「取り外し」アイコンをダブルクリックし、 
「ハードウェアの安全な取り外し」画面で[プロパティ]をクリックします。 


USB 機器の取り外し 

USB 機器の取り外しは、コンピュータのが態を確認して、次のどちらかのホ法 
で行います。 

•そのまま取り外す 

「取り外し」アイコンが表示されていない場合や、本機の電源を切った場合 
はそのまま取り外せます。 

• USB 機器の終了処理をして取り外す 

「取り外し」アイコンが表示されている場合は、終了処モ里を行います。 

USB 機器の終了処理の方をは次のとおりです。 

1 タスクトレイの r 取りがし」アイコンをクリックしまず。 

2 表示されたメニユーか5 r (取りがしたい USB 機器）一••-をま全に取り 
がします」を還択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう注意してくださ 

い。 


USB ず; 客畳 i 己’を窝きデバイス-ドライブ（巳）をミをじ巧りか U 


3 「 A — ドウエアの取り外し」メッセージび表示された S 、 USB 機器を本機か 

6取りがします。 














PC 力ードを使ラ 


本機の右側面には、 PC カードスロットが搭載されています。本機では 、 PC Card 
Sbmdard に準拠した次のカードを装着することができます。 


装着可能なサイズ 

仕様 

Typell 

1 スロット CardBus 対応 


PC カードの形状によっては装着できないカードがあります。 



fk 

制限 


• FAX モデムカードや、ネットワークカードなどは、使用違中に電源の供給が 
停止されると、不具合が発生する可能性があ0ます。これらのカードを使用 
するときは、省電力機能を無効にしてください。 

l £^ p . l 35 「時間経過で移行させない」 

• PC カードス□ットに FAX モデムカードを取り付けて使用する場合には、回 
線の呼び出し音が鳴！5ない FAX モデムカードもあります。これは 、 CardBus 
の仕様によるもので故障ではありません。 

















第 2 章コンピュータの基本操作 


► PC 力ードのセツトと取0かし 


制限 


♦ PC カードを取り扱うときは、あ6かじめ金属製のものに触れて、静電気を逃 
がしてください。 PC カードやコネクタ部に静電気が流れると、故障すること 
があります。 

♦ PC カードは、電源を切5ずに抜去差しすることができます。ただし、省電力 
モード時は PC カードの抜さ差しを行わないでください。システムが正常に動 
作しなくなる場合があります。 


PC カードのセット 


PC カードのセツト方法は次のとおりです。 

1 PC 力ードス□ツトに夕‘ミーカードびセツトされている場合は、取りがしま 
ず。 

と尹 P .93 「PC カードの取り外し」-手順2〜4 

ダミーカードは PC カードを巧用しないときに、 スロッ トに セット しておき 
ます。 



ダ5—カード 












PC 力ードを使ラ 


2 PC 力ードを PC 力ードス□ットに挿入しまず。 

PC カードの表面を上にして、奥までしっかりと押し込みます。 



4認識されると PC 力ードげ使用できまず。 

正しく PC カードがセットされると認識音が鳴り、タスクトレイに「取り外 
し」アイコンが表示されます。 


国 

<取り外しアイコン> 


PC 力ードによっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは 、 PC 
カードに添付の マニュアルを ご覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


PC 力ードの取りがし 

PC カードの取り外しホをは、次のとおりです。 


制限 


本機にセツトされていた PC カードは、高温になっている可能性があります。取 
り外す際はま意してください。 


1 PC カードの終了処理を巧うか、または本機の電源を切りまず。 

PC カードの終了処理の手順は次のとおりです。 

( 1 ) タスクトレイの「取り外し」アイコンをクリックします。 

( 2 ) 表示されたメニューか!5 r (取り外したい PC カード）一--•を安全に取り 
外します」を選択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 


PCMCIA IDE/ATAPI Controller - ドライブ（巳）をミ全に巧りホします 


( 3 ) 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示された S 、 PC カードの終了処 
理は完了です。 

2 PC カードイジエクトボタンを「カチッ」と音びずるまで巧しまず。 

イジエタトボタンが出てきます。 


















PC 力ードを使ラ 


3 出てきた PC 力ードイジエクトボタンを再び巧し込みまず。 

PC カードが出ます。 



4 出てきた PC 力ードをまっすぐに引き抜きます。 

取り外した PC カードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくださ 

い。 

5 ダ S - 力ードを PC 力ードス□ットにセットしまず。 

コンピュータ内部にホコリが入らないように、必ずダミーカードをセットし 
ておいてください。 



94 







ゾモリカードを使う 


本機前面にはメモリカードスロットが装備されています。メモリカードは、デ 
ジタルカメラなどで f ま用するメディアで、コンピュータとのデータ交換に巧わ 
れます。本機では、3種類のメモリカードを使用することができます。 



メモ U 力ードス□ツト 


►本機で巧用できるメモリカード 


本機で使用できるメモ y カードは、メモリースティック （ Pro 対応）、マルチメ 
ディアカード、 SD メモリーカードの3種類です。イラストは、をメモリカード 
表面のイメージです。 


MULTI 

MEDIA 

CARD 


くメモリースティック> くマルチメディアカード> 

SS0 


so Memory Car<t 



<SD メモリーカード > 


制限 


♦ メモリースティック、 SD メモリーカードの著作権保護機能には対応していま 
せん。 

♦ メモリースティックおよびメモリースティック Pro の高速転送、セキュリティ 
機能には对応していません。 














































メモ u 力ードを使ラ 


メモリカード使用時のま意 

メモリカードを巧用する場合は、次の注意事項を必ずお読みください。 

■ メモリカードにアクセス中は、本機の電源を切ったり、メモリカードを抜い 
たりしないでください。カードのデータが破損する恐れがあります。 

■ メモリカードは、データの書き込み中に電源の供給が停止すると不具合が発 
生する可能性があります。メモリカードを使用するときは、省電力機能を無 
効にしてください。 

どす 5 P .135 「時間経過で移行させない」 

•記録されているデータによっては、読み込み時に専用のソフトウェアが必要 
になる場合があります。詳しくは、データを作成した周辺機器またはソフト 
ウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

メモリカードの フォー マット 

メモリカードのフォーマットは必ず、メモリカードを使用するデジタルカメラ 
などの周辺機器側で行ってください。本機でフォーマットを行うと、周巧機器 
でメモリカードが認識されなくなる場合があります。 

フォ ー マッ トの方?去は、周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 

► メモリカードのセツトと取り出し 


メモリカードを巧用する前に、必ずと す = lp .96 「メモリカード{ま用時の注意」を 
お読みください。 

メモリカードのセット 

メモリカードの セッ トホ法は、次のとおりです。 

1 メモリカードス□ットにダ S - 力ードびセットされている場合は、取り外し 
まず。 

(1) ダミーカードを「カチッ」と音がするまで巧します。 

(2) 少し出てをたダミーカードをまっすぐに引を抜をます。 

ダミーカードはメモリカードを{ま用しないときに、 スロッ トにセットしてお 
きます。 
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2 メモリカードの表面を上にしてメモリカードス□ットに挿入しまず。 

奥までしっかりと押し这みます。 

メモリカードの表面は、 とす^ P .95 「本機で巧用できるメモリカード」でご確 
認ください。 



3認識されると、メモリカードび使用できまず。 

正しくセットされると、タスクトレイに「取り外し」アイコンが表示されま 
す。 



<取りかしアイコン> 
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メモ u 力ードを使ラ 


メモリカードの取り出し 

メモリカードは、次の手順で取り出します。 

1 メモリカードの終了処理を巧うか、または本機の電源を切りまず。 

メモリカードの終了処理の手順は、次のとおりです。 

( 1 ) タスクトレイの「取り外し」アイコンをクリックします。 

(2) 表示されたメニューか6、 r (取り外したいメモリカード）一--■を安全に 
取り外します」を選択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 


ft 


Ricoh SD/MMC D に k Device . 




( 3 ) 「 A - ドウエアの取り外し」メッセージが表示された S 、 メモリカードの終 
了処理は完了です。 


2 メモリカードを「カチッ」と音びずるまで巧ずと、メモリカードが少し出ま 
ず。 

強く押すと、メモリカードが飛び出すことがあるので注意してください。 




取り出したメモリカードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくだ 
さい。メモリカードをセットしない場合は、ダミーカードをセットしておき 
ます。 
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I 画面表巧をする 


ここでは、本機の LCD ュニットでの面面表示について説明します。 

本機では、 LCD ュニットのほかに外付けの表示装置を接続することもできま 
す。 

ごす^ P .103 「外付けディスプレイに表示する」 

► LCD ユニットの仕様 


本機では次のどちらかの LCD (液晶ディスプレイ）を搭載しています。 

•1 曰型 XGA 最大角军像度 1024 X 768 
•1 曰型 SXGA + 最大解像度 1400 X 1050 


Jl^ 

制限 


LCD の表示中に、次の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD の特 
性で起走るもので故障ではありません。 

• LCD は、高精度な技術を駆使して230万 L ソ上の画素か5作られていますが、 
画面の一部に常時点むまたは常時消なする画素が存在することがあります。 

♦色の境界線上に筋のよラなちのが現れることがあります。 

♦ Windows の背景の模様や色、壁紙などによってち5ついて見えることがあり 
ます。この現象は、背景の模様が市松模様や横搞模様といった特殊なパター 
ンで、背景の色が中間色の場合に発生しやす<なります。 



LCD のドット抜け基準値 

本機 LCD のドット4抜け基準値は、8個が下です。これは、 XGA の場合で全ドッ 
卜の0.00034〇/〇が下に、 SXGA + の場合で全ドットの0.00018〇/〇な下に相当します。 


「ドット」は副画素（サブピクセル）を指します。 LCD では、1個の画素が3 
個の副画素で構成されています。本書に記載しているドット拔け基準値は、 
ISO 13406-2 に従って、副画素単位で計算しています。 

本機の副画素数 

XGA の攝合 2,359,296個 

SXGA + の場合 4,410,000個 
























画面表示をする 


► LCD ユニットの調整 

画面の明るさの調整は次のキーで行います。 


キー 操作 

状態 

I Fn 1 +I F 5 I 来 

暗くなります 

I Fn )+( F 6 ] ウ 

明るくなります 


バックライトの消 I 灯 

本機を使用していない間、バックライトを消灯することで消費電力を巧えるこ 
とができます。バックライトの消灯は、次の操作で行います。 


キー 操作/ 

LCD ユニットの 操作 

状態 

(Fn ) + ( F 7 ] 画 l/X 

本機が起動しているが態で押すとバックライトが消灯 
します。もう一度押すとバックライトが点灯します。 

LCD ユニットを 閉じる 

バックライトが消なします。* 


* 本機では、 LCD ユニットを閉じたときの動作を変更できます。 
ご安 =" p . l 01 「 LCD ユニットを閉じたときの動作」 
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LCD ユニッ トを閉じたとさの動作 

LCD ュニットを閉じたときに、スタンバイモードや休止状態に移るなどの動作 
を設定できます。 

初期値は「何もしない」レ《ックライトの消灯のみ）です。 

設をは次のプロパティ画面から行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一 r 詳細設定」タブ 



LCD ユニッ トを閉 
じたときの動作を 
設定しまず。 


►表示できる解像度と表示を 

本機の LCD ユニットで表示可能な解像度は次のとおりです。 


解像度 

1 曰型 XGA 

1 曰型 SXGA+ 

800X600 

〇 

〇 

1024X768 

〇 

〇 

1280X1024 

- 

〇 

1400X1050 

- 

〇 


上記の解像度の場合、表示色は中 （16 ビット）と最高 （32 ビット）が選択でき 
ます。 







































画面表示をする 



画像が正常に再生でさない場合は 

解像度や表示色が高いと、 「 WinDVD 」 で DVD VIDEO を再生するときなどに、 
正常に表示できないことがあります。そのような場合は、解像度または表示を 
を下げてみてください。 


解像度や表示色の変更方法 

解像度と表示色の変更ち法の手順は次のとおりです。 


1 [スタート]— I "コント□—ルパネル」一「デスクトップの表示とテーマ」一 
r 画面解像度を変更ずる」をクリックしまず。 

2 r 画面の解像度」、 r 画面の色」などの項目を設定したい内容に変更しまず。 



•表示色を 
設定しまず。 


解像度を 
設定します。 


3 項目を変更した5、随捕をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
しまず。 



セーフモー ドでの起動 

本機の LCD 画面で表示できない解像度を選択すると、 Windows を再起動したと 
きに、画面が乱れる、何も表示されないなどの現象が起こることがあります。 
このような場合は、 セーフモー ドで起動して再設定を行ってください。 

とを" P .213 「セーフモードでの起動」 
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I か付けデイスプレイに表示する 


本機に外付けディスプレイ（アナログ）表示装置を接続して画面を表示するこ 
とができます。 


►ディスプレイの接続 


ディスプレイの接続 


本機では、外付けディスプレイ（アナログ）を接続することができまず。 
ディスプレイの接続は、次の手順で行いまず。 

1 本機とが付けディスプレイの電源を切りまず。 

2 外付けディスプレイの接続ケーブルを本機ち側面の VGA コネクタ（曰）に 
接続しまず。 



3 外付けディスプレイと本機の電源を入れます。 

rpiT ^ + CFTi (画/ □) を押すと、表示装置の切りをえができます。 


ビデオプ□ジェクタへの接続 


ビデオプロジェクタも外付けディスプレイと同様に、本機の VGA コネクタに接 
続します。 

詳しくはプロジェクタに添付のマニュアルをご覧ください。 




















が付けディスプレイに表おする 


^表示でをる画面の組み合わせ 

本機では、次のような画面の組み合わせで表示ができます。 


• 1つのディスプレイに表示 

1つのディスプレイ （LCD ユニット のみまたは外付けディスプレイのみ）に 
表示します。外付けディスプレイが接続されていても LCD 画面のみで表示で 
きます。 

，とす = p . l 05 「画面を切り替えるには」 


• 2つのディスプレイに同じ画面を表示 

2つのディスプレイに同じ画面を表示します。プレゼンテーションを行う場 
合などに便利です。 

とす = p . l 05 「画面を切り替えるには」 




< LC □画面〉 


<列■付けディスプレイ> 


• 2つのディスプレイで個別に表示（マルチモニタ機能） 

それぞれのディスプレイに巧して、個別に設定することができます 。 DVD 
VIDEO を見たり、複数の画面をコンピュータ上に表示する場合に便利です。 
と 3 ^ p . l06 「マルチモニタ機能」 




< LC □画面〉 


<外付けディスプレイ> 
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^画面を切り替えるには 


画面の切り替えは、キーボードから操作します。 


口。+ 口り（画/ □) を押して、表示装置を切り替えます。 

本機で表示できる組み合わせは次のとおりです。接続している表示装置を自動 
的に認識して切り替えます。 


組み合わせ 

表示内容 

LCD Only 

LCD 画面のみに表示 

CRT Only 

外付けデイスプレイのみに表示 

LCD+CRT 

LCD 画面と外付けディスプレイに同じ画面を表示 


マルチモニタ 機能への表示の切り替え や、マルチモニタ 機能から別の表示への 
切り替えは、キーボードからの操作では行えません。 

ご 尹* P.106 「マルチモニタ機能」 


制限 


• 吕つのディスプレイに同じ画面を表示する場合に、解像度の異なる吕つの表示 
装置を選択したとさは、ほい方の解像度で表示されます。 

• 動画の再生中やゲームソフトの起動時には表示装置の切0替えがでさないこ 
とがあります。 


外付けディスプレイ接続時のま意 

外付けディスプレイを接続した状態で Windows を終了すると、次回 Windows 起 
動時は、前回と同じ表示設をで画面が表示されます。 

外付けディスプレイの電源が入っていなくても自動認識されます。 
rCRT Only J で画面を表示した場合は、 Windows 終了時に設定を 「LCD Only」 に 
戻してください 。 「CRT Only」 のままで Windows を終了すると、次回コンピュー 
夕の電源を入れたときに外付けディスプレイの電源が入ってないと、面面には 
何も表示されません 




















が付けディスプレイに表おする 


►マルチモニタ機能 


マルチ モニタ機能の設定方をは、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「デスクトップの表示とテーマ」 
-「画面解像度を変更ずる」をクリックしまず。 

2 マルチモニタ機能を有効にしまず。 

( 1 ) 「ディスプレイ」でアイコン「2」を選択します。 

( 2 ) 「Windows デスクトップをこのモニタ上で移動できるようにする」にチエッ 
クを付けます。 

通常は、「1」が LCD 、「2 j が外付けディスプレイです。 



3 アイコン「2」をドラッグして、が付けディスプレイの位置を変更しまず。 

「1」「2」は、分割した画面を表示するディスプレイの位置関係を示していま 
す。 

上図の設定では、 LCD の右側の画面が外付けディスプレイに表示されます。 

4 項目を変更した5、随用]をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
しまず。 

マルチモニタ機能を無効にずるには 

「 Windows デスクトップをこのモニタ上で移動できるようにする」のチェッ 
クを外して[適用]をクリックします（このとき画面が乱れる場合がありま 
す)。画面表示が LCD 画面のみの表示に切り替わります。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►表示できる解像度と表示を 


制限 


外付けディスプレイで表示できる解像度と表示色は、次のとおりです。 

実際に表示できる解像度は、表示モードや接続しているディスプレイによって 
異なります。 

•解像度ピクセル（横 X 縦） 

800 X 600 
1024 X 768 
1280 X 768 
1280 X 1024 
1400 X 1050 
1440 X 900 
1600 X 1200 
1680 X 1050 
•表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 



表示でさる解像度 

実際に表示できる最大解像度はコンピュータ側の最大解像度と接続するディ 
スプレイの最大解像度のうち、どちらか低いホになります。ディスプレイに添 
付のマニュアルで確言忍してください。 


解像度や表示色が高いと、 「WinDVD」 で DVD VIDE 日を再生するとさなどに、 
正常に表示でさないことがあります。そのよラな場合は、解像度または表示色を 
下げてみてください。 
















I サウンド機能をほう 


本機には、サウンド機能が搭載されています。 


A 

ミち意 


ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してから接続し、接続をに 
音量を調節してください。 

ボリュームの調節が大をくなつていると、思わめ大音量が聴覚障害の原因とな0 
ます。 


内蔵ステレオスピーカ 

本機には、ステレオスピーカが内蔵されており、音源からのを声を出力するこ 
とができます。 



音量の調節 


スピーカのを 量は次の キーを 押して調整します。 


キー 操作 

状態 

【 Fn ) + ( F 10 ) 啦パ 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除されます。 

(Fn 川 F 11) ▼な 

音量が小さくなります。 

( Fn I + 1 F 12 I AO 》 

音量が大きくなります。 


制限 


PC カードやアプリケーションによっては、キー操作で音量調節がでさないちの 
があります。詳しくは、 PC カードやアプリケーションに添付のマニュアルをご 
覧< ださい。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►スピーカなどの接続 


本機右側面には、マイクなどを接続するためのコネクタが標準で搭載されてい 
まず。各コネクタの位置と使い方は、次のとおりでず。 



a : へッ ドフォン出カコネクタ0 

スピーカやへッ ド フォンと 接続し 
ます（ステレオ）。音声を出力しま 
す。 


b : マイク入カコネクタみ 

マイクと接続して、音声を本機に入 
力します。入力した音声は、本機の 
サウンド機能により録音、再生を行 
うことができます。 



へツ ドフオンの接続 

へッドフォンを接続すると内蔵スピーカの機能は自動的に無劾になります。 


音声の再生 

昔声の再生は 、 「Windows Media Player 」 を使用しまず 。 「Windows Media Player ] 
は、次の場所から実行します。 

[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Media Player 」 

音声の録音 

音声の録音は、 Windows 標準の「サウンド レコーダー」 を使用します。 
「サウンド レコーダー」 は次の場所から実行します。 

[スタート] 一「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「エンターテイ 
メント」 


制限 


r サウンドレコーダー」では、最長曰0秒間しか録音することがでさません。 
長時間の録音を行ラには、別途アプリケーションが必要です。 




















サウンド機能を使ラ 


►サウンドユーテイリテイを巧う 


サウンドユーティリティを巧用すると、音響効果などの設をができます。 
サウンドユーティリティを起動するには、タスクトレイの「サウンドユーティ 
リテイ」アイコンをダブルクリックします。 


m 

<ヴウンドユーテイ U テイアイコン> 


次の画面が表示されます。 


設定項目を選択しまず。 
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I ネットワーク（有線 LAN ) を巧う 


本機右側面には、100 Base - TX / lOBase - T に対応した LAN コネクタが搭載されてい 
ます。ネットワーク機能を f ま用すると、ネットワークを構築したり、インター 
ネットに接続したりすることができます。 

ネットワーク（有線 LAN ) を巧用する場合は、巿販の LAN ケーブルでネット 
ワークと接続します。 



►ネットワークの構築 


ネットワークを構築ずるには、ほかのコンピュータと接続するために 、 LAN 
ケーブルやハブ（サーバ）などが必要です。そのほかに、 Windows 上でネット 
ワーク接続を行うためには、プロトコルの設定なども必要になります。 

ネットワークの構築ホ法は、お使いになるネットワーク機器に添付のマニュア 
ルなどをご覧ください。 


Jl^ 

制限 


♦ネットワークに接続している場合に、省電カモードに入ると、省電カモード 
か5の復帰時にサーバか6切断されてしま5ことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかの方法をとってください。 

-再起動する。 

-省電カモードを無効にする。 

♦ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電カモードに移行すると、正 
常に通常モードへ復帰でさない場合があります。 


►インターネツトへの接続 


インターネットへ接続する場合は、 と受^ P.124 「インターネットに接続するに 
は」をご覧ください。 






















ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ 


►主な機能 


本機では、ネットワークを構築して接続環境を整えると、次のような機能を使 
用できます。 


Wakeup On LAN 

WakeupOnLAN を{ま用すると、電源切断時やスタンバイ、休止状態のときに 
ネットワークからの信号により本機を復帰させることができます。この機能は 
Windows を正常に終了した状態でのみ使用可能です。 


リモートブート 


リモートブートを使用すると、ネットワークを介して、あらかじめ七ットアッ 
プされたサーバ上から Windows をイ ンス トールすることができます。 
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I 無線 LAN を使う（オプション) 


本機には、 IEEE 802.11 b と圧邸 802. 11 g の2つの規格に準拠した無線 LAN 機能が搭 
載されています。 

無線 LAN とは、電波を利用して通信を行うネットワークのことです。 

南線 LAN の概要 


無線 LAN では、電波を送受信する無線 LAN アクセスポイント（な降、 AP ) を介 
して通信します。 



インターネットへの接続 

AP 機能を内蔵したブロー ドバンドルーターを使用すると、インターネットに接 
続することもできます。詳しくは、ブロ'—ドノくンドル ■ —夕に添付のマニュアル 
をご覧ください。 


巧応規格 

本機の無線 LAN は次の規格に対応していまず。 

• IEEE 802.1 lb 

従来より広く使用されている通信規格で、 2.4 GHz の周波帯域を使用します。 

• IEEE 802.1 Ig 

2.4 GHz の周波帯域を使用し、圧 EE 802.1 lb より高速な通信が可能です。 
















無線 LAN を使ラ（オプション) 


►無線 LAN 機能をおないの前に 


A 

链化 
言口 


•航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか電波を 
停止してください。 

電子機器や医用電気機器に影響をおよぼす場合があります。 

•植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着されている場合 
は、装着部から本機を上離して使用してください。 

電波により植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影 
響を与える場合があります。 

• 医療機関の屋内では次のことを守ってください。 

-手術室、集中治療室り CU ) 、冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を 
持ち込まないでください。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

-□ビーなどであってち付近に医用電気機器がある場合は、本機の電源を切 
るか電波を停止してください。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ってください。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから電 
源を切ってください。 

•自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近<では使用しないで<ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあ0ます。 

• 自宅療養など、医療機関外で植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型 
除細動器を使用する場合には、電波の影響について個別に医用電気機器メー 
カーなどにご確認ください。 


ft 

制限 


• ネットワークに接続している場合に、省電カモードに移行すると、省電カモー 
ドからの復帰時にサーバから切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかの方法をとってください。 

-再起動する。 

-省電カモードを無効にする。 

• ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電カモードに移行する 
と、通常モードへ復帰でさない場合があります。 

• 本機の無線 LAN 機能は 、 Wakeup On LAN とリモートブートに対応していま 
せん。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


電波に関するを意事項 

無線 LAN をお使いの前に、次の電波に関する注意事項をお読みください。 

• 本機の無線 LAN 機能は、電波をに基づく小電カデータ通信 システムの 無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の無 
線 LAN 機能を巧用するときに無線局の免許は必要ありません。なお、日本国 
内でのみ使用できます。 

•本機の無線 LAN 機能は、技術基準適合証明を受けていますので、次の事項を 
行うと法律で罰せられることがあります。 

-本機を分解/改造する 

-本機の裏面に貼ってある無線 LAN 注意ラベルをはがす 

• 圧 EE 802.11 b / g を巧用して 2.4 GHz 付近の電波を通信している無線装置などの 
近くで通信すると、双方の処巧速度が落ちる場合があります。電子レンジ付 
近の磁場、静電気、電波障害が発生するところでは、使用しないでください 
(環境により電波が届かない場合があります)。 

• 本機の無線 LAN 機能の使用する無線チャンネルが出荷時設定な外の場合は、 
次の機器や無線局と電波干渉する恐れがあります。 

-産業-科学-医療用機器 

-工場の製造ライン等で巧用されている移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特を小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の無線 LAN 機能と化の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場所ををえるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 




無線 LAN を使ラ（オプション) 


►無線 LAN のセキュリティ巧策 


無線 LAN は、電波を使用して通信するため、ネットワークに不正に侵入された 
り通信データを盗み読みされたりする可能性があります。 

P.11 「無線 LAN 使用時における七キュリティに関する注意（無線 LAN 搭 
載時のみ)」 

ここでは、無線 LAN で通信する隐に必要なセキュリティの概要に ついて 説明し 
ます。不正アクセスを防ぐため、次のセキュリティ設定を必ず行ってください。 
設をは「無線 LAN ユーティリティの設定」または「ワイヤレスネットワーク接 
続 （Windows XP 標準）の設定」で行います。 

ごす^ P. 口 0「無線 LAN ユーティリティの 設定」 

とす >121「ワイヤレスネットワーク接続 （Windows XP 標準）の設定」 


SSID の設定 

SSID とは、無線 LAN で通信を行う特をのネットワークを識別するための名前で 
す。まず、 AP に任意の SSID を設をしてから、接続するコンピュータにも同じ 
SSID を設定します。 

ただし、第ミをでも簡単に SSID を読み取ることができるため、 SSID だけでは七 
キュリティが策は不十分です。 AP に SSID の非通な機能が搭載されている場合 
は、非通知にすることをおすすめします。 

情報の暗号化 （ WEP キー / WPA ) 

無線 LAN 通信をする場合、通信データを暗号化してデータが読み取られないよ 
うにしまず。まず、 AP で暗号化の設定を行い、コンピュータ側で同じ暗号化設 
定を行います。 

暗号化には次のような方法があります。 


• WEP キー 

WEP キーを設定ずると、データが暗号化されるため情報が傍受されにくくな 
ります。 WEP キーは従来から使用されている暗号化の規格です。 


• WPA 

WPA は 、 WEP キーの 機能をさらに強化した暗号化方式です。 WPA では PSK 
( Pre - 組 ared Key ) と呼ばれるキーを使用します。 AP に PSK を設定し、本機に 
も同じ PSK を設定することにより、通信を暗号化できます。 WPA では、暗号 
鍵を一定時間ごとに自動更新するため、より安全です。 

本書では、暗号化方式の1つとして WEP キーまたは WPA を使用した暗号化につ 
いて説明していまず。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


MAC アドレスフィルタリング 

ネットワーク製品には、 MAC アドレスという固有の番号がそれぞれ割り当てら 
れています。 MAC アドレスフィルタリングとは、 AP 側に無線 LAN の MAC アド 
レスを登録し、それな外の MAC アドレスからのアクセスを AP 側が拒否する機 
能です。 



無線 LAN 機器に関する用語一覧 

無線 LAN 機器のマニュアルによつて設定項目の呼び方が異なる場合がありま 
す。本書での記述と無線 LAN 機器のマニュアルが f ま用する類似名ホの一例です。 


本書での記述 

類似名称 

無線 LAN 

ワイヤレス LAN 

無線 LAN アクセスポイント (AP) 

ワイヤレス LAN ステーシヨンアクセスポイ 

ント、親機、各社の製品を称 

インフラストラクチャ通信 

アクセスポイント通信、 

アクセスポイント経由通信 

SSID 

ESS- の、 ESSEX ネットワーク名、 

サービスセツト識別子 

SSID 非通知 

SS のの隠べい、 SS のを見せない設定、 

SSID マスクビーコン、 SSID ステルス 

WEP キー 

WEP 暗号化キー、暗号•化キー 

PSK 

事前共有キー 

MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスによる制限 

キーインデックス 

WEP キー番号、キー番号 


►無線 LAN の ON / OFF 切替 

無線 LAN の ON/OFF の切替方法について説明します。 


A 航空機や病院など、使用を禁止された区域では、本機の電源を切るか電波を停止 
してください。 

電子機器や医療電気機器に影響をおよぼす場合があ0ます。 


Jl^ 

制限 


次のよラな場合は、無線 LAN 機能を OFF にしてください。 
♦航空機や病院など、使用を禁止された区域に持ち込む場合 
♦ネットワーク（有線 LAN) に戻して使用する場合 





























無線 LAN を使ラ（オプション) 


無線 LAN 機能を ON にする 

[ Fn 1+( F2 1 を押して、無線 LAN 機能を ON にします。もう1度押すと OFF に 
なります。購入時には、無線 LAN 機能は OFF になっています。 

無線 LAN 状態ランプ 

無線 LAN の状態は、無線 LAN 状態ランプ（(ザ）で確認してください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►無線 LAN で接続ずる 


ここでは、本機の無線 LAN 機能を{まって AP に接続するための方をについて説明 
します。インターネットへの接続については、 AP に添付のマニュアルで確認し 
てください。 

無線 LAN 接続の作業の流れ 

無線 LAN で接続するための作業の流れは次のとおりです。 

必要な作業は、お使いの AP の暗号化の設定により異なります。 



► AP の設定を確認ずる 


コンピュータ側で設定を行う際に、 AP に登録されている 「 SSID 」 と「暗号化 J 
の設を内をを入力します。 AP に添付のマニュアルを参照して、 「 SSIDJ と「暗 
号化 J の設定を確認しておいてください。 

暗号化の設定で、 「 WEP キー」と 「 WPAJ のどちらを設定するかによって、コ 
ンピュータ側の設定ち法が異なります。 

►無線 LAN 機能を ON にずる 


本機の無線 LAN が OFF になっている場合は、無線 LAN 機能を ON にします。 
な P . 117「無線 LAN の ON / OFF 切替 J 
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無線 LAN を使ラ（オプション) 


►無線 LAN ユーテイリテイの設定 


無線 LAN ユーティリティ 「WLAN Control Center J を使って、本機を AP に接続 
するための設定について説明します。 

WLAN ControlC 畑 ter は、 WPA の PSK に対■応していません。 PSK を設定する場合 
は、 lzS ^ ip .121 「ワイヤレスネットワーク接続 （Windows XP 標準）の設定」を 
ご覧ください。 


1 タスクトレイの rWLAN Control Center 」 アイコンをダブルクリックし 


まず。 


レ 叫 

<WLAN Control 巳 enter アイコン〉 

2 rWLAN Card Settings 」 画面が表示された 5、 隱赶 をクリックしまず。 



3 r 薑本設定」タブで次の設定を行いまず。 

(1) 「ネットワークの種類」で、「インフラストラクチャ」にチェックを付けます。 

( 2 ) 「ネットワーク名」に SSID を入力します。 

AP の SSID と同じ設をにします。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


4 「暗号化」タブで、 AP の設定に従って;夕の設定を巧いまず。 

け音を化」タブが表示されない場合には、[設定] 一「暗号化」タブをクリッ 
クします。 

(1) 「データ暗号化」で rwEP 」 を選択します。 

( 2 ) r 無線ネットワークキー （ WEP )」 項目一 「 Key フォーマット」から 「Hexadecimal 
digits 」 または 「ASCII characters 」 を選択します。 

( 3 ) 「無線ネットヮークキー ( WEP ) J 項目- 「 Key 長さ」か6 [64 bits (10 
digits )] または「128 bits に6 digits )」 を選択します。 

AP の WEP キーの 設定と同じ内容で設定します。 

( 4 ) 「手動割り当て」のキー！〜4のいずれかに WEP キーを入力します。 

AP のキーインデックスと同じ設定にします。 

5 [適用]をクリックしまず。 

これで AP との接続は完了です。 

MAC アドレスの確認 

MAC アドレスの確認は、 WLAN Control Center で行います。 


タスクトレイの rWLAN Control Center 」 アイコンをダブルクリックー 
rWLAN Control Settings ] 画面の HI 犬態」タブー 「 MAC アドレス」 

確認した MAC アドレスは AP に設定してください。 AP への MAC アドレスの登録 
方法は、 AP に添付のマニュアルをご覧ください。 

な— P .123 「無線 LAN を使う」に進みます。 

►ワイヤレスネットワーク接続 (Windows XP 標準）の設定 

Windows XP の「ワイヤレスネットワーク接続」を使用して、 WPA の PSK が設定 
されている AP に本機を接続する手順について説明します。 

WEP キーを設定する場合は、 と第1 P .120 「無線 LAN ユーティリティの設定」を 
ご覧ください。 


制限 


設定は、「コンピュータの管理者」権限を持つユーザーで行ってください。 


1 WLAN Control Center を無効に設定しまず。 

( 1 ) タスクトレイの rWLAN Control Center 」 アイコンをクリックして「オプ 
シヨン」を選択します。 


0 な 


(WLAN Control Center アイコン〉 













無線 LAN を使ラ（オプション) 


( 2 ) 「ワイヤレスオプション」画面が表示されたら、 「 Windows の無線ネットワー 
ク機能のみを使う」 にチェックを付けて [ OK ] をクリックします。 

2 [スタート]—「コント□—ルバネル」一「ネットワークとインターネット 
接続」一「ネットワーク接続」一「ワイヤレスネットワーク接続」をちク 
リックします。 

3 表示されたメニユーか5「プ□パティ」をクリックしまず。 

4 「ワイヤレスネットワーク」タブー 「 Windows でワイヤレスネットワークの 
設定を構成ずる」にチェックび付いていることを確認します。 

5 r 優巧ネットワーク」項目一[詳細設定]をクリックします。 

6 r 利用可能なネットワーク（アクセスポイント優巧）」にチェックを付けて、 
[閉じる]をクリックしまず。 

7 r 優先ネットワーク」項目一[追加]をクリックしまず。 

8 「ワイヤレスネットワークのプ□パティ」画面び設定された5 AP の設定に 
従って、次の項目を設定してください。 

( 1 ) 「ネットワーク名 （ SSID )」 に SSID を入力します。 

( 2 ) r ネットワーク認証」で 「 WPA - PSK 」 を選択します。 

( 3 ) 「データの暗号化」でデータの暗号化の方法を選択します。 

( 4 ) 「ネットワークキー」に PSK を入力します。 

AP の PSK と同じ PSK を入力します。 

( 5 ) r ネットワークキーのお認入力」にもう一度 PSK を入力して、 [ OK ] をク 
リックします。 

9 「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面一「優先ネットワーク」 
項目に AP び登録された5、 [ OK ] をクリックしまず。 

これで AP との接続は完了です。 



WLAN Control Center を再び使用するには 


WLAN ControlC 畑 ter を再び巧用する場合は 、 WLAN Control Center を有効に設を 
します。[スタート]-「すべてのプログラム」一 「WLANCardJ _ 「WLAN 
Control Center J をクリックします。メッセージが表示されたら、[はい]をク 
リックしてください。 
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MAC アドレスの確認 

MAC アドレスの確認は、次の手順で行います。 

1[スタート]-「接続」一「ワイヤレスネットワーク接続」をクリックしまず。 

2 「ワイヤレスネットワーク接続」画面で「サポート」タブー「詳細」をクリッ 
クします。 

「ネットワーク接続の詳細」画面で表示される物理アドレスが MAC アドレス 
です。 

確認した MAC アドレスは AP に設定してください。 

AP への MAC アドレスの登録方をは、 AP に添付のマニュアルをご覧ください。 
'痛いて. が P .123 「無線 LAN を巧う」に進みます。 

►無線 LAN を巧う 


ネットワークへの接続 

無線 LAN ユーテイリテイまたはワイヤレスネットワーク接続 （Windows XP 標 
準）の設定を行うと、無線 LAN を ON にしたときに自動的にネットワークに接 
続されます。 

チヤンネルの切り替え 

本機から発信する電波がほかの無線 LAN 環境と干渉してしまった場合は 、 AP 
側で巧用チヤンネルを変更します。 

巧用チヤンネルの変更方をは、お使いになる AP により異なります。詳しくは、 
AP に添付のマニュアルをご覧ください。 






I インターネットにずるには 


ホームページを見たり、電子メールをやり取りしたりするためには、インター 
ネットへの接続が必要です。ここではインターネットへの接続の概要や、イン 
ターネットを利用するためのソフトウエアなどについて説明します。 


►接続ずるまでの流れ 


インターネット接続までの流れは次のとおりです。 


接続方法の選択 


プ□バイダとの契約 



インターネットに接続 


►お続方法の選択とプロバイダとの契約 


インターネットへ接続するには、接続方法を決め、その接続方法でサービスを 
提供しているプロバイダ（インターネットサービスプロバイダ、 ISP ) と契約し 
ます。 

接続方法は、目的や使い方に合わせて選択しましょう。また、同じ接続ち法で 
も、通信速度や料金、サポート内容はプロバイダによって異なります。詳しい 
内容はプロバイダにお問い合わせください。 


接続方法の種類 

高速なインターネット接続をブロードバンドと言い、光ファイバー、 ADSL 、 
CATV などを利用した接続がそれにあたります。また、アナログ電話回線 、 ISDN 
などでの低速な接続をナローバンドと言いまず。 


接続方法 

接続環境 

インターネットでの通信速度イメージ 

光フアイバー 

ブロー ドバンド 


-//- 



ADSL 

I 

CATV 

I 

に DN 

PHS 

携帯 

アナログ 

ナローバンド 

コ 

つ 

] 

] 


遅い 速い 
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インターネット接続の方をには、主に次のようなものがあります。 

•光ファイバー ( FTTH ) 

ほかのブロードバンド接続と比べても、数段に速くを定しているため、映像 
などの大量のデータ転送も無理なくできます。また、インターネットと合わ 
せてテレビや電話も利用することができます。 

ただし、接続料金が高く、非対応の地巧があります。 

• ADSL 

電話回線を利用します。インターネットをストレスなく巧えます。通信速度 
は、プロバイダのプランから巧いホに合わせて選ぶことができます。 

利用電話局からの距離が遠くなるにつれ速度が遅くなってしまうので、事前 
に速さの確認をする必要があります。 

• CATV 

ケーブルテレビのケーブルを利用します。インターネットをストレスなく使 
えます。 

•そのほかの接続方法（ナ□ーバンド） 

アナログ電話回線や ISDN 回線などを使った低速な接続ちをがあります。 



ダイヤルアップ接続 

ブロードバンドは常時接続が一般的ですが、ナローバンドでは、必要時に電話 
回線を通じてインターネットに接続します。この作業をダイヤルアップ接続と 
言います。 


必要な機器 

インターネット接続に必要な機器は接続方法によって異なります。詳しくは各 
プロ バイダにお問い合わせください。 

►インターネツトに接続ずる 


プロバイダと契約すると、メールアドレスやパスワードなどインターネットへ 
の接続に必要な情報と、接続手順が記載された説明書がプロバイダより提供さ 
れます。説明書に従って接続作業を行ってください。 



再インス!''ール後のインターネット接続 

Windows を再インストールした場合は、インターネットに接続するための設定 
作業が再度必要になりまず。プロバイダからの説明書は失くさないように大切 
に保管してください。 














インターネットに接続するには 


►インターネットを巧ラ上でのミ主意 


インターネットを使用すると、簡単に情報を得ることができたり、手怪にメッ 
セージを送ったりすることができますが、その反面注意しなければならないこ 
とがあります。次の点に気を付けてインターネットを巧用してください。 

•電子メールは途中経路の障害などにより、届かない場合もあります。 
•電子メールは世界中の多くのコンピュータを経由して届けられるため、第= 
者に内容を見られる可能性があります。 

■インターネット上の情報は、必ずしも正しいとは限りません。正しい情報で 
あるかどうかを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

• 安易に個人情報をホームページに掲載したり、電子メールで送ったりする 
と、悪用されることがあります。また、化人の個人情報を断りなくホーム 
ページに掲載したり、電子メールで送ったりすると法律で罰せられます。 
■ホ' — .ムぺ .—ジからダウンロ ■ —ドするデ'—夕によっては、本機が障害を被るこ 
とがあります。 

• コンピュータウイルスに感染すると、本機が障害を被る可能性があります。 
また、無許可のユーザーにインターネットを介して本機にアクセスされる可 
能性もあります。 

ウイルスに感染する主な原因は次のとおりです。 

• ウイルスが添付されたメールを受信する 
• 悪質なプログラムが起動するホームページを閲覧する 
これらの危険から本機を守るホ法については、!ごす =p.l29 「インターネット 
を使用する際のセキュリティ巧策」をご覧ください。 

►インターネットや電子メールを利用ずる 


本機では、次のソフトウェアを巧用してインターネットや、電子メールを利用 
します。 

• ホームぺージの閲覧： Internet Explorer (インターネットエクスプ□—ラ） 

• 電モメールの利用： Outlook Express (アウトルックエクスプレス） 


ここでは、これらのソフトウェアを{まう際の補足事項について記載していま 
す。 

名■ソフトウェアの使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一「 PC お役立ち情報」 
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Outlook Express の初期設定 

Outlook Express をはじめて起動した隐に「インターネット接続ウイザ ' —ド J 画 
面が表示された場合は、初期設をを行います。 

初期設定では、メールアドレスなどの接続に必要な情報を入力します。これら 
の情報は、プロバイダから提供された説明書をご覧ください。 

初期設をちをは次のとおりです。 

1 次のどち6かの方法で Outlook Express を起動しまず。 

• [スタート]—「すべてのプロダラム」一 「Outlook Express」 

• メールキー（囚）を押します。 

ム 「インターネット接続ウィザード」画面で「名前」と表示された6、名前を 
入力して[次へ]をクリックしまず。 

3 「インターネット電モメールアドレス」と表示された5、プ□バイダか5取 
得したメールアドレスを入力して[巧へ]をクリックしまず。 

4 「電子メールサーバー名」と表示された5、プ□バイダか5指定されている 
受信メールサーバと送信メールサーバを入力して[巧へ]をクリックしまず。 

5 「インターネットメール□グオン」と表示された5、プ□バイダか5指定さ 
れているメールアカウントとメールパスワードを入力して[次へ]をクリッ 
クします。 

〇 「設定完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 



巧期設定をあとか6行ラ 

「〇山 look Express」 の次の場所から設定を行うことができます。 

「ツール」メニューー「アカウント」一[追加]-「メール」 


メール ユー テイリテイを使う 

「メールユーテイリテイ」をインストールすると「〇山100 k Express」 または 
「Outlook」 を起動している間、受信トレイに未開封メ'ールがあるとメ'ール着信 
ランプ（囚）が点灯しまず。「メールユーテイリテイ」は、購入時にインストー 
ノレされていません。必要に応じてインストールを行ってください。 

ご吾^ P.188 「メールユーテイリテイのインストール」 







インターネットに接続するには 


Internet Explorer で情報バーび表示された ！5 

購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意園しないプロダラ 
ムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されています。 
Internet Explorer 使用時に「警告」画面が表示されたら、 [ OK ] をクリックして 
画面を閉じ、「情報バー」をクリックして、表示された項目から適切な対処を 
してください。 



情報バー 


Internet Explorer の便利な追加機能 

• JWord 

rjwordj を 使うと、アドレス バーを 利用して、簡単に検索ができます。 
JWord の詳しい使い方は、デスクトップ上にある「簡単検索 JWord 」 アイコン 
からマニュアルを 開いてご覧ください。 

S) 

巧単なま 
JWord 

• Liquid Surf (リキッドサーフ） 

く1曰型 SXGA+ 液晶ディスプレイ搭載時> 

「Liquid Surf 」 は、 Web ページをより見やすくし、 Web ページのリンクを劾率 
よくたどるためのものです。 

Liquid Surf の アイ コンは、 Intern 別 Explorer の 画面上部に表示されます。これ 
らのアイコンから、 Liquid Surf の 各機能を利用できます。 

• 邑〇〇スティック 

Internet Explorer のツール バーに、検索サー ビス 「 goo 」 の 検索ボ ックス が設 
定されています。 「 goo スティック」 を使うと、検索機能や辞書機能をいつで 
も利用することができます。 



























I インタ-ネットを巧用する段のセキ; I リティ術 


本機には、インターネットに接続した陵に起こりうるコンピュータウイルス感 
染や不正アクセスなどの危険にがするセキュリティ機能が備えられています。 
ここでは、このセキュリティ機能について説明します。インターネットに接続 
する場合は、コンピュータのを全を守るため、必ず七キュリテイ対策を行って 
ください。 


^Windows Update 


「Windows Update 」 は、 Windows の状態を診断し、更新が必要な内容があった場 
合、インターネット上から更新内容をインストールし、 Windows を最新の状態 
にする機能です。 

はじめてインターネットに接続したときは 

はじめてインターネットに接続した場合や、 Windows の再インストールをした 
場合は、まず、次の場巧から手動で 「Windows Update J を実行します。 



[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Update 」 


その後は定期的に自動で Windows Update を実行してください。 

定期のに自動で Windows Update を実行する 

本機のが態を最新に保ち、を全に{ま用するため、 「 WindowsUpdateJ は必ずを巧 
的に実行してください。 

定期的に自動で Windows Update を行う設定は、次の場巧から行います。 

[スタート]—「コント□—ルバネル」一「セキュリティセンター」一「自 
動更新」 



「自動」を選択 


購入時、「自動更新」は「有効」に設定されています。本機のセキュリティ 
を最新に保つため、「有効」のままお使いください。 
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インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


►セキユ IJ テイソフトウェア 


コンピュータウイルスは、インターネット上やメールの添付ファイルなどから 
感染する悪意のあるプログラムです。 

コンピュータウイルスに感染すると、本機の動作が不安定になったり、保存し 
てあるファイルが破壊されるなどの被害が発生します。 

ウイルス感染を防ぐために、必ずウイルス巧策を行ってください。 

Norton Internet Security 90日版を使う 

本機には、ファイアウォールやウイルス巧策機能を備えた 「Norton Internet 
Security 90日版」が添付されています。購入時に 「Norton Internet Security 90日 
版」はインストールされていませんので、必要に応じてインストールを行って 
ください。詳しくは、『セキュリティソフトウェアをご巧用の前に』（別冊）を 
ご覧ください。 



更新サービスの有効期限 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」は、製品版ではありません。更 
新サービスの有効期限は、セットアップ後90日間です。90日経過後は、更巧 
サービスの延長キー（有償）を購入すると、1年間使用可能です。更新サービ 
スの詳細は、『七キュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧ください。 

市販のセキユリティソフトウエアを使う 

ホ版のウイルス対策ソフトウェア（セキュリティソフトウェア）を使用する場 
合は、ソフトウェア同±の競合を防ぐため 、 「Norton Internet Security 90日版」 
はインストールしないでください。 

インストールしていた場合は、アンインストール（削除）してください。アン 
インストール方法は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧く 
ださい。 
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►フアイ アウ オール 


インターネットに接続していると、不正なアクセスにより、本機のデータやプ 
ログラムを勝手に見られたり、改ざんされたり、破棲されたりする可能性があ 
ります。「ファイアウォール」は、これらの不正アクセスを検出し、遮断する機 
能です。 

不正アクセスを遮断するため、必ずファイアウォール機能を使用してください。 

Norton Internet Security 90日版のファイアウォール機能 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」には、ファイアウォール機能が 
備えられています 。 「Norton Internet Security 90日片反」の七ットアップを行うと、 
自動的にファイアウォール機能が有劾になりますので、そのままお使いくださ 

い。 

Windows ファイアウォールの設定 

本機には、 Windows のファイアウォール機能が備えられています。 

「Norton Internet Security 90日版」を使用している場合は、ファイアウォール同 
±の競合を防ぐため、 Windows ファイアウォールは自動で「無劾」に設定され 
ています。 

ファイアウォール機能を備えたソフトウェアなどを使用しない場合は、 
Windows ファイアウォールを「有劾」に設定してください。 

Windows ファイアウォールの有劾/無劾の設定は、次の場所から行います。 

[スタート]—「コント □ —ルパネル」一「セキュリティセンター」 一 
「 Windows ファイアウオール」 



フアイアウ オール - 
ソフトを使用しない 
場合に選択 


フアイアウ オール 
ソフトを使用する 
場合に選択 
























I 省電力機能を巧ラ 


省電力機能を利用すると、本機を使用していない間、省電カモードに移行して 
消費電力を抑えることができます。特にバッテリだけで使用する場合は、省電 
力機能を使うことで本機の使用可能時間を延ばすことができまず。 

►省電カモード使用時のを意 


省電カモードを巧用する陈には、次のような制限事項があります。使用する前 
に、必ず確認してください。 

■省電カモードに移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用中 
のデータ（作成中の文書やデータなど）は保存しておいてください。 

• 次のような場合は、省電カモードに移行しないことがあります。 

• 周辺機器を接続している 
• アプリケーションを起動している 

■次のような場合に省電カモードに移行すると、不具合が発生する可能性があ 
ります。省電カモードに移行しない設定にしてください。 

''巧' 口'。5 「時間経過で移行させない」 

-光ディスクメディアへの書き込み時：書き込みに失敗する可能性 
-サウンド機能で録ま、再生時：録音や再生が途中で切断される可能性 
-メモリカードなど外部接続記憶装置へのデータ書き込み時：データ破壌 
の可能性 

. ネットワーク機能などを巧っての通信時：通信が切断される可能性 
■次のような場合は、省電カモードから正常に復帰できないことがあります。 

-省電カモード中に、 PC カードや周巧機器などのなき差しを行なった場合。 
• ネットワーク上のファイルなどを開いたまま、省電カモードに移行した 
場合。 

■ネットワークに接続している場合に、省電カモードに移行すると、省電力 
モードからの復帰時にサーバから切断されてしまうことがあります。 

■動画再生時に、コマ落ちしたりアプリケーションの動作が遅くなるなどの現 
をが発生する場合は、省電力機能を無効に設定してください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►省電カモードの種類 


省電力機能には、次の3つの省電カモードがあり、が況に応じて巧い分けるこ 
とができます。 

• HDD/ ディスプレイの電源を切る 

HDD やディスプレイの電源を切ります。省電力の効果は、スタンバイよりほ 
いですが、通常モードにすぐに復帰できます。 


•スタンバイ 

作業内ををメモリに保持した状態で本機の動作を中断します。ディスプレイ 
の電源が切れ、電源ランプおよび電源スイッチが点滅します。通常モードへ 
は、+数秒で復帰できます（使用環境により復帰時間は異なります)。 

•休止状態 

作業内容を HDD に保存して電源を切ります。本機の電源を切った状態と同様 
に電力を消費しません。通常モードへの復帰には多少時間がかかります。 
「休止状態」を有効にするためには設定が必要です。 

とち = p . l 34 「休止状態を有効にする」 

□ーバッテリ省電カモード 

本機は、バッテリ残量が低下したときに上記の省電カモードに移行します。 
バッテリ残量低下時の通知方をや、通知する残量の設定を変更することができ 
ます。 

广奇^ P .63 「バッテリアラームの設定」 


電源ランプの表示 

省電カモードの状態は、電源ランプ（①）の点灯、点滅により確できまず。 


動作状態 

電源ランプの表示 

通常 モード 

点灯 

HDD / ディスプレイ の電源を切る 

点灯 

スタンバイ 

点滅 

休止状態 

消灯 

電源切断時 

消灯 













省電力機能を使ラ 


休止げ態を有効にずる 

省電カモードの「休止状態」を有効にすると、本機の電源を切った状態と同様 
に、電力の消費をかえることができます。休止が態の設定は次の場所から行い 
ます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」一 n 木止状態」タブ 



r 休止状態を有効に 
ずる」にチェック 


<イメージ> 

►省電カモードに巧巧ずる 


省電カモードに移行するには、大きく分けて2つの方法があります。省'電カモー 
ドに移行する場合は、万一正常に復帰できない場合に備え、巧用中のデータ 
(作成中の文書など）を保存しておくことをおすすめします。 

• 時間経過で移行 

設をした時間を超えて本機を使用しないと省電カモードに移行します。 

■直ちに移行 

席を外すときなどに、強制的に省電カモードに移行します。 

省電力に関するを種設定は、次の画面のをタブで行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「パフォーマンスとメンテナンス」 
-「電源オプション」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


時間経過で移行ずる 

省電カモードに移行する時間の設定は、「電源設定」タブで行います。 



設定した時間を超えて何 
も操作しないと、各モー 
ドに移行しまず。 


時間経過で移行させない 

光ディスクメディアへ書き込みを行う場合などは、時間経過による省電カモー 
ドへの移行を無効に設ちします。 

時間経過による省電カモードへの移行を無効にするには、「モニタの電源を切 
る」などすベての項目の時間設をを「なし」に設をします。 












































省電力機能を使ラ 


136 


直ちに移行する 

次のホ法でスタンバイ、または休止状態に移行します。 

■[スタート]- r 終了オプション」か6選択、実行する。 

( Shift ) を押しながら実行すると、 「スタンバイ」 ではなく 「休止状態」を選 
択できます。 

■ LCD ユニットを閉じる。 

• 電源スイッチを巧す。 

• [ Fn I + [ F 1 I (ピ）を巧す。 

上記の3つのちをで、どのモードに移行するかの設定は、「詳細設定」タブで行 
います。 



[LCD ユニッ トを閉じ 
る」での動作を設定しま 


r 電源スイッチを巧ず」 
での動作を設定しまず。 


「 广 Fn 1 + r FI 1 ( じ) 
を巧す」での動作を設定 
します。 


購入時の設をは、次のとおりです。 


実行ち法 

5 凡 み 

巧疋 

LCD ユニッ トを閉じる 

「何もし ない」 レくックライトの消打■のみ） 

電源 スイ ッチを押す 

「シャツトダウン」 

1 Fn 1 + ( F 1] (ピ） を押す 

「スタンバイ」 


►省電カモードから復帰ずる 

省電カモードから復帰して通常モードに戻る方法は、次のとおりです。 


省電カモード 

ランプ表示 

復帰ち法 

HDD / ディスプレイの電源 
が切れているが態 

点な 

• タッチパッド、キーボードを操 
作する（誤って電源スイッチを 
押さないでください)。 

スタンバイ 

点滅 

• 電源スイッチを押す。 

• キーボードを操作する。 

休止状態 

消な 

• 電源スイッチを押す。 



























































I そのほかの機能 


ここでは、そのほかの機能について説明します。 


► IEEE 1 394コネクタ 


本機右側面には圧 EE 1 394コネクタ （4 ピン）が1個搭載されています。圧邸1394 
コネクタには圧邸1394対•応の機器を接続します。 


接続と取り外し 


圧 EE 1394 機器の接続、取り外しは電源が入った状態で行うことができます。た 
だし、タスクトレイにアイコン （ 「取り外し」アイコンなど）が表示される場 
合は、 Windows 上で終了処理が必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 



<取り外しアイコン> 

►文字やアイコンの大まさを'変ちずる （Liquid View ) 

<1已型 SXGA+ 液晶ディスプレイ搭載時> 

本機には、デスクトップや Internet Explorer の表示をより見やすくするためのソ 
フトウェア 「LiquidView (リキッドビュー）」がインストールされています。 

Liqui 过 View では、次のような操作を行うことができます。 

• デスクトップ上のアイコンの大きさを変更する。 

•ダイヤ□グボックスやプルダウンメニューに表示されるで字の大去さを変更す 
る。 

Liquid View は、次の場所から実行します。 


[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「Liquid View ( R ) Software 」 















そのほかの機能 


LiquidView が起動すると次の画面が表示されまず。使用方法は、ヘルプをご覧 
ください。 



クリックずると、 
ヘルプが表示さ 
れます。 


ft 

制限 


• Liquid View を使用してデスクトップ上のアイコンの大きさを変更したあと、 
タスクトレイのアイコンの表示が乱れてしまった場合には、本機を再起動し 
て < ださい。 

• Liquid View を使用してデスクトップ上のアイコンの大きさを変更したあと、 
タスクバーの大ささが元に戻6ない場合には、タスクバーの上端をドラッグ 
して、大ささを元に戻してください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►SpeedStep (スピードステップ）機能 


<インテル Core プ□セツサ搭載時> 

本機では、「スピードステップ」機能が自動的に機能しています。スピードス 
テップ機能とは、使用時の CPU の使用率にあわせて、 CPU の処理速度を自動で 
調整する機能です。 

CPU の巧用率が少ないときは、 CPU の処巧速をを巧え、消費電力を少なくしま 
す。また、 CPU の使用率が高いときはスピードステップ機能を無効にすれば CPU 
処理が最速になります。 

スピードステップ機能を無効する方法は次のとおりです。 

[スタート]—「コント □ —ルバネル」一「電源オプション」一 
「電源設定」で「常にオン」を還が 

通常、本機ではスピードステップ機能が働いているため、次の画面に表示され 
る CPU 速度は変動します。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
-「システム」一「システムのプ□パティ」画面 



巳 PU 速度 



























そのほかの機能 


►セキユリテイ□ツクス□ツト 


本機背面には、「セキュリティ ロックスロット」 が装備されています。ここに 
は、専用の盗難巧止ワイヤーを取り付けます。 

当杜では、専用の盗難巧止ワイヤーを取りあっています。詳しくは当社のホー 
ムページをご覧ください。 

ホームページのアドレスは、 次のとおりです。 

http :// shop . epson . ip / 
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第 3 章 
システムみ拡雇 

アップグレードサービスや本機に接続でさる装置について説明します。 


r 拡張でさる装置」 . 142 

r メモリの増設」 . 143 

r 外付け可能な周辺機器」 . 151 






142 


I 拡張でをる装置 


本機内部では、メモリモジュール （ SODIMM 、 な降メモリ）を増設•交換して、 
機能を拡張することができます。 


メモリス□ツト 



メモリス□ツト 

本機には、メモリスロットが底面に2本用意されています。最大 2 GB のメモリを 
搭載できます。 

Z ^ p .143 「メモリの増設」 


制限 


本機は、メモリ]; I がの機能を拡張することはでさません。 


アップ グレードヴー ビス 

当社ではコンピュータ本体をお預かりして装置の増設-交換を行うアップダ 
レー ドサービスを有償で行っていまず。 

本機では次の装置のアップダレードサービスを利用できます。 

♦メモリ ：増設■交換 

• 内蔵 HDD :交換 

•光ディスクドライブ：交換 

アッ プグ レードサービスを ご希望の場合は、 カスタマーサービスセンター にご 
相談ください。 カスタマーサービスセンターの 連絡先は、 『サポート.サービ 
スのご案内』（別冊）をご覧ください。 

ご自身での装置の増設•交換（メモリを除く）は、故障の原因となりますので 
行わないでください。 
















I メモリの増設 


本機で使用可能なメモリの仕様と、取り付け方法について説明します。 


►メモ U の仕様 


本機底面には、メモリスロットが2つあり、メモリを増設•交換することによ 
り最大 2 GB まで拡張できます。 

本機で使用可能なメモリは、次のとおりでず。 

• PC 2-4200 SODIMM ( DDR 2 -曰33 SDRAM 使用） 

• メモリ容量曰] 2 M 巨、1024 MB 

• Non ECC 

• 200 ピン 

• CL 二4 



最新メモリ情報 


今後、新しいメモリを取りをう場合があります。 

本機で使用可能な最新のメモリは、当社ホームページでご確認ください。 
ホームページのアドレスは次のとおりです。 

http :// shop . epson . jp / 
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メモ u の増設 


►作業時の を意 

メモリの 増設、交换をする場合は、次の点に注意してください。 


A 

整化 
言口 


• メモリの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントから抜き、本機 
からバッテリを取り外してください。感電や义傷の原因となります。 

• マニュアルで指示されている L ソ外の分解や改造はしないでください。けがや 
感電•火災の原因となります。 


A 

ま意 


• メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているときには行わないでく 
ださい。火傷の危険があります。作業は電源を切って10分上待ち、本機の 
内部が十分冷めてか S 行ってください。 

•不安定な場所（ぐ S ついた机の上や、傾いた巧など）で、作業をしないで< 
ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 


ft 

制限 


•本機の電源を切っていても、コンセントに接続されていたりバッテリが装着 
されていた0すると微かな電流が流れています。作業を始める前に必ず電源 
コンセントから本機の電源プラグを外してください。 

•作業を行5前に金属製のちのに触れて静電気を逃がしてください。メモリや 
本機に静電気が流れると、基板上の部品が破損するおそれがあります。 

•本機内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

• メモリを持つときは、メモリの端子部や素子に触れないでください。メモリ 
の破損や接触不良による誤動作の原因にな0ます。 

•装着するち向を間違えないでください。メモリが抜けなくなるなど故障の原 
因になります。 

• メモリを落とさないよラに注意してください。強い衝撃が、破損の原因にな 
0ます。 

• メモリの着脱は、頻繁に行わないで<ださい。必要上に着脱を繰り返すと、 
端子部などに負担がかか0、故障の原因にな0ます。 
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第 3 章システムの化張 


►メモリの増設•交換 

メモリの増設-交換の手順は次のとおりです。 


メモリの取り付け 

1 メモリカードス□ツトにメモリカードやダミーカードびセツトされている 
場合は、力ードを取りがしまず。 

ご 歹=口.98 「メモリカードの取り出し」 

2 コンピュータの電源が入っている場合は、電源を切りまず。 

コンピュータ内部が冷えるまで、10分な上放置してください。 


3 コンピュータに接続しているケーブル類 （ AC アダプタなど）を、ずべて外 
しまず。 

4 本機の底面を上にして置き、バッテリを取りがしまず。 

ピ受 f p .65 「バッテリの交換」 



5 底面のネジ （3 本）をがします。 
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メモリの増設 


6 底面のカバーを取りがしまず。 

(1) 底面のカバーを本体前面側に曰 mm ほどスライドさせます。 

(2) 底面のカバーを上に持ち上げ、外します。 




ここでは、メモリ スロッ ト2にメモリを取り付ける手順を記載します。 
メモリ スロッ ト1でも、手順は同じでず。 

8増設ずるメモリを静電気防止袋か S 取り出しまず。 

メモリの端子部や素子に触れないように持らます。 

端子部 



素モ 
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第 3 章システムの化張 


9 メモリを、メモリス□ット 2 に差し&みまず。 

メモリの切り欠きをメモリ スロッ トの突起にあわせ、メモリを約30度の角度 
でメモリ スロッ トに差し込みます。 



10 メモリを静かに倒します。 

「カチッ」と音がしてメモリが両側の固をタブに固をされます。 

固定タブ 


固定タブ 
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メモリの増設 


11 底面のカバーを取り付けまず。 

(1) 底面カバーのバッテリ側のツメ（已力巧）を本体のツメ穴に合わせます。 

(2) 底面カバーの左ちのツメと本体のツメ穴に合わせます。 



(3) 底面のカバーのバッテリ側のツメを、本体のツメ穴に押し込むよラにして、 
カバーをスライドさせます。 

底面のカバー右側にある巧と本体の印を合わせてください。 


印を合わせる 



12 ネジ （3 本）で固定しまず。 

13 本機の底面を下にして置きまず。 









第 3 章システムの化張 


1 4 コンピュータを使用できるように、取りがしたバッテリと、ケーブル類をも 
とに戻しまず。 

p .65 「バッテリの交換」 

15 手順1で取り外したメモリカードまたはダミーカードをメモリカードス□ッ 
卜に挿入します。 

メモリカードの表面を上にして、奥までしっかりと巧し込みます。 

メモリカードの表面は、 と赛 p .95 「本機で使用できるメモリカード」をご覧 
ください。 

続けて/;:; 夏^ P .150 「メモリの増設•交換後の作業」を行います。 

メモリの取り外し 

メモリの取り外しは、 I と弄" p .145 「メモリの取り付け」の手順8〜10を次の手順 
に読み替えて行ってください。 

1 メモリを両側で固定している固定タブを外側に広げまず。 

メモリが起き上がります。 



2 起き上びったメモリの両端を持って静かに引き巧きまず。 

取り外したメモリは静電防止袋に入れて保管してください。 




メモ u の増設 


►メモリの増設•交換をの作業 


メモリの 増設-交換をしたら、 メモリが 正しく取り付けられているかどうか、 
必ず メモリの 容量を確認します。 

メモリ容量の確認ち法は次のとおりです。 

1 コンピユータの電源を入れた S 、 r ^ を巧して 、 「BIOS Setup ユーティリ 
ティ」を起動しまず。 

p . l 55 「BIOS Setup ユーテイリテイの起動」 

2 「 Main 」 メニユー画面一 「System Memory 」 で総メモリ容量を確認しまず。 

總メモリ容量が正しく表示されない場合は、メモリが正しく取り付けられて 
いないことが考えられます。すぐに電源を切り、正しく取り付けなおしてく 
ださい。 



総メモリ容量の表示 

本機では、メインメモリの一部をビデホメモリとして使用します。そのため、 
メインメモリからビデオメモリを引いた数値が表示されます。 

ビデオメモリの容量は、メインメモリの搭載容量によって変わります。メイン 
メモリの搭載容量に巧するビデオメモリの容量は次のとおりでず。 


メインメモリ 

ビデオメモリ 

256 MB 

32 MB 

512 MB 

64 MB 

1024 MB 

128 MB 

2048 MB 

128 MB 
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I 外付け可能な周巧機器 


本機の スロッ トやコネクタには、次のような周辺機器を取り付けることができ 
ます。をコネクタへの接続方法は、本書または接続する周辺機器に添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 



a : メモリカードス □ット 

•メモリースティック 
-マルチメディアカード 
- SD メモリーカード 

b : PC カードス□ット 

- PC カード 

(PCMCIA 規格準拠、 Type II ) 
C: ヘッドフオン出カコネクタ 
•スピーカ 
. へッ ドフ オン 

d : マイク入カコネクタ 

* マイク 


e : US 日コネクタ 

-プリンタ 
-スキャナ 
-デジタルカメラ 
•USB FDD (オプション） 

- USB マウス（オプション） 

- USB 対応機器 
f : VGA コネクタ 

-外付けディスプレイ 
-ビデオプロジェクタ 

宮： IEEE 1 394コネクタ 

- DV 機器 

- IEEE 1394巧応機器 
h : LAN コネクタ 

• ネットワ'ーク 


そのほかの接続可能な周辺機器 

本機では、ケーブルを介さずに次の機器が接続できます。 
-無線 LAN 対•応機器（無線 LAN 搭載時のみ） 






























外付け可能な周辺機器 
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BIOS の設定 

本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更する 


方法について説明します。 

「BIOS の設定を始める前に」 ..... 154 

「BIOS Setup ユーティリティの操作」 . 1曰己 

r 日I日 S Setup ユーティリティの設定項目」 . 164 








I BIOS の設定を始める前こ 


制限 


BIOS は、コンピュータの基本状態を管 a しているプログラムです。このプログ 
ラムは、メインボード上に ROM として搭載されています。 

BIOS の設をは 、 「BIOS Se 扣 P ューティリティ」 で変更できますが、購入時の シ 
ステム 構成にあわせて最適に設定され ている ため、通常は変更する必要はあり 
ません。 BIOS の設定を'塞更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
■パスワードを設定する場合 

BIOS の設を値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。設定値をよく確認してから変更を行ってください。 

BIOS S 幻 up ューティリティで変更した内容は 、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメ 
モリ領域に保存されます。このメモリはリチウム電池によってバックアップさ 
れているため、本機の電源を切ったり、再起動しても消まされることはありま 
せん。 



リチウム電池の寿命 


BIOS Se 扣 P ユーティリティの内容は、リチウム電化で保持しています。リチウ 
ム電化は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますが、 AC アダ 
プタ、およびバッテリからの電源供給が全くない場合、寿命は約5年です。日 
付や時間が異常になったり、設をした値が変わってしまうことが頻発するよう 
な場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。 

そのような場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


当社製なかの BIOS を使用すると、 Windows が正常に動作しなくなる場合があ 
ります。 当ネ十製じ J かの BIOS へのアップグレードは 絶がに行わな い でくだホ い n 


動作が不安定になった!5 

設定値を変更して本機の動作が不安定になった場合は、次の方法で設定値を戻 
すことができます。 

• 購入時の設定と変更後の設定をあ6かじめ記録しておさ、手動で戻す。 

万一に備え、設定値を記録しておくことをおすすめします。 

戸尹 P .17 Q「BIOS Setup ユーテイリテイの設定値」 

• 初期値や前回保存した設定値に戻す。 

ど更^ P.159 「設定値を元に戻ずには」 
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BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


► BIOS Setup ユーテイリテイの起動 


本機の電源を入れる前に、キーボードのしを]の位置を確認してください。手 
順2では、すばやく （ F 2 1 を押す必要があります。 

1 本機の電源を入れまず。 

すでに Windows が起動している場合は再起動します。 

2 本機の起動直を、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに 
キーボードのを巧しまず。 

Windows が起動してしまった場合は、再起動して手順2をもう一度実行して 
ください。 

3 「BIOS Setup ユーティリティ」 が起動して 「 Main 」 メニュー 画面が表示さ 
れまず。 



V02.59 {C)Copyright 1985-2005, American Maqatrends, 


BIOS Setup ユーテイ U テイ （イメ ージ) 


仕様が前回と異なるとを 

本機の状態が、前回使用していたときと異なる場合には、本機の電源を入れた 
ときに次の メッセージが 表示されます。 


Press F 1 to continue , F 2 to enter SETUP 


このメツ七ージが表示されたら 【 F 2 1 を押して BIOS Setup ユーテイリテイを起 
動します。通常はそのまま r Save Changes and ExitJ を実行して BIOS Setup ユー 
テイリテイを終了します。 

ごす = p . l 63 「BIOS Se 扣 P ユーテイリテイの終了」 

























BIOS Setup ユーテイ U テイの操作 


►BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」の操作は、キーボードで行います。 

画面の構成 

BIOS 七ットアップユーティリティを起動すると、次の画面が表示されます。 
この画面で設定値を変更することができます。 


処理メニュ - 


BIOS SETUP UTILITY 


Advanced Settings 


WARNING ; Setting wrong values in below sections 
may cause system to malfunction. 


Internal Pointing Device [Enabled】 

Exchange Fn & Ctrl Key [Disabled] 

Exchange R-Alt & Win APP Key [Disabled] 


設定項目- 
設定値 



Configure the IDE 
device 似. 


Select Screen 

n 

Select Item 

+- 

Change Field 

Tab 

Select Field 

FI 

General Help 

F9 

Load Defaults 

F10 

Save and Exit 

ESC 

Exit 


V02.59 に) Copyright 1985-2005, American 


<メニュー画面> 


ここで説明に使用している画面はイメージでず。実際の設定項目とは異なりま 
す。実際のをメニュー画面と設定項目の説明は^^^^^ P.164 「BIOS Se 叫)ユー 
テイリテイの設を項目」をご覧ください。 
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第 4 章 BIOS の設定 


画面の操作方法 

BIOS SeUip ユーテイリテイの操作ち法は、次のとおりです。 

1 処理メニユーで設定を変更したい項目のあるメニユー画面に移動し、設定項 
目を選択します。 

し一 ► 1 し ◄ —1で メニュー 間を移動します。 

〔下 DCT 〕 で設定値を変更したい項目まで移動しまず。 


処理 メニュ - 


[ BIOS SETUP UTILITY 




Boot Settings 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


設定項目を選択 


► Boot Device Priority 

Wake-Up On LAN 




F10 

ESC 


Select Screen 
Select Item 
General Help 
Load Defaults 
Save and Exit 
Exit 




V02.59 

(C)Copyright 1985-2005, American Magatrends, 

Inc. 


< ►のある項目の場合 > 

►のある項目の場合、 厂《1~] を押すとサブメニュー画面が表示されます。 
m m で設を値を変更したい項目まで移動します。 



V02.59 に) Copyright 1985-2 册 5. 


<ヴブメ ニュー 画面> 


サブメニュー画面から房るにはを押しまず。 
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BIOS Setup ユーテイ U テイの操作 


2設定値を変更しまず。 

を押して選択ウィンドウを表示し 、 nn m で値を選択しで 
決定します。 


選択ウィンドウ 


田05 SETUP UTILITY 
I Boot 


Boot Settings 


Enabled 1o load PXE 
Boot ROM of LAN 


► Boot Device Priority 


Wake-Up On LAN 


[Disabled] 



Select Screen 
り Select Item 

F1 General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


V02.59 (C)Copyright 1985-2005, An 


キー操作一覧 

BIOS の画面を操作するときは、次のキーを使用します。 


_キ- 

の山 


操作できる内容 

設をを変更する項目を選択します。 


回+ 口 (囚) 

〔卜 n 1 + 1 + 1(口) 


処理 メニューを 選択します。 


項目の値をを更します。 


• メニュー画面中の►の付いている項目で押すとサ 
ブメニュー画面を表示します。 


• 選択項目の選択ウインドウを表示します。 


[escJ 


F7 


•設定値を選択します。 

•変更した内容を破棄し、終了します。 

• サブメニュー画面からメニュー画面に戻ります。 

変更した設定値を前回保存した設定値に変更します。 


F9j 


全設定項目の値を初期値に変更します。 


F10 


変更した設定値を保存して終了します。 
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第 4 章 BIOS の設定 


►設定値を元に戻ずには 


「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」 の設定を間違えてしまい、万一本機の動作が不安 
定になってしまった場合などには 、 BIOS Setup ユーティリティの 設定を初期値 
や前回保存した値に房すことができます。 


Load Optimal Defaults (初期値に戻す） 

BIOS Setup ユーテイリテイの 設定を 、 BIOS の 初期値に戻します。 


1 [ F9 J を巧ず、または FExitJ メニュー画面一 「Load Optimal Defaults」 
を選択ずると次のメッセージび表示されまず。 


Load Optimal Defaults ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [Ok] を還択してに •Jl を巧しまず。 


Load Optimal Defaults 実行後の作業 

次のような場合は 、 Load Optimal Defaults を実行したあとに、 BIOS の設定値を 
設定しなおしてください。 

く セキュリティチップのセキュリティ機能をお使いの場合> 

「 Security 」 メニュー画面一 「TPM Security 」 を 「 Enabled 」 に設定します。メ 
インボード上のセキュリティチップの機能を有効にします。 

設定を行ったら、変更した内容を保存して終了します。 

と 哀^ P.163 r Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了する）」 

Discard Changes (前回保存した設定値に戻ず） 

BIOS Se 邮ューティリティを終了せずに、前回保存した設定値に戻しまず。 

1〔を〕 を巧ず、または FExitJ メニュー画面一 「Discard Changes」 を選 
択ずると、巧のメッセージび表示されまず。 


Discard Changes ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [Ok] を還択して Gn を巧しまず。 


















BIOS Setup ユーテイ U テイの操作 


^ P 曰 ssword の設定 


パスワードを設をすることで、本機を巧用するユーザーを限定することができ 
ます。システム起動時や 「BIOS S 別 up ユーティリティ」起動時にパスワードの 
入力を要求し、正しいパスワード入力が行われないと本機を使用することがで 
きません。 

パスワードの設定は、 「 Security 」 メニュー画面にある Password に関する設定項 
目で行います。 

と受^ P. 166 「 Security メニュー画面」 


パスワードの種類 


パスワードには、次の2種類があります。 

• Supervisor Password (管理ちパスワード） 

コンピュータの管理を用のパスワードです。管巧をパスワードで BIOS に口 
グインした場合、 BIOS のすベての項目を変更することができます。 

• User Password (ユーザーパスワード） 

そのほかの ユーザー 用のパスワ ー ドです。 ユーザー パスワードに BIOS に口 
グインした際の制限を設定することができます。 


アクセス制限の設定 

管巧をパスワードで BIOS にログインすると、アクセス制限の種類や HDD へのア 
クセス制限を設をすることができます。 

アクセス制限の種類 

アクセス制限には次の2種類があります。 

• Setup 

BIOS へのアクセスを制限します。 BIOS 起動時にパスワード入力が要ホされ 
ます。 

• Always 

BIOS 、 Windows へのアクセスを制限します。 BIOS 起動時と Windows 起動時、 
休止状態からの復帰時にパスワード入力が要求されます。 

アクセス制限の選択は」 ご歹^ P. 166 「Security メニュー画面」一 「Password 
Check 」 で行います。 

HDD への アクセス制限 

管巧者パスワ ー ドを設定すると、 HDD へのアクセス制限を設定することができ 
ます。 HDD へのアクセス制限を行った HDD は、ほかのコンピュータに接続して 
も認識されなくなります。 HDD にアクセスするには、 BIOS 起動時、システム起 
動時や休止状態からの復帰時にパスワードの入力が必要です。 

HDD へのアクセス制限の設定は」 と 吾ご P .166「 Security メニュー画面」一 「Hard 
Disk Protection 」 で行います。 
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Jl^ 

制限 


パスワード入力時のま意 

パスワード入力時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえば、 
数値キー入カモードでパスワードを設定し、起動時に数値キー入カモードでは 
ない状態でパスワードを入力するとエラーになりまず。 

管理ちパスワードおよび、ユーザーパスワードの設定-変更 

管巧者パスワ ■ —ドおよびュ'—ザ'—パスワードを設定すると、 BIOS Setup ュー 
テイリテイやシステム起動時にパスワード入力を要求します。 


パスワードを忘れてしまラと、アクセス制限を設定した HDD は使用でをなくな 
ります。 

登録したパスワードは絶対に忘れないよラにしてください。 


制限 


設定したパスワードは、絶対に忘れないよラにしてください。パスワードを忘れ 
ると、 BIOS の設定変更や、設定によっては Windows の起動ができなくな0ます。 
万一、パスワードを忘れた場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい。 


ユーザーパスワードは、 管理者 パスワードを 設定すると、設定できるようにな 
ります。 

管理者パ スワ ードおよび、ユーザーパ スワ ードの設定.変更方法は次のとおり 
です。 

1 に han 呂 e Supervisor Password 」 またはに han 邑 e User Password 」 
を選択してに iTI を巧ずと、次のメッセージび表示されまず。 


Enter New Password 


2 パスワードを入力し、を巧します。 

「*」が表示されない文字は、パスワードとして巧用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは8文字まで入力可 
能です。 

3 続いてなのメッセージが表示されまず。確認のためにちラー度同じパスワー 
ドを入力し、を巧します。 


Confirm New Password 


同じパスワードを入力しないと 、 「Passwords do not match !」というメッセー 
ジが表示されまず。 [ Ok ] が選択された状態で （ ^ ) を押すと、 BIOS のメ 
ニュー画面に戻ります。この場合、手順1からやり直してください。 

























BIOS Setup ユーテイ U テイの操作 


4 「Password installed 」 というメッセージび表示された5、 [ Ok ] び還択 
された状態でを巧しまず。 

パスワードの設定が完了すると 、 「Supervisor Passwo 址または 「User Password 」 
項目の値が 「 Installed 」 に変わります。 

管理ちパスワードの削除 

管巧をパスワードを削除する場合は 、 BIOS Set 叩ユーティリティ起動時に管 a 
をパスワードを入力してください。 

1 に11311巨 e Supervisor Password 」 を還択してし 1 を巧すと、次のメッ 
セージび表示されまず。 


Enter New Password 


2 何も入力せずに Gn を巧ずと、次のメッセージげ表示されまず。 


Password uninstalled . 
[ Ok ] 


3 rokj び還択された状態で nri を巧しまず。 

「 SupervisorPassword 」 項目の表示が 「 NotInstalled 」 に変わります。これでパ 
スワードが削除されました。 

管理者パスワードを削除すると、 ューザー パスワードも削除されます。 

ユーザーパスワードの削除 

ューザーパスワードのみの削除方法は次のとおりです。 

1 [Clear User Password 」 を選択して、 [ 1 を押ずと、巧のメッセージが 
表でされまず。 


Clear User Password ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を選択して、を巧しまず。 

「User Password 」 項目の表示が 「Not Installed 」 に蛮わります。 
これで、ユーザーパスワードが削除されました。 
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► BIOS Setup ユーテイリテイの終了 


「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」 を終了するには、次の2つの方法があります。 

Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了ずる） 

'変更した設を値を保存して 、 BIOS Se 扣 P ユーティリティを終了します。 

1 [ F10 I を巧ず、または 「 Exit 」 メ ニユー 画面 — 「Save Changes and Exit 」 
を選択ずると次のメ ツ セージが表示されます。 

Save configuration changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択し、 GJH を巧しまず。 

Discard Changes and Exit (変更した内容を破棄し終了ずる） 

'変更した設を値を保存せずに 、 BIOS Se 扣 P ユーティリティを終了します。 

1 [ Esc ) を巧す、または FExitJ メニユー画面 — 「Discard Changes and 
Exit 」 を還択ずると;夕のメツセージび表示されまず。 

Discard changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択し、に *71 を押しまず。 


















I BIOS Setup ユ-テイりテイの設定關 


ここでは、 BIOS Se 扣 P ユーティリティで設定できる項目と、設定方法などについて説明します。 BIOS 
Setup ユーティリティのメニュー画面には、次の6つのメニューがあります。 

• Main メニユー画面 

日付、時間などの設定を行います。 

• Advanced メニユー画面 

IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を行います。 

• Security メニユー画面 

パスワードに関する設定や、メインボード上のデバイスに関する設定を行います。 

• Power メニユー画面 

バッテリのリ フレッ シュを行います。 

• 巨0011メニユー画面 

システムを起動するドライブの設定を行います。 

• Exit メニユー画面 

BIOS Se 扣 P ユーテイリテイを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 

►Main メニュー画面 


「MainJ メニュー画面では、日付、時間などの設定を行います。 
設を項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

本は項目表不のみ 


AM 1 BIOS 

"Version 

本機に搭載されている BIOS のバージョンを表示します。 

Processor 

ホ Type 

本機に搭載されているぴ U のタイプを自動的に表示します。 

"Speed 

本機に搭載されているぴ U の周波数を自動的に表示します。 

System Memory 

*Size 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

System Time 

時刻を設定します。（時：分：秒）の順で表示されています。 

System Date 

日付を設定します。（曜日月/日/年）の順で表示されています。 
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^ Advanced メこユー画面 


rAdvancedJ メニュー画面では、 IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を 


行います。 

設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

本は項目表巧のみ 


iDE Coniiguration 

IDE 装置の設定を表 
示します。 

Primary IDE Master/ 
Secondary IDE Master 

接続している IDE 装置について、が下の項目をサブメ 
ニューに 表巧、します。 

表示される項目は の E 装置によって異なります。 


Device 

IDE 装置の機器のを称を表示します。 


"Vendor 

の E 装置の型番を表示します。 


*Size 

HDD の容量を表示します。 


*LBA Mode 

LBA (Logical Block Addressing) をサポートしているかど 
うかを表示します。 


*Block Mode 

一度に何七クタ転送できるかを表示します。 


"PIO Mode 

IDE 装置の転送モードを表示します。 


*Async DMA 

IDE 装置の DMA 転送モードとチャンネルを表示します。 


*Ultra DMA 

Ultra DMA 対応装置の転送モ'ードとチャンネルを表示します。 


*S.M.A. 民 . T. 

S.M.A. 民 . T. (Sell Monitoring Analysis and Reporting 
Technology) をサポートしているかどうかを表示しまず。 


Type 

ドライブの仕様を設定します。 

初期値 [Auto] のまま使用しまず。 


LBA / Large Mode 

LBA (Logical Block Addressing) を使用するかどうかを表 
巧します。 

Dis 油 led: 使用しません。 

Auto : LBA を使用します。 


Block (Multi-Sector 
Transfer) 

一度に何七クタ転送できるかを表示します。 

Disabled :巧用しません。 

Auto : BIOS が自動的に最適な速をに設をします。 


PIO Mode 

ドライブの転送モード (PIO) を設定します。 

Auto : BIOS が自動的に最適な転送モードを設定します。 

0/1/2/3/4 :転送モ'ードを設定します。 


DMA Mode 

ドライブの DMA 串云送モードを設定します。 

Auto : BIOS が自動的に最適な転送モードを設定します。 
SWDMA0/ SWDMA1/ SWDMA2 / MWDMA0/ MWDMA1/ 
MWDMA2/UDMA0/UDMA1/UDMA2/UDMA3/UDMA4/UDMA5 


S.M.A. 民 .T 

初期値 [A 山 0] のまま使用します。 


32Bit Data Transfer 

初期値 [Enable 山のまま使用します。 

internal Pointing Device 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定します。 
Enabled :夕、ソチパッドをが用しまず。 

Disabled: タッチパッドを使用しません。 
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Exchange Fn & Ctrl Key 

キーボードの左下側にある （ Fn 1 と、その隣にある （ Ctrl 1 
の機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Enabled : [ Fn 1と [加 1 ] の機能を入れ替えます。 

Disabled : ( Fn ) と （加 11の樵能を入れ替えません。 

Exchange 民- Alt & Win APP Key 

キーボードの右下側にある （ Alt 1と、その隣にある（目 J 
の機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Enabled : [ Alt 1と （ 目の機能を入れ替えます。 

Dis 油 led : ( Alt 1と （ 目 K 1の機能を入れ替えません。 


►Security メニュー画面 


「 Security 」 メニュー画面では、パスワ ■ —ドに関する設をや、メインボ'—ド上のデノくイスに関する設定を 
行います。パスワードの設定ホ法は、 な p .160「 Password の設定」をご覧ください。 

設定項目は、次のとおりです。 


_はな IM 値 

本は項目表不のみ 


Supervisor Password/User Password 

「Supervisor Password 」 （管理者パスワード）と User Password (ユー 
ザーパスワード）が設定されているかどうかを表示します。 

Not Ins は lied ソくスワードが設をされていません。 

Installed ソくスワードが設定されています。 

Change Supervisor Password 

「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定します。 
BIOS Setup ユーテイリティや Windows 起動時にパスワード 
入力を要おします。 

( ♦J 1 を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

User Access Level 

r Supervisor Password ] (管理をパスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります 。 「UserPasswordJ (ユー 
ザーパスワード）を入力したユーザーが BIOS Se 扣 P ユー 
ティリティにアクセスすることを4段階で制限します。 

No Access : BIOS Setup ユーティリティを起動することがで 
きません。 

View Only : BIOS Setup ユーティリティを閲覧できますが、 
設定項目のを更はできません。 

Limited : BIOS Setup ユーティリティを閲覧できるほか 

に、一部の設を項目を'変更できます。 

Full Access : 管巧をと同一の梅利を許可します。 BIOS 七ッ 
トアップユーティ y ティのすベての項目を設 
定したり閲覧したりすることができまず。 

Change User Password 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を設をします。 
r Supervisor PasswordJ (管理をパスワード）を設定すると 
設定可能になります 。 BIOS Se 扣 P ユーティリティ起動時に 
パスワード入力を要求します。 

( ♦J 1 を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

Clear User Password 

ユーザーパスワードを削除します。 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を設定すると表示 
されまず。 

【夺1 ) を押すと、ユーザーパスワードの削除ウィンドウが 
表示されます。 
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Password Check 

「Supervisor Password 」 （管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。パスワード入力を要求す 
るタイミングを設定します。 

SetuD : BIOS SetuD ユーティリティ走日動時にパスワード入 
力を要ホします。 

Always : BIOS Setup ユーティリティや Windows 起動時、省電 
カモードから復帰時にパスワード入力を要おしま 
す。 

Boot Sector Virus Protection 

「Supervisor Password 」 （管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。 HDD のブートセクタ（システム領 
域）への書き込みを禁止するかどうかを設定します。 

Dis 油 led :書きみみを許可しま于。 

Enabled :書き込みを禁止します。 

TPM Security 

「Supervisor Password 」 （管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。セキュリティチップ （ TPM ) を使用 
するかどうかを設定します。 

Disabled :セキュリティチップを使用しません。 

Enabled :七キュリティチップを使用します。 

TPM Security Clear 

「TPM Security 」 を 「 Enabled 」 に設定すると表示されます。 
セキュリティチップ （ TPM ) の設定を初期化（消去）しま 
す。 

初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用す 
ることができなくなります。セキュリティチップの初期化 
は、充分に注意し、お客様の責任において行ってください。 

(♦ J 1を押すと初期化お認ウィンドウが表示されます。 

I/O Interface Security 

データの盗難を防ぐ 
ために、インタ 
フェースの有効、無 
効を設定します。 

「 Supervisor Password 」 
(管理者パスワード） 

を設定すると設定可 
能になります。 

AUDIO 

サウンド機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :サウンド機能の使用を可能にします。 

LOCKED :サウンド機能の使用を不可にします。 

LAN 

ネットワーク（有線 LAN ) 機能の使用を可能にするかどうか 
を設定します。 

UNLOCKED : LAN 機能の巧用を可能にします。 

LOCKED : LAN 機能の使用を不可にします。 

Optical Disk Drive 

光ディスクドライブ機能の使用を可能にするかどうかを設定 
します。 

UNLOCKED :ホディスクドライブ機能の使用を可能にします。 
LOCKED :光ディスクドライブ機能の使用を不可にします。 

PC Card / SD / MS / 

MMC /1 EEE 1394 

PC カード/メモリカード/化 EE 1394 機能の使用を可能にするか 
どうかを設定します。 

UNLOCKED : PC カード/メモリカード/圧 EE 1394 樵能の使用 
を可能にします。 

LOCKED : PC カードメモリカード/ IEEE 1394 機能の使用 

を不可にします。 

USB/Wireless LAN 

USB 機能および無線 LAN 機能の使用を可能にするかどうかを 
設定します。 

UNLOCKED : USB 機能および無線 LAN 機能の巧用を可能に 
します。 

LOCKED : USB 機能および無線 LAN 機能の使用を不可に 

します。 


























BIOS Setup ユーテイ U テイの設定項目 


Hard Disk Protection 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。 HDD へのアクセス制限の設定をしま 
す。アクセス制限を行った HDD は、ほかのコンピュータに接 
続しても認識されなくなります。 

HDD にアクセスするには、 BIOS 起動時、システム起動時や休 
止状態からの復帰時にパスワードの入力が必要です。 

Disabled : HDD へのアクセスを制限しません。 

Enabled : HDD へのアクセスを制限します。 

►Power メニユー画面 

「 Power 」 メニュー画面では、バッテリのリフレッシュを行います。 

設定項目は、次のとおりです。 

Start Battery Calibration 

(バッテリのリフレッシュの実行） 

バッテリのリフレッシュを行う場合に実行します。 

ご受コ P .64 レくッテリ残量が正しくま示されないときは J 


► Boot メニユー画面 


「 Boot 」 メニュー画面では、システムを起動するドライブの設定を行います。 
設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


Boot Device Priority 

1 st Boot Device 

1 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

「Removable Device 」 です。 

Windows を起動する 
ドライブの順番を設 
をします。 

2 nd Boot Device 

2番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 「 CD / 
DVD 」 です。 

3 rd Boot Device 

3番目に起動するドライブを設定します。初期値は 、 「Hard 
Drive ] です。 


4 th Boot Device 

ネットワークから起動する場合に使用します。 「 Boot 」 メ 
ニュー画面一 「Onboard LAN Boot 民 OM 」 を 「 Enabled 」 に 
設定すると表示されます。初期設定は 「 Network 」 です。 

Onboard LAN Boot ROM 

リモートブートを巧う場合は 「 Enabled 」 に設定します。 

Dis 油 led :無効にします。 

Enabled :有効にします。 

Wake-Up On LAN 

山 AN からの起動設定） 

電源切断時やスタンバイ、休止時において、ネットワークか 
らの信号により起動するかどうかを設定します。この機能は、 
Windows を正常に終了し、 AC アダプタを接続した状態でのみ 
使用可能です。 

Dis 油 led :設をしません。 

Enabled :設定します。 
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起動ずるドライブとは 

r Boot Device Priority J では、 Windows を起動するドライブの順番を設定しています。 

コンピュータが、 [1 st Boot Device ]、[2 nd ..*] という順番でドライブを檢出して、システムが見つかつ 
たドライブから起動します。起動するドライブの順番は、サブメニューに表示されるドライブの順番を 
入れ替えることで変更することができます。 

サブメニューに表示される項目は、次のとおりです（購入時のシステム構成により異なります)。 

•Removable Device :オプションの US 日 FDD など 
• CD/DVD :接続されている光ディスクドライブ 
•Hard Drive :接続されている HDD 

•Disabled :検出するドライブなどを割り付けないときに設定します 


► Exit メニュー画面 


「 Exi りメニュー画面では 、 BIOS SeUip ユーティリティを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 
設定項目は、次のとおりです。 



Save Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存してから、 BIOS Setup ユーティリティを終了 
します。 

Discard Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存せずに、 BIOS Setup ユーティリティを終了し 
ます。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーティリティを終了させずに、変更した設定値を前回保存した 
設定値に戻します。 

Load Optimal Defaults 

BIOS Se 山 P ユーティリティの設ぞ値を、 BIOS の初期設ぞ値に戻します。 
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►BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Se 扣 P ユーティリティで設定を変更した場合は、を更内容を下表に記録しておくと便利です。購入 
時の設をは必ず記録してください。 

Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal Pointing Device 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange Fn & Ctrl Key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange 民 - Alt & Win APP Key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

本 User Access Level 

No Access 

View Only 

No Access 

View Only 



Limited 

Full Access 

Limited 

Full Access 

* Password Check 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

*Boot Sector Virus Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

* TPM Security 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

*1/0 Interface 

AUDIO 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Security 

LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Optical Disk Drive 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


PC Card / SD / MS / 

MMC / IEEE 1394 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


USB/Wireless LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

*Hard Disk Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


*「 SupervisorPassword 」 （管巧者パスワード）を設定すると表示されます。 


Boot メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot Device 

Priority 

1 st Boot Device 



2 nd Boot Device 



3 rd Boot Device 



4 th Boot Device 



Onboard LAN Boot ROM 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 

Wake-Up On LAN 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 
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ソフトウェアの 
再インス I ル 

ソフトウエアを再インス I -ールする手順について説明します。 


「再 インス! -ー ルする前に必ずお読みください」 . 172 

r ソフトウてアの再インス!-ールを行ラ」 ... 173 









I 再ィンストルする制こぉず獅くださぃ 


ここでは、ソフトウエアの再インストールを行う前に知っておいていただきた 
い情報にっいて記載しています。 

HDD をフォーマットして、 Windows や本体ドライバなどをインストールしな 
おす作業のことを、本書では「再インストール」と記載します。 

再インストールは「リカバリ」とも言います。 

►再インストールが必要な場合 


再インストールは次のような場合に行います。通常は必要ありません。 

• なんらかの原因で Windows が起動しなくなり、修復できない場合 
• HDD 領域の構成を変更したい場合 


►重要事 I 具 


再インストールする前に、次の重要事項を必ずお読みください。 

当社製 L ソがの BIOS へのアップデート禁止 

当を製な外の BIOS へのアップデートは絶対にしないでください。当を製な外の 
BIOS にアップデートすると、再インストールができなくなります。 

セキュリティソフトウエアの更新ヴービス 

本機に添付のセキュリティソフトウェア「 Norton Internet Security 90日版」で、 
90日経過後に更新サービスの延長キーを購入して更新サービスを継続してい 
る場合、再インストールを行うと更新サービスの延長が無効になります。更新 
サービスの延長が無効になってしまった場合は、シマンテックストアまでお問 
い合わせください。 

ご 安= '『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』側刪 

消ま禁止領域 

Windows のインストール中に、「消去禁止領域」は絶巧に削除しないでくださ 
い。「消去禁止領域」には、本体ドラィバやソフトウェアなどが収録されてい 
るため、削除すると再インストールができなくなります。 

最新の情報 

ィンストール方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合が 
あります。栖包品を確認して、紙類が添付されている場合は、その手順に従っ 
て作業をすすめてください。 
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I ソフトウェアの再インストールを巧ラ 


ここでは、ソフトウエアの再インストール方法について記載しています。 

►必要なメディア 


再インストールには、次のメディアが必要です。 


• Windows XP リカバリ CD 
Windows XP が収録されている CD-ROM です。 

• リカパ' IJ ツール CD 

本体ドライバやソフトウェアを、 HDD の「消ち禁止領域」からインストール 
するためのプログラムが収録されている CD-ROM です。 

•そのほか必要なメディア 

お使いのシステム構成によって必要なメディアは異なります。 

本体ドライバやソフトウェアは HDD の消ち禁止領域に収録されています。 
専用のメディアは添付されていません。 

と苗コ P .27 「添付されているソフトウェア」 

►再インストールの概要 


ソフトウェアの再インストールの概要は、次のとおりです。 


Windows XP リカバリ CD リカバリツール CD 



消去禁止領域 



① Windows XP リカバリ CD か5、 Windows をインス!ルします。 

感 リカバリツール CD から、リカバリツールをインス!-ールします。 

HDD の 消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウ ェアの イン 
ストールは、 リカバリ ツールを 使用して行いまず。 

感リカバリツールを使用して、本体ドライバやソフトウェアをインス!''ールしま 
す。 
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消ま禁止領域 

「消去禁止領域 J は、 Windows 上では表示されませんが、 Windows の インスト ' — 
ル中には表示されます。消ち禁止領巧を削除してしまうと、本体ドライバやソ 
フ トウ エアの イ ンス トールができなくなりますので、 絶巧に削除しないでくだ 
さい。 

「消ち禁止領域」のデータは、 CD にバックアップすることもできます。 

ご 歹 = 口 .221 レくックアップ CD の作成」 


►インストールの順を 


再インストールは、次の順番で行います。購入時のインストールが態は、 
と覆コ P .27 「添付されているソフトウエア」で確認してください。 

★印が付いたソフトウエアは必ずインストールを行ってください。 


Windows ★ 

と ^ P .177 「Windows XP のインストール」 



リカバリ ツール ★ 

と冢 ^p.l82 「リカバリツールのインストール」 



本体ドライバ ★ 

と夏^ P .182 「本体ドライノ くの イ ンス トール」 



Adobe Reader ★ 

と ^^ P .184 「 Adobe 民 eader のインストール」 



セキュリティソフトウェア ★ 

ご 夏つ 『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』（別冊) 



マニュアルびゆ一ね ★ 

ご 巧 ご p . 185 「マニュアルびゆ ■ 一わのインストール」 



Nero / Essentials 

(書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） ★ 

/^^^p.l86「Nero 7 Essentials のインストール」 
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Win DVD 

( DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） ★ 

とす" P .186「 WinDVD のインストール J 



JWord Plugin 

な P .187「 JWordP 山 gin のインストール」 



旨00ステイツク 

尸ちコ p .187「 goo スティックのインスト ■ —ル J 



そのほかのインス!-ール 

とす" P .187 「そのほかのインストール」 



再インストール後の作業 

尸百コ p .189 「再インストール後の作業」 


►インストール作業における確認事頃 

再インストールを始める前に、下記の点をご確認ください。 


インス!-ール全般 

インストール作業は、 AC アダプタを接続して行ってください。 

コンピユータの管理ち権限で □ グオン 

インストール作業は、「コンピュータの管巧を」権限（または同等の権限を持つ 
ユーザー アカウント）でログオンして行ってください。 


システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設をとシステム構成を購入時の状態に戻して行うことをお 
すすめします。 

HDD のファイルシステム 

購入時の HDD は、 NTFS ファイルシステムを使用して領巧を作成し、 Windows を 
インストールしています。 Windows のインストールでパーテイシヨンをフオー 
マットする際は、必ず NTFS ファイルシステムをイ吏用してください。 











ソフトウエアの再インス!ルを行ラ 


ドラィブ名 

本章の説明では、ドライブ構成が次のようになっているものとします。 
光ディスクドライブのドライブぶは、 HDD 領域の数によって異なります。 


A ドライブ ： USB FDD (オプション） 

〔ドライブ： HDD 
D ドライブ：光ディスクドライブ 

各種設定やデータの/ V ’ックアップ 

再インストールを行うと、設定した事項が初期値に戻ってしまったり、データ 
が消えてしまったりします。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書 
き写したり、データのバックアップを行っておいてください。 

/^p.l 78 レ"< ックアップを取る」 

お問い合わせ情報 

Windows のインスト ' —ルを行うと、次の場所に表示されているメ ' 一 力 ‘—ロゴと 
サポート情報は消ちされます。あらかじめご了承ください。 

[スタート] 一「コント□ールパネル」一「パフオーマンスとメンテナンス」 
-「システム」 

メ ーカーロ ゴとサ ポー ト情報の復元プロダラムは、 ユーザー サ ポー ト ページ か 
らダウン ロー ドできます。 

と舅コ P.223 「電子 マニュアルのダウンロード」 
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►Windows XP のインス I ル 


インス!-ールの流れ 

Windows XP のインストールの主な流れは次のとおりです。 

インストール作業は」/ "^9.178 「Windows XP をインストールする」な降の手 
順に従って行ってください。 


バックアップを取る 


本機を購入時の状態にする 


インス I ルの開始 （ Windows のインス I ル手順1〜） 


HDD 領域 （ C ドライブ）の変更 

''な.. P .226 「C ドライブを分割•変 
更する」 


HDD の フオー マツトとファイルの コピー(手順 7〜） 


Windows XP のセツトアップ（手順10〜） 


終了 


HDD 領域 （ C ドライブ）を変更するには 

Windows のインストール中に〔ドライブ （ Windows がインスト ' —ルされている領 
域）のサイズを変更したり、分割したりすることができます。 

HDD 領域の変更や、分割の詳しい説明は、 とす^ P .225 「 HDD 領域（ドライブ） 
の分割•変更-作成」をご覧ください。 
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►Windows XP をインストールずる 


バックアップを取る 

次の設定やデータは、 Windows の再インストールを行うと消えてしまいます。 
必要に応じてバックアップを行ってください。 

• ネットワークの設定 

接続に関する設定を書き写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り」、日 utlook Express の「アドレス帳」「メー 
ルデータ」 

と易 3 p .219 「データのバックアップ」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウエア 
に添付のマニュアルをご覧ください。 

•セキュリティチップユーティリティの設定 
セキュリティチップューティリティを使用している場合は、設定のバック 
アップを行ってください。 

と豪^ 『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』（別刪一 「 Windows を再イ 
ンストールする前に」 

•重要なデータ 

ほかのメディアなどにコピーしておいてください。 

HDD 領域の変更を行わない場合でも、 C ドライブな外のドライブ （ HDD 領 
域）のデータのバックアップを念のため行うことをおすすめします。 

詳しいバックアップのホ法は、 I ご葛^ P .219 「データのバックアップ」をご覧 
ください。 

コンピュータを購入時の状態にする 

マウスなどの周辺機器が接続されていたり、 BIOS の設を値が変更されていたり 
すると、正常にインストールが行われない可能性があります。本機を購入時の 
が態に戻してから再インストールを行ってください。 

Windows XP のインストール 

Windows XP のインストールホ法は、次のとおりです。 

1 Windows が起動した状態で 、 「Windows XP リカバリ CD 」 を光ディスク 
ドライブにセットしまず。 

「実行する操作の選択」画面が表示されたら、画面左下の[終了]をクリッ 
クし、画面を閉じてください。ここからはインストールを行いません。 

2 [スタート]-[終了オプション]-[再起動]をクリックして、コンピュー 
夕を再起動しまず。 
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3 起動時に 「Press any key to boot from CD」 と表示された6、どれか 
キーを 押しまず。 

手順4の画面が表示されるまで少し時間がかかります。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows が起動してしまいます。 
Windows が起動してしまった場合は、手順2へ戻りまず。 

HDD 領域が C ドライブのみの場合は、手順日に進みます。 

4 HDD 領域び複数ある場合は、巧の画面び表示されまず。この場合は、必ず 

riiTl を巧しまず。 



C ドライブ拉が 
のドライブ 


上の画面では必ず f Esc 〕 を押して、 C ドライブに Windows をインストールし 
てください。 厂^ を押してしまうと、 C ドライブな外のドライブに Windows 
がインストールされるため、そのドライブに収録されているデータはすべて 
消えてしまいます。ご注意ください。 

5 「巧の一覧にはこのコンピユータ上の既巧のパーティシヨンと未使用の領域 
び表示されていまず。 • • •」と表示された S、 夕のとおり作業を続けまず。 

<領域変更を行ラ場合> 

，な P .226「 C ドライブを分割-変更する」の手順に従ってください。 

<領域変更を行わない場合（ほ常）> 

C ドライブが選択されていることを確認し fTH を押します。 



r ミ肖去禁止領域」を、誤って 
削除しないで<ださい。 


画面下方に、 HDD 領域の一覧が表示されます。このうち、「消去禁止領域」 
は、本体ドライバやソフトウエアの再インストールに巧用する領域です。系色 
対•に削除しないでください。 
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6 HDD の領域び複数ある場合、「別のオペレーテイングシステムのあるパー 
テイシヨンに…」 と表示された sr ^ を巧しまず。 

HDD の領域が1つの場合は、上記は表示されませんので次の手順に進みます。 

7 「…に Windows XP をインス!'―ルします。」と表示された5、 「 NTFS ファ 
イルシステムを使用してパーテイシヨンをフォーマット」を還択して 
OH を巧しまず。 

「現在のファイルシステムをそのまま f ま用（変更なし）」を選択すると、 C ド 
ライブに Windows が追加登録されてしまいます （ Windows が複数になります） 
ので注意してください。 

8 r 警告：このドライブをフォーマットずると • • •」と表示された 5、 czD を 
巧しまず。 

9 フォーマットと、ファイルのコピーげ行われます。終了ずると、自動的にコ 
ンピユータが再起動します。 

再起動してから 「Windows XP ライセンス契狗 J が表示されるまでに、少し 
時間がかかります。 

10 「ライセンス契約」が表示された5、契約内容に同意ずるかしないかを設定 
しまず。 

「同意しない」を選択すると Windows XP のインストールが中止されます。 

11 「ソフトウェアの個人用設定」と表示された5、 r 名前」と「組織名」を入力 
し、[巧へ]をクリックします。 

「を前」は必ず入力してください。 

12 「コンピユータ名…」と表示された5、必要な項目を入力して[なへ]をクリッ 
クしまず。 

とす^ P .45 「セットアップ中に入力する項目」 

13 「日付と時刻の設定」と表示された5、表示内容をお認して[次へ]をクリッ 
クしまず。 

本機設置場所の日付と時刻の設定を行います。 

14 Windows XP Professional をお使いの場合は、「ワークグループまたはド 
メイン名」と表示されまず。必要な項目を入力して[次へ]をクリックしまず。 

• ネットワークに接続する場合 

企業内 LAN や家庭内 LAN などに接続するときは、「ワークグループ」ま 
たは、「ドメインを」を入力します。 

• ネットワークに接続しない場合 

「このコンピュータはネットワーク上にないか…」に任意の英数字（例： 
「 WORKGROUP 」 など）を入力する必要があります。 
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15 再起動をに「ディスプレイの設定」画面び表示された S 、[0 K ] をクリック 
しまず。 

16 「モニタの設定」画面が表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

1 / 「Microsoft Windows へようこそ」と表示された5、画面ち下の同をクリッ 
クしまず。 

18 「コンピユータを巧霞してください」と表示された5、自動更新を有効にず 
るかどうかを選択し、画面ち下の国をクリックしまず。 

インターネットに接続している環境の場合は、自動更新を有効にすることを 
おすすめします。 

19 「インターネットに接続ずるち法を指定してください。」と表示された S 、 画 
面ち下にある◎(省略）をクリックしまず。 

購入時の構成によっては、表示されない場合があります。表示されない場合 
は、次の手順に進みます。 

20 「Microsoft にユー ザー登録ずる準備はできましたか？」と表示された 5、 
「いいえ、今回は ユー ザー登録しません。」にチェックを付けて@をクリッ 
クします。 

購入時の構成によっては、表示されない場合があります。表示されない場合 
は、次の手順に進みます。 

21 「このコンピユータを使うユーザーを指定してください」と表示された5、 
ユーザー名を入力して固をクリックしまず。 

ユーザー名を少なくとも1つ入力してください。 

22 「設定び完了しました」と表示された5、@をクリックしまず。 

Windows XP のデスクトップ画面び表示された5 、 「Windows XP リカバ 
リ CD 」 を取り出しまず。 

これで Windows XP のインストールは完了です。 

24 手順已で HDD 領域 （ C ドライブ）を変更した場合は、 r モ使用の領域」に領 
域（パーティシヨン）の作成を行いまず。 

領域レくーテイシヨン）の作成は、ドライバやソフトウェアのインストール 
が終了してから行っても構いません。 

とす= P .229「 C ドライブな外のドライブを作成-変更する」 
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►リカパリツールのインストール 


リカバリツールは、 HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフ 
トウェアのインストールの際に巧用します。 

リカバリツールのインストールは、次の手順で行います。 

1 「リカバリツール CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

正しく七ットされると自動的に「リカバリツール 七ッ トアップへようこそ」 
画面が表示されます。 

表示されない場合は、[スタート]-「マイコンピュータ」一 「 EPSON _ CD 」 
をダブルクリックします。 

と 1•ソ降は画面の指示に従ってインストールを行ってください。 

インストールが完了すると、デスクトップ上に次のアイコンが表示されます。 
「リカバリツール CD 」 を光ディスクドライブから取り出してください。 

嚴 

リカバリ ツール 

►本な:ドライパのインストール 


本機のメインボード上に搭載されているデバイスのドライバ類を、一括してイ 
ンストールします。 

本体ドライバのインストールでインストールずるドライバ類は次のとおりで 
す。 


•ネットワ'ークドライノく 
•サウンドドライバ 

• メモリカードドライバ 
•セキュリティチップドライバ 

• Liquid View 


• ビデホドライバ 
•タッチパッドドライバ 
•インスタントキードライバ 
• Windows Media Player 10 


• Liquid Surf (15 型 SXGA + 液晶ディスプレイ搭載時のみ) 
•無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ） 


インストール 

インストールの手順は次のとおりでず。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面び表示された5、[インストール]をクリックしまず。 
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3 本体ドライバやソフトウエアの一覽の画面び表示された5、一覧か6「本体 
ドライバ」を還択して[インス!ル]をクリックしまず。 

手順4の画面が表示されるまでには、数分かかります。 



※表示される項目は、システム構成によって異なりまず。 

4 「ドライバ-ソフトウエアのインス I ル」画面げ表示された5、一覧か5 
[インス!ル]をクリックしまず。 

5 「インス!ル®認」画面げ表示されまず。内容をよくお読みになり [0 K ] 
をクリックしまず。 

各ドライバが自動的にインストールされます。インストールには、十数分か 
かります。 

6 「インス!ルび完了しました。」と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

7 「インストール処理」画面び表示された6、ドライバのインストール状態を 
確認して [ PC 再起動]をクリックしまず。 

ドライバによっては、 Windows の再起動後に自動的にインストールされま 
す。 Windows が再起動したら、本体ドライバのインストールは完了です。 
無線 LAN 機能搭載時は続けて次の作業を行います。 

8 巧の画面び表示された5、「802.11ユーティリティのみを使用し Windows 
の無線ネットワーク磯旨目を無効にずる」び還択された状態で [ OK ] をクリッ 
クします。 



これで「本体ドライバ」のインストールは完了です。 
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リカバリツールの[ファイル削除]の表示について 


リカバリ ツールからインストールを 行う 際、ソフトウ エアによっては一時的に 
HDD にイ ンストール 用 データをコピー します。「リカバリ ツール」 画面で [ファ 
イル 削除]が黒字で表示されるときは、 コピー された不要な インストール 用 
データが HDD に残っています。 [ファイル 削除]をクリックして データを 削除 
すると、 HDD の容量を節約することができます。 


^ Adobe Reader のインストール 


「Adobe Reader 」 は、 PDF 形式のファイルを表示したり、巧刷したりするための 
ソフトウェアです。 

r Adobe Reader ] の インストー ル手順は、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス I ル]をクリックします。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5 
「Adobe Reader 」 を還択して[インス!ル]をクリックします。 

4 「Adobe Reader ••セットアップ」画面げ表示された5、[巧へ]をクリッ 
クします。 

5 「プ□グラムをインストールずる準備びできました」と表示された5、[イ 
ンス I ル]をクリックします。 

インストールにはしばらく時間がかかります。 

6 「セットアップ完了」と表示された5、[完了]をクリックします。 

7 r 使用許諾契約書」び表示された5、「•- •言語を還択してください。」び 
「日本語」になつていることを確認しまず。 

8 r 使用許諾契約書」に同意するかしないかを還択しまず。 

同意する場合は、[同意する]をクリックします。[同意しない]を選択する 
と 、 「Adobe Reader ] は使用できません。 

9 「Adobe Reader 操作ガイド」び表示されまず。 

内容を確認してください。 

これで 、 「Adobe ReaderJ のインストールは完了です。 
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►セキユリテイソフトウェアのインストール 


本機に添付の七キュリティソフトウェア 「 Norton Internet Security 90日版」をイ 
ンストールします。『セキュリティソフトウェアをご{ま用の前に』（別冊）をご 
覧ください。 

市販の七キュリティソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェ 
アに添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 

►マニュアルびゆ一ねのインストール 


本機に添付されているマニュアルやお知らせを見るためのソフトウェアです。 
「マニュアルびゆ一わ」のインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5「マ 
ニュアルびゆ一わ」を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 「マニュアルびゆ一わセットアップへようこそ」画面び表示された5、[巧 
へ]をクリックしまず。 

5 「インス!ル準備の完了」画面が表示された S 、 [インストール]をクリッ 
クしまず。 

6 rinstallShield Wizard の完了」画面げ表示された5、院了]をクリックし 
まず。 

これで 「マニュアルびゆ 一 わ」の インストールは完了です。 
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►Nero 7 Essentials のインストール 


<書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

光ディスクドライブで書き込みを行うためのソフトウェアです。 

Nero 7 Essentials のインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

と 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス I ル]をクリックします。 

ゴ本体ドライバやソフトウ；!:アの一覧の画面び表示された5、一覽か5 「Nero 
7 Essentials 」 を還択して[インス!ル]をクリックします。 

4 「 Nero マルチインストーラ」画面び表示された5 、 [Nero 7 Essentials ] を 
クリックしまず。 

5 「•- •インス!ルウィザードへようこそ」と表示された5、1•ソ降は画面 
の指示に従ってインス I ルを巧ってください。 

► WinDVD のインストール 


< DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウ： n アです。 

WinDVD のインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス I ル]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトゥ I アの一覧の画面び表示された S 、 一覧か5 
rinterVideo WinDVD …」を還択して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 rWinDVD セットアップへようこそ」と表示された5、1•ソ降は画面の指示に 
従ってインス I ルを巧ってください。 
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^JWord Plugin のインストール 


「 JWord Plugin 」 は、 Internet Explorer のアドレスノく一から、日本語でインタ ' —ネッ 
卜を検索できるソフトウエアです。 

JWord Phig 山のインストール手順は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「リカバリツール」画面が表示された S 、 [インス!ル]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウ I アの一覧の画面げ表示された5、一覽か5 
rJWord PluginJ を還択して[インストール]をクリックしまず。 

4 「 JWord プラグイン…へようこそ」画面が表示された6、1•ソ降は画面の指示 
に従ってインス I ルを行ってください。 

► goo スティックのインストール 


「 goo スティック」は 、 Internet Explorer のツールノく一に、検索サービス 「 goo 」 の 

検索ボックスを追加するソフトウエアです。 

goo ステイッ クのイ ンス トール手順は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「リカバリツール」画面が表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面が表示された5、一覽か5 r 巨〇〇 
スティック」を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 

4 「インス!ルが完了しました。」と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

これで、 goo ステイックのインストールは完了です。 

►そのほかのインストール 

必要に応じて次のインストールを行ってください。 

セキュリティチップユーティリティのインス!-ール 

セキュリティチップの設をを行うためのューティリティです。詳しくは、『七 
キュリティ機能 （ TPM ) 設をガィド』（別冊）をご覧ください。 
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各種ドライバのインス I ル 

お使いになるシステム構成によって、ドライバやユーティリティ、アプリケー 
シヨンなどのインストールが必要です。インストールは、オプシヨン機器類に 
添付されているメディアを f ま用して行います。詳しくは、本機でお使いになる 
オプシヨン機器類に添付のマニュアルをご覧ください。 



インス I ''ールが必要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のようなドライバやユーテイリテイが 
必要になります。 

- USB 巧応機器を巧用する場合： USB 機器に添付のドライバ 
• プリンタを使用する場合 ：プリンタに添付のドライバ 


メール ユー ティリティのインスIル 

メールューテイリテイをインストールすると、 「 OutlookExpress 」 または 「OutlookJ 
を起動している間、受信トレイに未開封メールがあるとメール着信ランプ（図） 
が点灯します。 

「メールューテイリテイ」のインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「リカバリツール」画面が表示された5、[インストール]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウてアの一覧の画面が表示された5、一覧か5「メー 
ルユーティリティ」を選択して[インストール]をクリックしまず。 

4 「Welcome to the InstallShield Wizard …」と表示された6、 [ Next ] 
をクリックしまず。 

5 「Choose Destination Location 」 画面び表示された6、 [ Next ] をクリッ 
クしまず。 

〇 ["Select Program Folder 」 画面が表示された6、 [ Next ] をクリックし 
まず。 

i rinstallShield Wizard Complete 」 画面が表示された6、 [ Finish ] をク 
リックしまず。 

8 [スタート]-[終了オプション]-[再起動]か SWindows を再起動しまず。 

Windows が再起動したら、メールューテイリテイのインストールは完了で 
す。 









第已章ソフトウェアの再インストール 


そのほかのソフトウエアのインス I -ール 

そのほかに使用するソフトウェアがある場合は、インストールします。インス 
卜 ' ール方法はソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

►再インストールをの作業 


再インストールが完了したら、必要に応じて次の作業を行ってください。 


領域の作成 

Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、未設を領域はそのまま 
では巧用できません。 Windows の「ディスクの管理」を使用して、領域の作成 
を行います。 

とす^ P .225 「 HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成」 

ネットワークの設定 

ネットワーク（有線 LAN ) や無線 LAN (無線 LAN 搭載時のみ）を巧用する場合 
は、ネットワークへの接続を行います。 

p . lll 「ネットワーク（有線 LAN ) を巧う」 
p .113 「無線 LAN を使う（オプション）」 


バックアップしたデータの復元 

再インストールを行う前にバックアップしたデータを復元します。 
と 多つ P .219 「データのバックアップ」 

• Internet Explorer、Outlook Express の設定の復元 
• 重要な データ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻します。 



Windows Update 

再インストールを行うと、今までに行った 「Windows Update ] のプログラムが 
インストールされていない状態に戻ります。 

再インストール後にはじめてインターネットに接続する際は、必ず手動で 
「 Windows Update ] を巧ってください。 

1).49 「Windows Update を行う J 
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ソフトウエアの再インストールを行ラ 


マイク使用時の設定 

本機にマイクを接続して巧用する場合の音量の調節するために、次の設定を行 
います。 

1 [スタート]—「コント □ —ルバネル」一「サウンド、音声、および才ーディ 
オデバイス」一「サウンドと才ーディオデバイス」をクリックしまず。 

2 「サウンドとオーディオデバイスのプ□パティ」画面で[オーディオ]タブ 
-「録音」項目の[音量]をクリックしまず。 

3 r 録音コント□-ル」画面で「マイクボリューム」項目の[還択]にチエッ 
クを付けます。 

4 [オプション]メニユ ー- [ I ン調舊]をクリックしまず。 

5 「マイクボリューム」項目一[ I ン]をクリックし、 ri _ マイクブース 
卜」項目にチェックを付けます。 

これで設定は完了です。 
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こんなとをは 

困ったとさの確認事項や巧処方まなどについて説明します。 


r トラブルが発生した5」 . 192 

r 困ったとさに」 . 193 

r トラブル時に役立つ機能」 . 213 

r 警告メッセージ/警告音」 . 21曰 







トラブルが発生した s 


本機をご使用時にトラブルが発生した場合は、次の場所から対処方法をご確認 
ください。 

• 困ったとさに 

トラブルが発生した場合の確認事項と対処方法を記載しています。 

P .193 「困ったときに」 


•と6ぶる辭ミ夹ナビ 

当社ユーザーサポートページの「サポート情報檢索」うみ、技術的なトラブ 
ルの解か方法をピックアップして収録しています。 



r イン フオメーシヨ ン メニュー」を 
開を、「と6ぶる解決ナビ」をク 
リックします。 




トラブルが起きた場合の巧処の流れ 
を確認しまず。 


起こったトラブルに関する項目をク 
リックします。 

トラブルの詳細が表示された5、詳細 
項目をク U ックし、巧処方まを確認し 
まず。 



サポート-サービスのご案内 

『サポート•サービスのご案内』（別冊）には、当社のサポートやサービスの内 
容が詳しく記載されていまず。 

困ったときや万一の場合に備えてご覧ください。 

























































困つたとをに 


困ったときの確認事項と対処方法を説明します。不具合が発生した場合に参 
考にしてください。対処方法が見つからない場合は、「インフォメーション 
メニュー」の「とらぶる解かナビ」や「サポート情報検索」もあわせてご覧く 
ださい。 



不具合が解消しない場合は 

対■処を行っても不具合が解消しない場合は、『サポート•サービスのご案内』 
(別冊）をご覧になり、「カスタマーサービスセンター」までご連絡ください。 


不具合一覧 


♦コンピュータ本体（起動時） . P .194 

•起動 . P .194 

•起動（そのほか） . P .200 

♦コンピュータ本体 . P . 201 

•省電力機能 . P .201 

•バッテ U パック .... 13.2 日 1 

•セキュ U ティチップ (TPM) ..... P .2 日2 

•そのほか ...... P .2 日2 

♦ メモリ . P . 203 

• メモリ ........ P .2 日吕 

♦記憶装置 . P .204 

• HDD. p.204 

•光ディスクドライブ . ... P .2 日4 

• PC 力ード ... P .2 日 6 

• メモ U 力ード ... P .2 日 7 

♦入力装置 . P .207 

•キーボード ..... P .2 日7 

•タッチパッド ...... P .2 日8 

♦表示装置 . P .209 

• LCD ユこツト . p.209 

♦サウンド . P .210 

•内蔵スピーカ.. ..... 13.21日 

♦ソフトウェア . P . 210 

•ソフトウェア . .....13.21日 

•インストール . 13.212 


♦ネットワーク、インターネット 


P.212 







































困ったとさに 


►コンピュータ本巧の不具合（起動時） 

コンピュータ本体の不具合に巧する巧処方法を説明します。 


起動時の不具合 

コンピュータが起動できない場合は、次の彰断を行い、各彰断結果に応じた巧 
処を行ってみてください。 


スタート 


コンピュータの電源 
を入れる 


cD YES 

ク 



♦ N0 

画面に EPSON □ゴ 
が表示される 

伞 

起動できない 

皆 

診曲結果 A 

ク 




画面に Windows □ゴ 
が表示される 

伞 

画面に エラー メッセ 
ージが表示される 

伞 

起動できない 

ク 

ク 


ク 

起動でをない 


起動できない 


該断おま己 


ク 

ク 

診瞄ぉま D 


診断結ま C 


診断結果 A 


次の対処を順番に行ってみてください。 


(1) が付けディスプレイの電源を入れる 

外付けディスプレイを接続している場合は、外付けディスプレイの電源を 
入れ、画面が表示されるか確認してください。 

(2) コンピュータへの電源供給を巧認する 

コンピュータへの電源供給に問題がある可能性があります。本機の電源を 
切ってから、コンピュータと AC アダプタ、電源コードを接続しなおし、再 
度電源を入れ、問題が解みされるかどうか確認してください。 

バッテリパックのみで巧用している場合は、完全放電している可能性があ 
ります。 AC アダプタを接続して{ま用してください。 

とす" P .40 「 AC アダプタを接続する」 






















第目章こんなとをは 


(3) 周辺機器および増設した装置を取り外す 

プリンタやスキャナ、メモリなど、ご購入後にお客様ご自身で増設された 
装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解決され 
るかどうか確認してください。 

(4) 電源保護回路を解除する 

過電流によってコンピュータが不安定になっている可能性があります。周 
辺機器/増設機器類（マウス、ディスプレイを含む）を外して電源コードを 
抜いたあと、1分程度放置し、問題が解かされるかどうか確認してください。 


診断結果 B 


次の対処を順番に行ってみてください。 

(1) 周辺機器および増設した装置を取り外す 

プリンタやスキャナ、メモリなど、ご購入後にお客様ご自身で増設された 
装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解決され 
るかどうか確認してください。 

(2) セーフモードで起動し、システムの復元を行ラ 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 

，ご灵 =" P .213 「セーフモー ドでの起動」 

セーフモードで起動できた場合は、「システムの復元」機能を使用してが前 
のコンピュータの 状態に戻すことで、問題が解決できる可能性があります。 
システムの復元を行ってみてください。 

尸百^ P .213 「システムの復元」 


(3) 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認しまず。 

前回起動時の構成で起動する手順は次のとおりです。 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. 「EPSON」 と表示され、消えた直後に fTT] を押し、そのまま離さずにし 
ば S く押し続けます。 

キーを押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、 
再起動してからやりなおしてください。 

3. 「Windows 拡張オプションメニュー」と表示されたら、 m または m を 
押して「前回正常起動時の構成」を選択し、厂 W を押します。 

4. 「オペレーティングシステムの選択」と表示されたら、起動する日 S を選択し 
てを押します。 














困ったとさに 


( 4 ) 团 OS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性がありまず。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解決されるか確認してください。初期値に房す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

P .159 「LoadOptimal Defaults (初期値に戻す)」 


( 5 ) Windows を再インス!ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再 インス トールを行って、問題が解かされるかどう 
か確認してください。 

と豪^ P .171 「ソフトウエアの再インストール」 


診断結果 C 


表示されたメッセージを確認し、メッ七ージに応じた対処を順番に行ってみて 
ください。 

• rs.M.A.R.T Failure Predicted on HDD / WARNING: Immediately 
back-up your data and replace your HDD 」 とし、うメッセージび表术 
された場合 


(1) カスタマーサービスセンターへ連絡する 

故障の可能性が考えられます。『サポート•サービスのご案内』をご覧にな 
り、カスタマーサービスセンターへご連絡ください。 


• [DISK BOOT FAILURE」 、 「Invalid system disk」 、 「Missing 
Operating System」、「Operating System Not Found」、「Reboot and 
Select proper Boot device …」などのメッセージび表示された場合 

次の対処を順番に行ってみてください。 


(1)FD や USB フラッシュメモリを取り外す 

接続している USB FDD に FD がセットされていたり、 USB 接続のフラッシュ 
メモリなどが接続されていたりすると、 FD や USB 機器から OS を読み込も 
うとして、現象が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してか 
ら、コンピュータを起動して、問題が解かされるかどうか確認してくださ 
い。また、 BIOS の 「 Boot 」 メニュー画面で起動に使用するドライブの優先 
順位の設定で HDD を最優先に設定しておくことで、 FDD や USB 機器を 
接続したが態でも、コンピュータを起動できるようになります。 
p .156 「BIOS Setup ューテイリテイの操作」 
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第白章こんなとをは 


( 2 ) しば6く放置する 

急激な温度を化があった場合は、 HDD の表面が結露してしまっている可能 
性があります。乾くまで、しばらく放置しておいてから、再度電源を入れて 
みてください。 

(3) H □□の認識と接続を確認する 

BIOS で HDD を認識できていない可能性があります。次の手順で BIOS を確 
認してください。 

1 . BIOS Setup ユーティリティを起動します。 

と 奇^ P . 155 「BIOS Setup ユーティリティの起動」 

2 . 「 Advanced 」 メニユー画面で 「Secondary IDE Master 」 の表示を確認し 
ます。 

HDD の型番が表示される場合、 HDD は正常な状態です。続けて、下記 

(4) (5) の作業を行ってみてください。 

「 NotD 幻 ected 」、「 NoneJ などと表示される場合は、 HDD が正常に認識さ 
れていません。『サポート.サービスのご案内』をご覧になり、「カスタ 
マーサー ビスセンター」へご連絡ください。 

(4) 目 IOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設を 
を初巧値に戻し、問題が解みされるかお詔してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

产 ^ P .159 r Load Optimal Defaults (初期値に戻す)」 


(5) Windows を再インス I '―ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプログラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インスト ■ —ルを行って、問題が解決されるかどう 
か確認してください。 

とす= P .171 「ソフトウェアの再インストール J 

• そのほかのメッセージび表示された場合 


次の対処を順番に行ってみてください。 


(1) FD や USB フラッシュメモリを取りかす 

接続している USB FDD に FD がセットされていたり 、 USB 接続のフラッシュ 
メモリなどが接続されていたりすると、 FD や USB 機器から OS を読み込も 
うとして、現象が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してか 
ら、コンピュータを起動して、問題が解ホされるかどうか確認してくださ 
い。また、 BIOS の 「 Boot 」 メニュー画面で起動に巧用するドライブの優先 
順位の設定で HDD を最優先に設定しておくことで、 FDD や USB 機器を 
接続した状態でも、コンピュータを起動できるようになります。 

と尹 P .156 「BIOS Se 扣 P ユーティリティの 操作」 
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困ったとさに 


(2) 周辺機器および増設した装置を取0外す 

プリンタやスキャナ、メモリなど、ご購入後にお客様ご自身で増設された 
装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解かされ 
るかどうか確認してください。 

(3) 日 lOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性がありまず。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解決されるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

!グ琴^ p .159 「LoadOptimal Defaults (初期値に戻す)」 


(4) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解かされるかどう 
か確認してください。 

p .171 「ソフトウエアの再インストール」 


診断結果 D 


次の対処を順番に行ってみてください。 


( 1 ) 周辺機器および増設した装置を取0外す 

プリンタやスキャナ、メモリなど、ご購入後にお客様ご自身で増設された 
装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解かされ 
るかどうか確認してください。 

(2) セーフモードで起動し、常駐ソフトを停止したり、システムの復元を行ラ 

必要最低限の状態である セーフモー ドで起動してみてください。 

ピ赛 ^ p .213 「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動できた場合は、常駐ソフト（システム稼動中、常に稼 
動しているソフト）を一時的に停止させることで問題が解かするかを確認 
してください。 

常駐ソフトを停止する手順は次のとおりです。 
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第目章こんなとをは 


1. [スタート]-「ファイル名を指定して実行」を選択します。 

2. r ファイル名を指定して実行」画面が表示されたら、 r 名前」に rmsconfigj 
と入力して、 [ OK ] をクリックします。 

3. 「スタートアップ」タブをクリックし、一覧か S 問題の原因となっている可 
能性のある項目（常駐ソフト）のチェックを外し、 [ OK ] をクリックします。 

4. r 再起動する必要があります」といラメッセージが表示されたら、[再起動] 
をクリックします。 

5. Windows 起動時に、「開始ち法を変更しました」といラメッセージが表示 
された6、「このメッセージを表示しない」にチェックを入れて、[日 K ] を 
クリックします。 

^常駐ソフトが原因ではなかった場合、外したチェックは元に戻してく 
ださい。 

常驻ソフトが原因でなかった場合は、「システムの復元」を行ってみてくだ 
さい。 K 前のコンピュータのが態に戻すことで、問題が解みできる可能性 
があります。 

と寶^ P .213 「システムの復元」 


(3) 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認します。 


1. コンピュータの電源を入れます。 

2. 「 EPSON 」 と表示され、消えた直後に r 再"1 を押し、そのまま離さずにし 
ば!5 く押し続けます。 

3. 「 Windows 拡張オプションメニュー」と表示された!5、 fTI もしくは m 
を押して、 r 前回正常起動時の構成」を選択し、 rm を押します。 

4. 「オペレーティングシステムの選択」と表示された5、起動する日 S を選択し 
て、 rrn を押します。 


(4) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが壊れている可能性があ 
ります。 Windows の再インストールを行って、問題が解決されるかどうか 
確語してください。 

P .171 「ソフトウエアの再インストール」 
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困ったとさに 


起動時の不具合（そのほか） 

現象 

起動時に次のよラにパスワードの入力が要ホされる。また、パスワードを入 
力してち起動しない。 

Enter Password : 


Hard Drive Locked , enter password : 


確認と対処 

•「BIOS Setup ユーティリティ」の 「SecurityJ メニュー画面でパスワードを 
設をしてあります。正しいパスワードを入力してください。 

とを^ P .156 「BIOS Se 扣 P ユーティリティの操作」 


■パ スワー ドを正しく入力しているか確認してください。 [Num Lk ] の状態により 
一部のキーが数値キーとして働きます。 

と 君 P .72 「 キーボードを巧う」 

■パスワードを忘れてしまった場合には、『サポート.サービスのご案内』を 
ご覧になり、カスタマーサービス七ンターまでご連絡ください。 


現象 


起動時に、 Windows を選択する画面が表おされる （ Windows が2つになつ 
てしまつている）。 


確認と対処 

■ Windows の再インストールの際に手順を間違ったと考えられます。 

再度、手順どおりに Windows の再インストールを行ってください。 

ポイントとなる手順は、次のとおりです。 

• P .178 「Windows XP の インストール」 の手順4では必ず [ Esc 1 を押す。 

• p .178 「Windows XP の インストール」 の手順5、 1).228「 C ドライブを分割. 
変更する」の手順1では必ず C ドライブを選択する （ C ドライブな外に 
Windows が入ってしまっている場合は、そのドライブを フォーマッ トす 
る)。 

• p .178 「Windows XP のインストール J の手順7、 p .228 「 C ドライブを分 
害 IJ . 変更する」の手順7では必ず 「 NTFS ファイルシステムをイ吏用してパー 
テイシヨンをフォーマット」を選択する。 
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►コン ピュータ本体の不具合 

省電力機能に関する不具合 

現象 


正し<省電カモードに移行でさない。または省電カモードか S 復帰でさない 


巧認と対処 

■使用しているアプリケーションや常駐ソフト、増設している周巧機器の影響 
により省電力機能が正常に働かない可能性があります。アプリケーションの 
削除や常駐ソフトの解除、周辺機器の一時的な取り外しを行い、省電力機能 
が正常に働くか確認してください。 

• バッテリ残量が少なくなり、ローバッテリを電カモードに入った場合は、 AC 
アダプタを接続してから復帰させてみてください。 

•省電カモードから復帰できない場合は 、 [Ctrl ) + f 7 ir ] + [ Deletej を押して本機 
を再起動してください。ただし、省電カモード移行前に作成したホ保存の 
データは、すべて消失します。 

•省電カモード時に PC カードやメモリ、 USB などを抜き差しすると、正し 
く復帰できません 。 (Ctrl )+[ Alt 卜 [ Deletel を押して、本機を再起動してくだ 
さい。ただし、省電カモード移行前に作成した未保存のデータは、すべて消 
失します。 

バッテリパック使用時の不具合 

現象 


充電されない。 


確認と対処 

• バッテリパックが正しく装着されているか確認してください。 

• バッテリ残量を正しく認識していない可能性があります。完全放電してから 
ホ電しなおしてください。 

ど哀 3 P.64 「バッテリ残量が正しく表示されないときは」 

• 充電時にバッテリ巧電ランプが点灯しているか確認してください。点なして 
いない場合は、電源コンセントに電源が供給されているか確認してくださ 
い。ほかの電気製品を電源コン七ントに接続してください。 


















困ったとさに 


現象 


すぐにバッテ U が終わつてしまラ。バッテ U での使用時間が短い。 


艦忍と対処 

■バッテリ残量を正しく認識していな V 、可能性があります。完全放電してから 
ホ電しなおしてください。 

とちコ P .64 レ《ッテリ残量が正しく表示されないときは」 

■バッテリが寿命に達したと考えられます。巧しいバッテリと交換してくださ 
い。なお巧用済みのバッテリは、所定のホをでリサイクルしてください。 
i ドお P '68 「使用巧みバッテリの取りあい」 

セキュリティチップのセキュリティ機能 ( TPM ) の不具合 
現象 


セキュ U テイチップの情報を初期化して、購入時の状態に戻したい。 


確認と対処 

■セキュリティチップの情巧の初期化は、 「 BIOS 七ットアップユーティリティ」 
の次の項目で行います。 

r Security J メニュー画面一 「TPM Security ClearJ で' 广■<■1 | を押します。表示 
されたセキュリティチップ設定の初期化ウィンドウで 「 OKJ を選択します。 
「 OKJ を選択後、 「 Exit 」 メニュー画面一 「Save Changes and Exit 」 を選択し 
て BIOS を終了します。 

1 ^ p .156 「BIOS Se 扣 P ユーティリティの操作」 


そのほかの不具合 
現ま 


八ングアップしてしまい、何ち反応しない。 


艦忍と対処 

■応答のないプログラムをタスクマネージャで終了させます。 

応答のないプログラムを終了させる手順は、次をご覧ください。 

.と哀ご P .55 レ、ングアップしたときは」 

■応答のないプログラムを終了させることができない場合には、電源スイッチ 
を押して電源を切ってください。 

■電源スイッチを押しても電源が切れない場合は、5秒な上電源スイッチを押 
してください。これで電源が切れます。 
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現象 


「BIOS Setup ユーティ U ティ」の情報、日付、時間などの設定が変わって 
しまラ。 


巧認と対処 

■本機内部のリチウム電池の残量が少なくなり、 BIOS のデータを保持できな 
くなっている可能性があります。『サポート.サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 

►メモリの不具合 


メモリの不具合に巧する対処ち法を説明します。 


メモリの不具合 
現象 


メモ U チ I ックで表おされるメモ U 容量が実際の容量と違っている。 


確認と対処 

• W 虹 dows 上ではメモリ容量が正しく表示されないことがあります 。 「BIOS Setup 
ユーティリティ」 を実行し、 「 Main 」 メニュー 画面一 「System MemoryJ で 
メモリ容量を確認してください。 

P.156 「BIOS Setup ユーティリティの操作」 

•本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとしてイ吏用します。装着してい 
る総メモリ容量から、ビデオメモリで巧用するメモリ容量を差し引いて表示 
されます。 

ビデオ容量はメインメモリの容量によって自動的に調整され、32〜 128 MB に 
なります。 






困ったとさに 


►記憶装置の不具合 

記憶装置の不具合に巧する対処方法を説明します。 


HDD の不具合 
現ま 


それまで問題なく使用していた HDD が認識されなくなつた。 


確認と対処 

■ HDD に問題が発生している可能性があります 。 「BIOS S 幻啤ユーティリティ」 
の 「AdvancedJ メニユ ■ —画面一 「IDE ConfigurationJ _ 「Secondary IDE Master 」 
で HDD の設ををお認してください。 

P.156 「BIOS Se 扣 P ユーティリティの操作」 

現象 

特定のファイルのみ読み書さでさなくなった。 

艦忍と対処 

■ファイルのデータが破損しているおそれがあります。 HDD のメンテナンス 
ユーテイリテイなどを実行してください。 

光ディスクドライブの不具合 
現象 


オーディオ CD や DVD VIDEO 再生時に、音声が出力されない。 


艦忍と対処 

■スピーカの音量が小さくなっている可能性があります。音量を調節してくだ 
さい。 

!/"■ 弓 ^ P.108 「を量の調節」 


現象 


セツトしたメディアにアクセスでさない。 


胞忍と対処 

■ メディアが正しくセットされているか確認してください。 
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■ メディアを挿入した直後、アクセスランプ点灯中は読み这み準備のためアク 
セスできません。この場合はアクセスランプの消灯を待って、もう一度アク 
七スしてください。 
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• メディアの表面にキズなどがないか確認してください。 

•別のメディアにアクセスできるか確認してください。問題がない場合は、ア 
クセスできないメディアに問題がある可能性があります。 

•特殊なフォーマット形式の CD-ROM メディアの場合、アクセスできない可能 
性があります。 

•七ットしたメディアが、書き込み巧みの場合、光ディスクドライブとの相性 
によりアクセスできない可能性があります。 


現ま 


セツトしたメディアが取り出せない。 


確認と対処 

• コンピュータの電源が入っているか、確認してください。 


現象 


メディアをセツトすると画面が開いてしまラ。 


確認と対処 

•セットしたメディアに自動再生機能があると、自動的に面面が開きます。メ 
ディアに収録されている内容を見たい場合は、[キャンセル]や 図を クリッ 
クして、画面を閉じます。その後[スタート]—「マイコンピュータ」の 
CD-ROM アイコンを右クリックして、[開く]を選択します。 

現ま 

書を込み機能のある光ディスクドライブで、メディアに書さ込みがでさな 
し、またはエラーが発生する。 


巧認と対処 

• メディアへの書き这みを行う場合は、専用のライティングソフトが必要で 
す。購入時には、 「Nero 7 Essentials ] がインストールされています。 

• メディアのフォーマットや書き这みに関する不具合については「マニュアル 
びゆ一わ」に収録されている 『Nero ューザーガイド』を参照してください。 

P.51 「インフオメーシヨンメニューを f まう」 

• Windows が省電カモードに切り替わると、書き込み可能なメディアへのデー 
夕 転送 エラーが 起き、書き込みに失敗する場合があります。書き込みを始め 
る前に省電力機能を無効にしてください。 

rw p .135 「時間経過で移行させない」 
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困ったとさに 


• お使いの光ディスクドライ ブに対■応 しているメディアかどうか確認してくだ 
さい。巧応メディアは「マニュアルびゆ一わ」に収録されている光ディスク 
ドライブの PDF マニュアルをご覧ください。 

「マニュアルびゆ一 わ」一 『Nero ューザーガイド』 

とす = p .51 「インフォメーションメニューを{まう」 

■ メディアが正しく七ットされているかどうか、確認してください。 

■ メディアの表面に汚れやキズなどがないか、確認してください。 

■ メディアに書き这み可能な残量があるか確認してください。 

■へッドレンズの巧れによって書き这みができない場合があります。 

■光ディスクドライブとの相性によって、セットしたメディアに書き込めない 
場合があります。 


現ま 


DVD VIDEO の再生がでさない。 


聴忍と対処 

■ DVDVIDEO を再生する場合は、専用の再生ソフトウエアが必要です。購入時 
には 「 WinDVDj がインストールされています。 

■ DVD VIDEO の再生に関する不具合は、 「マニュアルび ゆ一わ」に収録されて 
いる 『WinDVD ューザーズマニュアル』 を参照してください。 

ド贡 p '51 「インフォメーションメニューを巧う J 
ご巧^ 「マニュアルびゆ一 わ」一 『WinDVD ユーザーズ マニュアル』 


PC 力ードの不具合 
現象 


PC 力ードを装着してち、使用でさない。 


確認と対処 

■本機で使用可能な PC カードかどうか確認してください。 

とす^ P.90 「 PC カードを巧う」 

• PC カードスロットにカードが正しく装着され、認識されているか確認して 
ください。 

な P.90 「 PC カードを巧う」 
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• PC 力 ■ —ドを使用するために必要なドライバやソフトウエアがインスト ' ール 
されているか確認してください。詳しくは、 PC カードに添付のマニュアル 
をご覧ください。 

•外部機器を追加するために PC カードを装着した場合、外部機器と PC カード 
の接続が正しいか、正しいケーブルを使用しているかを確認してください。 
詳しくは、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 

メモリカードの不具合 
現象 


メモリカードを装着してち使用でさない。 


確認と対処 

• メモリカードが本機で巧用可能なメモリカードかどうか、 スロッ トの仕様に 
対•応しているか確認してください。 

と吾 == p .95 「本機で巧用できるメモリカード J 

• メモリカードスロットにカードが正しく装着され、認識されているか確認し 
てください。 

とす^ P .96 「メモリカードのセットと取り出し」 

►入力装置の不具合 


入力装置の不具合に巧する対処方法を説明します。 

キーボー ドの不具合 
現ま 


どのキーを押してち応答がない。 


確認と対処 

• タッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もありま 
す。 


• アプリケーションソフトが時間のかかる処理を実行している可能性もあり 
ます。アプリケーションソフトのマニュアルをご覧ください。 

•プログラムがハングアップしている可能性もあります。このような場合に 
は、タスクマネージャでプログラムを終了してください。 

どを iip .55 「アプリケーションの強制終了」 






困ったとさに 


現象 


キートップにある文字や記号が入力でさない。 


艦忍と対処 

• 直接入カモードで日本語を入力することはできません。日本語入カモードに 
切り替えてください。 

どす ^ P.73 「文字を入力するには」 

現ま 

と区^、と C 5 □(アプ U ケーシヨンキ ー) などの機能キーが動 
作しない。 


確認と対処 

• と区^またはと C 5 D (アプリケーションキー）の機能が入れ 

替わっている可能性があります。 

< G ^ とが機能しない場合> 

BIOS の設をで、 「 Advanced 」 メ ニュ, —画面の 「Exchange Fn & Ctrl Key 」 が 
「 Enabled 」 になっていないか確認してください。 

<[^と CJ □(アプリケーションキー）が機能しない場合> 

BIOS の設をで 、 r Advanced J タニュ, —画面の 「Exchange R-Alt & Win APP KeyJ 
が 「 Enable 山になっていないか確認してください。 

ごす = p .76 「入カ キーの 機能の入れ替え」 

どを^ P .156 「BIOS Se 扣 P ユーティリティの 操作」 

タッチパッドの不具合 

現ま 


ポインタの動さが悪い。 


胞忍と対処 

•手が濡れていたり、湿気を帯びていたりしていると、動きが悪くなります。 

• LCD ユニットを長時間閑じたままにしていた場合や、巧用環境により湿をや 
温度の急激なを化があった場合に正常に動作しなくなることがあります。一 
度電源を切って入れなおしてください。 

■タッチパッドユーテイリテイを起動し、ポインタの動作の設定を変更してみ 
てください。 
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現象 


ポインタが動かない。 


確認と対処 

• タッチパッドが OFF になっていないか確認してください。インスタントキー 
のタッチパッドキー (曰か）を押してみてください。 

と易 = p .76 「インスタントキー」 

►表示装置の不具合 

表示装置の不具合に対する対処方法を説明します。 

LCD ユニットの不具合 
現象 


LCD 画面に何ち表示されない。 

確認と对処 

• 画面の明るさを調節してください。 [ Fn ) + [ F5 )/[ Fn ) + [ F6 ) で調節でき 
ます。 

p . lOO「LCD ユニットの 調整」 

•バックライトが消灯していないか確認してください。を押して 
みてください。 

と夏っ P.100 「バックライトの消灯」 

•省電カモードになっている可能性があります。キーボードまたはタッチパッ 
ドを操作してください。 

P.136 「省電カ モー ドから復帰す る」 

• バッテリ使用時に、バッテリ残量が低下してもそのまま放置すると、スタン 
バイモードに移行します（購入時の設定)。 AC アダプタを接続してから復帰 
してください。 

• コンピュータの電源を切ってから20秒が内に電源を入れると、システム管理 
機能が電源を異常と半 U 断する場合があります。一度電源を切って、20秒な上 
待ってから電源を入れてみてください。 

•起動時の自己證断テストにて異常が発見されました。警告音（ビープ音）が 
鳴った場合は、警告音（ビープ音）の回数をメモして、『サポート.サービ 
スのご案内』（別刪をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
ど灵^ p .215 「警告メッセージ/警告音」 
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困ったとさに 


現象 


画面がち5つ<。 


艦忍と対処 

• LCD 画面が明るくなったり、暗くなったりしてちらつく場合には、 BIOS Setup 
ユーティリ ティ 画面でも同様の現象が発生するか確認して、『サポート•サー 
ビスの ごま内』をご覧になり、 テクニカル七ン ターまでご連絡ください。 
と歹 ^ p . l 55 「BIOS Setup ユーティリティの操作」 

►サウンドの不具合 

サウンドの不具合に巧する巧処ホ法を説明します。 

内蔵スピーカの不具合 
現ま 


システムは正常に動作しているのに音がしなし、。 


確認と対処 

• 内蔵スピーカの音声出力音量が小さくなっている、またはミュートになって 
いる可能性があります。ボリュームを調節してください。 

と罗^ P .108 「を量の調節」 

►ソフトウェアの不具合 

ソフトウェアの不具合に巧する巧処方法を説明します。 

ソフトウエアの不具合 
現象 


ソフトウェアの使用中に突然停止（八ングアップ）した。 


確認と対処 

• 過度の電源ノイズ、瞬時電圧低下などが発生した可能性があります。電源ノ 
イズによる現象には、ディスプレイのノイズ、システムの再起動、停止レ、 
ングアップ）などが含まれます。ソフトウエアを再を実行してみてください。 

■ケーブルの接続不良や、キーボード内のゴミやホコリ、電源の出力不安定、 
またはそのほかの部品の不良によって不具合が発生する場合があります。点; 
検を行ってみてください。 

■ HDD に巧するデータの読み書きの最中に振動が加わると、システムが停止レ、 
ングアップ）する場合があります。 
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現象 


ソフトウェアが起動しない。 


確認と対処 

• ソフトウェアの起動に必要とされるシステムリソース（メモリを量や HDD の 
使用可能な容量など）が整っているか確認してください。エラーメッセージ 
などが表示される場合は、ソフトウェアのマニュアルを参照して必要な対処 
を行ってから、再度起動してみてください。 

• ソフトウェアを正しいホ法でインストールしたか、ソフトウェアの起動手順 
を正しく実行しているか確認してください。 

•実行しようとしているデイレクトリが正しいか確認してください。オプシヨ 
ンの USB FDD から起動しようとしている場合は、ドライブおよびデイレクト 
リの指定が正しく行われているか確認してください。 

• ソフトウェアの使用許諾を受けていない場合（違をコピーなど）、ソフトウェ 
アが動作しないことがあります。ソフトウェアの正式版を使用してくださ 

い。 

• ソフトウェアの{ま用ホををもう一度確認してください。それでもソフトウェ 
アの不具合が解かできないときは、ソフトウエアの販売元にお問い合わせく 
ださい。 


現象 

「マニュアルびゅ一わ」がグレーになって使用でさない。 

確認と対処 

• 「マニュアルびゆ一わ」のインストールを行ってください。 

と^ P .185 「マニュアルびゆ一わのインストール J 

現象 

Internet Explorer の使用時に「警告」（情報パ'-)画面が表おされる。 


確認と対処 

• 購入時の Internet Explorer は、七キュリテイ強化のために、意図しないプログ 
ラムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設をされていま 
す 。 Internet Explorerf ま用時に「警告」（情報バー）画面が表示されたら、[〇口 
をクリックして画面を閉じ、情報バーをクリックして、表示された項目から 
適切な対処を選択してください。 




困ったとさに 


インス!-ール時の不具合 

現ま 


インストールがマニュアルどおりにでさない。 


胞忍と対処 

■本書では、インストール手順中の光ディスクドライブのドライブレターを 「 D:J 
と記載しています。光ディスクドライブのドライブレターは、 HDD 領域の数に 
よって'変わります。光ディスクドライブのドライブレターを確認してください。 
光ディスクドライブのドライブレターの確認は「マイコンピュータ」で行う 
ことができます。 

■本書のインストール手順は購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うこと 
をおすすめします。 

■本書の インストール 手順は、 HDD の フォー マット後に行うことを前提に記載 
しています。それな外の場合は、手順が異なることがあります。不明な点は 
『サポート.サービスの ご案内』側刪をご覧になり、 テクニカルセンター 
までお問レ、合わせください。 

■インストールホをに関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合 
があります。栖包品を確認してみてください。 


現象 


Windows XPU カバ UCD を入れても Windows の再インストールが開始さ 
れない。 


確認と対処 

■光ディスクドライブのブートの順位を HDD よりも下に設をしている可能性 
があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」を実行し 、 「BootJ メニュー画面 
でブートの優先順位を'変更してください。 

1 ^ p .156 「BIOS Setup ユーティリティの 操作」 

►ネットワーク、インターネットの不具合 


ネットワーク（有線 LAN 、 無線 LAN ) 、インターネットの不具合に対•する対■処 
方■法は、「インフォメ'—シヨンメニュ'—」_「とらぶる解みナビ」をご覧くだ 
さい。 
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I トラブル時に役立つ機能 


ここではトラブルが発生した場合に役立つ Windows が持つ機能について説明し 
ます。 

►セーフモードでの起動 


コンピュータが 起動できなレ、場合や、 ディスプレイ で表示できなレ、解像度を選 
択して表示ができなくなってしまった場合などには、 セーフモー ドで起動して 
みてください。 

セーフモードで起動する方法は、次のとおりです。 

1 コンピユータの電源を切り、20秒程放置してか5、電源を入れまず。 

2 EPSON と表示され、消えた直後にを巧し、そのまま離さずにしば6 
く巧し続けます。 

广再—! を押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、再 
起動してからやりなおしてください。 

3 「 Windows 化張オプションメニユー」び表示された6、「セーフモード」を 
還択し、〔3を巧しまず。 

セーフモードで起動できた場合は、不具合に対する対処を行ってください。 

►システムの復元 


コンピュータの動作が不安をになった場合、「システムの復元」を行ってコン 
ピュータをな前のが態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻すことで、 
問題が解みできることがあります。 

復元ポイントは通常、ソフトウェアのインストールなどを行った隙に、自動的 
に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 

システムを復元する 

システムを復元ポイントの状態に戻す方法は次のとおりです。システムの復元 
を行う前に、 HDD のデータをほかのメディアにバックアップしておくことをお 
すすめします。 

1 [スター ト]- 「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

2 「システムの復元」び表示された6、「コンピユータを!•ソ前の状態に復元ず 
る」を選択し、[次へ]をクリックしまず。 


















トラブル時に役立つ機能 


3 r 復元ポイントの還択」と表示された5、復元ポイントを還択します。 

復元ポイントのある日が、カレンダーに太字で表示されるので、まず日付け 
を選択し、次に画面右側の復元ポイントの一覧より、復元ポイントを選択 
し、[次へ]をクリックします。 

4 r 復元ポイントの還択の確認」と表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

コンピュータが再起動します。 

5 再起動後、 r 復元は完了しました」と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

これでシステムの復元は完了です。 

復元ポイントを手動で作成する 

復元ポイントを手動で作成する方法は次のとおりです。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

と 「システムの復元」画面び表示された5、 r 復元ポイントの作成」を還択し、 
[巧へ]をクリックしまず。 

ゴ r 復元ポイントの作成」と表示された5、「復元ポイントの説明」に説明を入 
力し、[作成]をクリックしまず。 

4 r 新しい復元ポイント」と表示された5、[閉じる]をクリックしまず。 

な上で復元ポイントの作成は完了です。 
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告メッセージ/警告音 


本機は、起動時に本体内蔵の自己診断テストを行い、内部ハードウェアの状態を彰断します。起動時に 
な下の警告メッセージが表示されたり、警告音（ビープ音）が鳴ったりした場合は、な下のを対処を 
行ってください。処置を行ってもなおらない場合は、『サポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧に 
なりテクニカルセンターまでご連絡ください。 

警告メッセージ 


メッセージ 

説明および対処ちま 

Reboot and Select proper Boot device or 
Insert Boot Media in selected Boot device 
and press a key 

• ブートデバイスにシステムがない場合は 、 「BIOS Se 邮ユーティ 
リティ」一 「 Boot 」 メニュー画面一 「Boot Device Priority 」 で、 
システムの入ったデバイスを割り付けてください。 

• ブートデバイスにメディアが挿入されていない場合は、シス 
テムの入ったメディアをブートデバイスに挿入してくださ 
い。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量が不足して 、 CMOS RAM の内容を 
保持できません。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

CMOS Checksum Bad 

CMOS の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup ユー 
ティリティを起動して、 「 Exit 」 メニュー画面一 「Load 

Optimal Defaults 」 を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup 
ユーティリティを起動し、日付と時刻の設定をなおしてから 
「 Exit 」 メニュー画面一 「Save Changes and Exit 」 を選択してく 
ださい。 


警告音（ビープ音) 


警告音の回数 

警告の内容 

説明および対処ち法 

1 

Memory refresh 

rimer error 

メモリリフレッシュが正しく行われていません。メモリ交換 
を行った場合は、もう一度取り付けなおしてください。 

3 

Main memory read / 
write test error 

メモリの読み込み、書き込みが正しく行われていません。メ 
モリ交換を行った場合は、もう一度取り付けなおしてくださ 

い。 

6 

Keyboard controller 
BAT test error 

キーボードが正しく機能していません。テクニカルセンター 
までご連絡ください。 

7 

General exception 

error 

メモリ、キーボードな外のシステムが正しく動作していませ 
ん。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

8 

Display memory 

error 

ビデホメモリが正しく動作していません。テクニカル七ン 
ターまでご連絡ください。 
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警告メッセージ/警告音 
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付録 

お手入れ方法や HDD 領域の作成方ま、仕様などについて説明します。 

r お手入れ」 . 218 

r データのバックアップ」 . 219 

「バックアップ CD の作成」 . 221 

r 電子マニュアルのダウン□ー ド」 . 223 

r セキュリティチップ订 PM ) によるデータの暗号化」 . 224 

「 HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成」…. . 225 

r リチウム電池の交換」.…… . 234 

r 機能仕様一覧」 . 235 











I お手入れ 

►本機のお手入れ 


コンピユータ本体 

コンピュータ本体の外装の巧れは、柔らかいホに中性洗剤を適度に染み込ませ 
て、輕く巧き取ってください。 


fk 

制限 


ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないで<ださい。変色や変形の可能性があ 
0ます。 


LCD 画面 


LCD 画面は乾いた布やティッシュペーパーなどで拭いてください。水や洗剤な 
どは使わないでください。 



I データのバックアップ 


Windows を再インスト ■ —ルすると、 Windows がインスト ' —ルされるドライブ（通 
常 C ドライブ）に保存しているデータはすべて消去されます。 Windows を再イン 
ストールする前に、必要なデータのバックアップを取っておいてください。 

►バックアップ方法 


C ドライブ内の「マイドキュメント」や Internet Explorer の「お気に入り」など、 


HDD 内のデータをバックアップする方法やバックアップしたデータを復元す 
る方法は、本機の「インフォメーションメニュー」にある 「PC お役立ち情報」 
と「とらぶる解決ナビ」で詳しく紹介しています。 

「 PC お役立ち情報」か5見る 

バックアップホをや復元方法は、次をご覧ください。 

「インフォメーンヨンメニユー」 一「 PC お役立ち情報」一 r ま全にまむして 
使おラ！」項目の「バックアップ」 



見たい情報を 
ク IJ ック 


《画面は予告なく変更される場合びありまず 
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データのバックアップ 


r と！5ぶる解ミ夫ナビ」か！5見る 

バックアップホ法や復元ちをは、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一 「と S ぶる解ミ夫ナビ」一「よくある質問」 
項目の「よくある質問を見る」一「操作•設定ち法」 



見たい情報を 
ク U ック 


《画面は予告なく変更される場合びあ0まず 
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I バックアップ CD の作ぶ 


ここでは、リカバリツールを巧用して、 HDD の消去禁止領域に収録されている 
本体ドライバやソフトウエアのインストール用データを CD メディアにバック 
アップ（コピー）するホをについて説明します。 

作成したバックアップ CD を使用すると、 CD から本体ドライバやソフトウエア 
をインストールできます。 

バックアップ CD は、書き込み機能のある光ディスクドライブでのみ作成できま 
す。 

►バックアツプ CD の作ぶ方法 


バックアップ CD の作成ち法は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

嚴 

リカ"リツール 

2 「リカバリツール」画面び表示された5、 [ CD 作成]をクリックしまず。 

3 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示された5、一覽か 5 CD に 
バックアップしたい項目を還択してに D 作成]をクリックしまず。 

バックアップするデータが一時的に HDD にコピーされます。選択した項目に 
よっては、手順4の画面が表示されるまでに数分時間がかかります。 



<イメージ> 

項目名の前に「*」のっいたソフトウェアは、すべて本体ドライバの CD 内 
に収録されます。個々に CD を作成する必要はありません。それな外の項目 
は、1項目にっき CD メディアが1枚必要です。 

4 画面げ表示された5、1•ソ降は画面の指示に従って CD に書を込みを行ってく 
ださい。 
























バックアップ CD の作成 


►バックアップ CD か6インストールを巧ラには 


作成したバックアップ CD を化ディスクドライブにセットすると、自動的に「ド 
ライバ•ソフトウェアのインストール」画面が表示されます。 

インストールを開始するには、画面に表示された一覧から、本体ドライバは 
[インストール]を、そのほかのソフトウェアはソフトウェアぶをクリックし 
ます。 

な降の手順は、 IZ ^ p .173 「ソフトウェアの再インストールを行う」のそれぞれ 
の項目をご覧ください。 
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I 電子マニュアルのダウン n — j ；^ 


当社のュ'—ザ'—サポ ■ ー トぺ ■ —ジからは、お使いのコンピュ ■ —夕や周辺機器の電 
子マニュアル （PDF - HTML など）をダウンロードすることができます。 

紙 マニュアルを なくしてしまった場合や、 「マニュアルびゆ 一 わ」のデータを 
消してしまった場合などにご利用ください。 

電子マニュアルのダウンロー ドは、次の場所から行います。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一 「ユーザーサポートぺージ （ web ) 」 一 
「ダウン□—ド」一「マニュアル」 



本機の製造番号を 
入力して[検索]を 
ク U ツク 


《画面の内容は予告な<変更する場合があります。 


Jl^ 

制限 


ユーザーサポートページか6ダウン□ー ドした電モマニュアルは、「マニュアル 
びゅ一ね」で見ることはできません。マニュアルごとにファイルを開いてご覧く 
ださい。 


►ダウ ジロー ドでをるそのほかの データ 


「ュ'ーザ'ーサポ ■ ー トぺ'ージ （ web ) 」一 「ダウンロ ■ ード」からは、次のデ ■ —夕も 
ダウンロードすることができます。必要に応じてご利用ください。ダウンロー 
ドできるデータはお使いの機種により異なります。 

• 最新の日 I 日 S 
• ドライバ 
• ユーテイリテイ 
• お問い合わせ情報 
•壁紙 
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獻熙の微 TPM ) 


本機では、セキュリティチップ （ TPM ) のセキュリティ機能を使用することに 
より、本機に保存されているデータや電子メールに巧し、高度な暗号化をする 
ことができます。 

セキュリティ機能をイま用する際は、内容を十分に理解し、おを様の責任におい 
て暗号化を行ってください。 

セキュリティ機能の使用方法に ついては、 『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガ 
イド』（別冊）をご覧ください。 


ft 

制限 


セキュリティ機能を使い始めるまでの準備 

セキュリティ機能を使用するための準備の前に、必ず、『セキュリティ機能 
( TPM ) 設をガィド』をご覧ください。 

セキュリティ機能を巧用するには、 BIOS の設をを変更後、「セキュリティチッ 
プューティリティ」のインストールが必要です。 

• BIOS の設定 

セキュリティ機能を{ま用するには 、 「BIOS Setup ューティリティ」で管ち里を 
パスワードを設定し、次の項目の設定を変更します。 

「 Security 」 メニュー画面 - 「TPM Security 」 


セキュリティ機能を使用するには、いく つかの!くスワー ドの設定を行ってくださ 
い。パスワードを忘れてしまった場合、それまでに暗号化したデータの復元がで 
をな < なります。 


セキュリティ機能 

TPM Security 

巧用しない場合 

Disabled (無効） 

使用する場合 

Enabled (有劾） 


購入時は 、 「Disable 山 に設をされています。 

どを: P .156 「BIOS Se 扣 P ューティリティの 操作」 

■セキュリティチップユーティリティのインス!ル 

購入時、本機にセキュリティチップの設定を行うための「セキュリティチッ 
プューティリティ J は インス トールされていません。セキュリティ機能を巧 
用するには、セキュリティチップューティリティの インス トールを行いま 
す。 

インス トール方法は、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』をご覧くだ 
さい。 


224 

















HDD 測がドライブ)の分割•変更•作成 


ここでは、 HDD 領也で（ドライブ）を分割•を更して使用するホをについて説明 
します。 


► HDD 領域を分割して使用ずる（概要) 


HDD 領域（ドライブ）の分割 

HDD 領城は、いくつかに分割して、それぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

HDD を分割した1つ1つを 「 HDD 領；味」またはレくーテイシヨン」とも言います。 
また、 Windows でイ吏える HDD 領域が、「ドライブ」になります。 

<1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を、2つの HDD 領域把ドライブと D ドライ 
ブ）に分割します。 


消去禁止領域 



巳ドライブ 



□だ 

，イブ 

消ま禁止領域 

1 

\ 


X 




HDD 




消去禁止領域 

「消ち禁止領虹で」には、本体ドライバやソフトウェアなどの再インストールの 
ためのデータが収録されています。この領域を削除すると再インストールがで 
きなくなります。絶巧に削除しないでください。 


HDD 領域（ドライブ）のサイズの変更 

すでに分割されている HDD 領域のサイズ條量）を'変更することもできます。 

<ドライブのサイズを変更する> 

例： C ドライブのサイズを大きくします。 


巳ドライブ 

D ドライブ 

消去禁止領域 



C ドライブ 



□だ 

，イブ 

消去禁止領域 

1 




\ 

X 


HDD 
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この場合は、 C ドライブと D ドライブを削除して、分割しなおす必要があります。 













































HDD 領域 （ ドライブ）の分割 • 変更-作成 


► C ドライブを分割•巧更ずる 


C ドライブ分割のメリットとデメリット 

C ドライブを分割すると、次のようなメリット•デメリットがあります。 

C ドライブを分割する場合は、これらをよくち里解した上で行ってください。 

• メリット 

HDD 領巧を分割してデータの保存先を分けておくことで、リカバリ時に最小 
限の作業で元の環境に復帰することができます。 


< HD □領域が1つの場合> 
Windows 

データ類 


\\ I // 



♦ 


♦ 

V しへ 

C ドライブ 

C ドライブ 

C ドライブ 

リカバリ前 


フォーマット後 


リカバ U 後 


リカノくリ （Windows の再インスト ■ —ル）を行うと、 C ドライブのデ ' —夕はす 
ベて消ちされます。 


< H □□領域を分割した場合> 





r\ 

C 

D 


IJ カバ IJ を 


たとえば、 Windows やアプリケーションは C ドライブに、作成したデータな 
どは D ドライブに保存しておきます。 

このが態でリカバリ （Windows の再インストール）を行うと、消去されるの 
は C ドライブのみとなるため、 D ドライブのデータは、リカバリ後、すぐに 
そのまま f ま用することができます。 


制限 


HDD 領域を分割した HDD のリカバリをする場合は、万一に備えて C ドライブ 
拟外の重要なデータをバックアップしてください。 
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付録 


• デメリット 

• 〔ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割を行うには、リカバ 
リ （ Windows の再インストール）が必要です。 

• HDD 領域を変更すると、変更したドライブ内のデータはすべて消去され 
ます。 

- HDD 領域を分割して巧用すると、それぞれ分けられた領域の最大容量ま 
でしか巧用できないため、それぞれの領域により、容量が制限されます。 

C ドライブの分割-変更の流れ 

C ドライブの分割•変更は、リカノくリ （ Windows の再インスト ■ —ル）中に行いま 
す。サイズ（容量）を変更するには、まずを更するドライブを削除してからサ 
イズを指をして再作成します。 

C ドライブな外のドライブの変更ち法は、. ごす" P .229 「 C ドライブな外のドライ 
ブを作成-変更する」をご覧ください。 


Jl^ 

制限 


ドライブを分割-変更すると、分割-変更したドライブ内のデータはすべて消去 
されます。 


C ドライブの分割-変更の流れは次のとおりです。 


Windows インス I ル中に、 C ドライブを削除して 
r 未使用の領域」にする 



必要に応じて C ドライブしソがのドライブを削除ずる 

C ドライブの容量を増やしたい場合は、ほかのドライブを削除して 
「ホイち用の領域」を増やします。 



未使用の領域に新しい容量を指定して、 C ドライブを作成ずる 



Windows のインストールを完了させる 



r ディスクの管理」で「未使用の領域」にドライブを作成する 

C ドライブ作成後に残っている「ホ使用の領域」をドライブにします。 
な P .229「 C ドライブな外のドライブを作成•変更する」 
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C ドライブを分割•変更ずる 

C ドライブの分割-変更をする場合は Windows のインストールが必要です。 
とす = p . l 78「 WindowsXP をインストールする」の手順5〜7を、次の手順に読み 
替えて Windows のインスト ■ —ルを行ってください。 

<p.l78「Windows XP のインスI-―ル」の手順已〜7の読み替え> 

1 じ夕の一覽には、このコンピュ ータ 上の • • •」と表示された5 C ドライブ 
を選択し、 m (削除)を巧します。 



「ミ肖去禁止領域」を、誤って 
削除しないで < ださい。 


一覧に表示されている「消ち禁止領域」は本体ドライバやソフトウェアの再 
インストールに巧用する領域です。絶えホに削除しないでください。 

2 「削除しようとしたパーティシヨンは…」と表示された5、〔3を巧しま 
ず。 

3 「OOMB ディスクXXか5次のパーティシヨンを削除します。…」と表示さ 
れた5 nn を巧しまず。 

ドライブが未使用の領巧になります。 

4 r 夕の一覽には、このコンピユータ上の…」と表示された S、 巧のとおり作 
業を続けまず。 

<c ドライブを分割したい場合> 

(1)r 未使用の領域」を選択してを巧します。 

手順5に進みます。 

<C ドライブの容量を増やしたい場合> 

(1) 「□」や 「E」 などのパーティシヨン（ドライブ）を選択して(削除) 
を押します。 

( 2 ) 手順 2、3 を実行します。 

選択したパーティションが「未使用の領域 J になります。 
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(3) r 未使用の領域」を選択して1 C ] を巧します。 

手順引こ進みます。 
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5 C ドライブの容量を巧めまず。 rOOMB ディスクXXに新しいパーティシヨ 
ンを作成しまず。」と表示された5、 r 作成ずるパーティシヨンのサイズ 
(MB) J に表示されている数字をで削除し、任意の数値を入力して 
rrn を巧しまず。 

〔ドライブには、最低でも 3 GB (3000 MB ) を割り当てることをおすすめしま 
す。 

〇 「夕の一覧には、このコンピユータ上の…」と表示された5、 「C: パーティ 
シヨン！（未フォーマット)」を還択して rrn を巧しまず。 

未使用の領域は、ここでは フォー マットできません。 インストール 後「ディ 
スクの 管 巧」 で行います。 

> 「選択されたパーティシヨンはフォーマットされていません。」と表示された 
5、 「NTFS ファイルシステムを使用してパーティシヨンをフォーマット」を 
選択してにのを巧しまず。 

どす = P .178 「Windows XP のインストール」の 手順 別 こ進みます。 

Windows のインストールが完了したら、「ディスクの管巧」でホ使用の領域 
をドライブにします。 

► C ドライブなかのドライブを作ぶ-'変更ずる 


ここでは、 C ドライブが外のドライブ （ D ドライブなど）を作成.変更する方法 
について説明します。 

次のような場合にご覧ください。 

• D ドライブ政降のドライブのサイズを変更する場合 

• Windows の再インス!-ール中に C ドライブを分割して作成された「未使用の領 
域」をドライブにして使用する場合 

C ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割•変更を行う場合は、 
と 羣="护226 「 C ドライブを分割.変更する」をご覧ください。 
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ドライブ作成*変更の流れ 

ドライブの作成.変更は、 Windows の「ディスクの管理 J で行います。 
ドライブの作成の流れは次のとおりです。 


サイズ変更するドライブを削除（サイズ変更の場合のみ) 

削除された領域が未割り当ての領域になります。 


未割り当ての領域にくーテイシヨンを作成ずる 

プライマリパーテイシヨン 

拡張パーテイシヨン 

1 

寺 

1 

論理ドライブを作成ずる 


フオーマツ トび自動で行われる 


新しいドライブとして Windows に認識される 


HDD 内の「ホ割り当ての領域（未使用の領域）」にパーティションを作成する 
と、パーティションは、 Windows 上でドライブ （ D や E など）として利用できる 
ようになります。 

ドライブの作成方をは、 I ごを^ P.231「 HDD 領域（パーティション）の作成手順 J 
をご覧ください。 

ドライブの削除ホ掛王」 が P.233「 C ドライブな外のドライブを削除する」を 
ご覧ください。 
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パーティションとは 

• Windows の「ディスクの管巧」では、 HDD 領域のことをレくーティション」 
と言います。パーティションには、「プライマリパーティション」とけ皮張 
パーティション」があります。 

• 1 つの HDD に作成できるパーティションは最大で 4 つです。 

そのうち化張パーティションは、最大で1つです。また、消ち禁止領域もパー 
ティションの1つです。 

• お張パーティションには、論理ドラィブをいくつも作成できます。 

プライマリパーティション、化張パーティションを組み合わせて作成すると、 
次のように 1 つの HDD に新しいドライブを 5 つな上作成することもできます。 

<パーテイシヨンの組み合わせの例> 


C 

D 

拡張パーティション 

消去禁止領域 

ドライブ 

ドライブ 

E 

F 

G 


プライマ UA ’ー テイシヨン 論理ドライブ 


HDD 領域（パーテイシヨン）の作成手順 

HDD 領巧を作成する手順は、次のとおりです。ここではあ張パーティションの 
作成ホをを説明します。 


1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
- r 管理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックしまず。 

2 「コンピュータの管理」画面げ表示された6、画面左下の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 

画面右下のウィンドウに HDD 領域のが態が表示されます。 



の状態 
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3 パーティシヨンを設定したい r ホ割り当て」の領域をちクリックして、表示 
されたメニユーか5「新しいパーティシヨン」をクリックしまず。 

4 「新しい/くーティシヨンウィザード」画面げ表示された5、[次へ]をクリッ 
クしまず。 

5 [I ティシヨンの種類を還択」と表示された5、「拡張/ティシヨン」を 
選択して欧へ]をクリックします。 

プライマリパーティションを選択した場合は、手順6の次に I ごす" P .232 「論 
理ドライブの作成」の手順引こ移ります。 

6 「パーティシヨンサイズの指定」と表示された5、サイズを指定して[巧へ] 
をクリックしまず。 

7 「新しいパーティシヨンウィザードの完了」と表示されます。[完了]をク 
リックしまず。 

拡張パーティションを作成した領域は、「空き領域」として表示されます。 
続いて「空き領也で」に論 a ドライブを作成します。 


論理ドライブの作成 

化張パーティシヨン内に論理ドライブを作成する手順は、次のとおりです。 
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1 r 空き領域」をちクリックして、表示されたメニユーか S r 新しい論理ドラ 
イブ」をクリックしまず。 

2 「新しい/テイシヨンウイザード」画面び表示された6、[巧へ]をクリッ 
クします。 

3 「パーテイシヨンの種類を還択」と表示された5、「論理ドライブ」び選択さ 
れた:!犬態で、[次へ]をクリックします。 

4 「パーテイシヨンサイズの指定」と表示された5、 r パーテイシヨンサイズ」 
に任意の値を入力して[巧へ]をクリックしまず。 

複数の論 a ドライブを作成する場合は、画面に表示されている「最大デイス 
ク領域 J な下の値を入力します。 

5 「ドライブ文字またはパスの割り当て」と表示された6、「巧のドライブ文字 
を割り当てる」に任意のドライブレターを還択して、[次へ]をクリックし 
まず。 

「ドライブレター」は、ドライブの識別記をになります。 

6 「パーテイシヨンのフォーマット」と表示された5、「このパーテイシヨンを 
liTF の設定でフォーマットずる」び選択された状態で[巧へ]をクリック 
しまず。 

表示されている設定値を変更する必要はありません。 
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7 「新しいパーティシヨンウィザードの完了」と表示された5、院了]をク 
リックしまず。 

8 [完了]をクリックずると自動的にフォーマットび行われまず。 

フォーマットが完了すると論理ドライブの作成は完了です。 

複数の論巧ドライブを作成する場合は、手順1〜8の作業を繰り返します。 

► C ドライブなかのドライブを削除ずる 


C ドライブな外のドライブ （ D ドライブなど）のサイズを変更するには、変更す 
るドライブを削除してから、作成しなおします。 

ドライブを削除すると、ドライブ内のすべてのデータは削除されます。ドライ 
ブ内の重要なデータは、 C ドライブや CD-R メディアなどにあらかじめバック 
アップを行ってください。 

ドライブを削除する手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一 r パフォーマンスとメンテナンス」 
- r 管理ツール」一「コンピユータの管理」をダブルクリックしまず。 

2 「コンピュータの管理」画面げ表示された5、画面左下の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 



<イメージ> 

3 削除したいドライブ（パーティシヨン）の領域をちクリックして、表示され 
たメニユーか S r 論理ドライブの削除」または「パーティシヨンの削除」を 
クリックしまず。 

4 「. • •続行しますか？」と表示された5 [はい]をクリックしまず。 

論理ドライブを削除すると、「空き領域」になります。空き領域を パーティ 
ションと して使用したい場合は、 パーティションの 作成を行います。 

YlP p .231 「 HDD 領域レく ー テ イシヨン） の作成手順」 
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u チウム電池の交換 


BIOS Se 扣 P ユーティリティで設定した情報は、本機内部のリチウム電池によっ 
て保持されています。 

リチウム電池は消耗品です。コンピュータの{ま用が況によって異なりますが、 
AC アダプタ、およびバッテリからの電源供給が全くない場合、本機のリチウム 
電池の寿命は約5年です。 

日付や時間が異常になったり設定した値がをわってしまうことが頻発するよ 
うな場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。『サポート•サービスの 
ご案内』（別冊）をご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい。 


I 機能仕様-葛 


CPU 

インテル Core 2 Duo プロセッサ 、 Core Solo プロセッサまたは Celeron M プロ 
セッサ 

BIOS 

AMI BIOS 

チップセット 

ATI RC 410 ME + AT 1 SB 450 

七キュリ 

ティチップ 

刻•応規格 

TPM 1.2 

コントローラ 

Infineon SLB 9635 TT 12 

メモリ 

メインメモリ 

PC 2-4200 SODIMM (DD 民 2-533 SDRAM ) を使用して最大 2048 MB まで搭 
載可能 

ビデオメモリ 

メインメモリより最大 128 MB を使用 

ビデオ 

コントローラ 

ATI RADEON XPRESS 200 M ( RC 410 ME ) 

画面 表示 

液晶タイプ 

15型 XGA カラー液晶 1024 X 768 ピクセル True Color (32 ビット） 

15型 SXGA + カラー液晶1400 X 1050 ピクセル TmeColor (32 ビット） *1 

外部ディスプレイ接続 

1600 X 1200ピクセル 、 True Color (32 ビット） 

サウンドコントローラ 

ハイ.デフィニション.オーディホ対応民 ealt 浊製 

キーボード 

日本語対応87キー （ Windows キー付き）、インスタントキー4個 

ポインアイングプバイス 

タッチパッド 

記憶装置 

HDD 

怡内蔵 （2.5 型 IDE HDD ) 

光ディスクドライブ 

1台内蔵（種類は購入時の選択による） 

インタ 

フェース 

USB 

4 ( US 丘 2.0 対■応） 

IEEE 1394 

1 (4 ピン） 

LAN 

1 ( RJ -45 100 Base - TX / lOBase-T 自動認識） 

サウンド 

ステレホスピーカ、マイク入カコネクタ X しヘッドフォン出カコネクタ XI 

VGA 

1(アナログ民 GB ミニ D-SUB 15ピン） 

PC カードスロット 

1 Typell PC Card Standard 準拠 （CardBus 対応） 

メモリカードスロット 

1 メモリースティック （ Pro 対応)、マルチ7^ディアカード、 SD メモリーカード対応 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC ァダプタ 

入力 AC100V 〜 240 V ±10%*2、 1 . 5A (50/60 Hz ) 、出力 19 V 、3.42 A 、 

65 W 重量約 3 2 0 g (含電源コード） 

リチウムイオン 
ノくッテリパック 

容量2400 mAh Li-ion 14.8 V 動作時間韵 2.0 時間 （Core 2 Duo 搭載時)、約 2. 1時 
間 （Core Solo 搭載時)、約 1.9 時間 （ CeleronM 搭載時） JEITA * 3 測を方法 Verl.O 

容量8800 mAh Li - ion 11. IV 動作時間約 5.9 時間に ore 2 Duo 搭載時)、約 6.7 時 
間 （Core Solo 搭載時)、約 5.6 時間に eleronM 搭載時） JEITA * 3 測定方法 Verl.O 

温湿度条件 

温を：10〜35で湿度： 20-80% (ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体：的332 ( 幅 ）X 287 (奥行 ）X 35.6 (高さ ） mm 

(突起部を除く、リチウムイオンバッテリパック2400 mAh 装着時） 

約332 (幅 ）X 323 (奥行 ）X 35.6 (高さ ） mm 

(突起部を除く、リチウムイオンバッテリパック8800 mAh 装着時） 

質量 

本体：約3.00 kg (リチウムイオンバッテリパック2400 mAh 装着時） 

約 3.45 kg (リチウムイオンバッテリパック8800 mAh 装着時） 

消費電力 

76.5 W (最大） /2.2 W (スタンバイ時） /2.0 W (電源ホフ時） 


*1 グラフィックアク七ラレータのディザリング機能により実ましています。 

標準添付されている電源コードは AC 100 V 用（日本仕様）です。本製品は国内き用ですので海外でお使いの場 
合は保証対象外となります。 

«システム構成や使巧環境により異なります。 
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機能仕様一覽 


無線 LAN * 1(オプション) 


無線 LAN 41 

準拠規格 

A 民 IBSTD -66 (小電カデータ通信システム規格） 

2.4 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 


データ転送速度 

802.11 b : 11 Mbps 


(規格値）*2 

802.1 Ig : 54 Mbps 


伝送ホ式 

OFDM 方式 （ IEEE 802.11 g ) 

DS - SS 方式 （ lEEE 802. Ub ) 


伝送距離 

11 Mbps :40 m ( IEEE 802.11 b ) 


(理論値） 

54 Mbps : 25 m ( IEEE 802.11 g ) 

屋内におけるアクセスポイントとの通信時* 3 


セキュリティ 

128/64 bitWEP 、 WPA 対応 


使用無線 

IEEE 802.1 lb :1〜 14 ch 


チヤンネル 

IEEE 802.1 Ig :1〜 13 ch 


*' 本製品には電波をの規ぞにより工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品を： WL -159 G 

認証番号： 003 NY 05096 0000, 003 GZ 050% 0000 

無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 

実際の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 OS などの使用条 
件によって短くなります。 
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U 

USB . 88 

USB 2'0 コネクタ . 30, 34,151 

USB 機器 . 88 

接続と取り外し . 88 

使5 . 88 

USB マウス . 71 


V 

VGA コネクタ . 34,151 

W 

Wakeup On LAN . 112 

Windows Media Player .109 

Windows Update .49 

Windows XP 

インストール . 177, 178 

強制終了 . 55 

終了 . 54 

セットアップ . 42, 45,46 

Windows XP リカバリ CD . 173 

WinDVD . 84 

インストール . 186 

あ 

アクセスランプ . 32 

アクテイベーシヨン . 47 

アップグレードサービス . 142 

マ ドミニストレーター . 45 

アプリケーシヨンの強制終了 . 55 

アルフアベツトの入力 . 74 

暗号化 . 116 

い 

インスタントキー . 76 

インストール 

Adobe Reader . 184 

goo スティック . 187 

JWord Plugin .187 

Nero 7 Essentials .186 

Windows XP . 177, 178 

WinDVD .186 

ウイルス対策ソフトウエア . 185 
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本体ドライバ . 182 

マニュアルびゅ一わ . 185 

リカバリツール . 182 

イ ンストール時の不具合 . 212 

インターネット 

接続 . 124 

インターネットキー . 32 

インフォメーシヨンキー . 32 

インフォ メー シヨン メニュー . 51 


ラ 

ウイルス対策ソフトウエア 


インストール . 185 

え 

液晶ディスプレイ . 99 

お 

ホーディホ機器の接続 . 109 

お手入れ . 218 

お問い合わせ情報シール . 25 

オペレーティンダシステム （ OS ). 19 

音里の調節 . 108 

か 

解像度の変更 . 102 

書き込み 

光ディスクメディア . 85 

拡張パーテイシヨン . 231 

各部の名称と働き . 30 

カスタマイズ . 21 

かな入力 . 73 

画面表示 . 99 

を 

キーボード . 31，72 


秘合 . 207 

機能キー . 72 

機能仕様一覧 . 235 

休止状態 . 133 

有効にする . 134 

強制終了 . 55 

Windows XP . 55 

アプリケーション . 55 

強制取り出し 

光ディスクメディア . 83 

X ^ T . 9 

< 

クリックボタン . 31 

クローンモード . 104 

け 

警告 . 128 

警告音 . 215 

譬告メッ七ージ . 215 

検索 

JWord . 128 

コピーコントロール CD . 79 

コンピュータウイルス . 126 

コンピュータの管理者 . 46,175 

コンピュータ名 . 45 

さ 

再インストール . 172 

必要なメディア . 173 

再起動 . 55 

再生 

音声 . 109 

サウンド機能 . 108 
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システムのが;張 . 141 

システムの担元 . 213 

ft 様 . 235 

消去禁止領域 . 179, 225, 228 

省電力機能 . 53,132 

移行方法 . 134 

不具合 . 201 

復帰方法 . 136 

情幸良バー . 128 

終了 . 54 

使用•保管時の注意 . 8 

初巧設をツール . 48 

ず 

数値キー . 72 

数値の入力 . 74 

スクロール . 70 

スタンバイ . 133 

ステレオスピーカ . 31 

スピードステップ機能 . 139 

せ 

制御キー . 72 

セーフモード . 102,213 

セキュリティ機能 . 224 

セキュリティチップ 

不具合 . 202 

セキュリティチップユーティリティ 

インストール . 187,224 

設定 . 178 

セキュリテイチップ ( TPM ). 224 
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USB 機器 . 88 
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Windows . 42 

Windows XP . 45 

七ットアップ完了後の作業 . 48 

そ 
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解像度と表示色 . 107 

接続 . 103 

ソフトウ エア 

福合 . 210 

た 

タッチパッド . 31,69 

福合 . 208 

タッチパッドキー . 32 

ダブルクリック . 70 

ち 

直接入カモード . 73 

ご 

通風孔 . 30,35 

て 

ディスクの 管理 . 189,231 

ディスプレイ ( LCD ) . 99 

福合 . 209 

データの暗を化 . 224 

電源スイッチ . 32 

電源の入れ方 . 44 
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ノ、ー ドディスクドライブ ( HDD ). 78 
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交換 . 65 
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光ディスクメディア 

書き込み . 85 

読み込み•再生 . 84 

ビデオプロジェクタ . 103 
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ファイル削除 
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使用限定について 

本製品は、 OA 機器として f ま用されることを目的に開発-製造されたものです。 

本製品を航空機-列車-船化-自動車などの運行に直接関わる装置-防災防犯装置-を種を全装置など 
機能-精をなどにおいて高い信頼性•安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステ 
ム全体の信頼性および安全性維持のためにフェール七ーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システ 
ム全体の安全設計にご配慮頂いた上で本製品をご使用ください。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動 
システム などの極めて高レ、信頼性-安全性が必要とされる用途への巧用を意図しておりませんので、こ 
れらの用途にはご巧用にならないでください。 

本製品を曰本国がへ持ち出す場合のごを 意 

本製品は日本国内でご巧用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修 
理-保守サービスおよび不具合などの対応は、日本国外ではお受けできません ので ご了承ください。ま 
た、日本国外ではその国のを律または規制により、本製品を巧用できないこともあります。このような 
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いか 
ねます ので ご了承ください。 

電波障害について 

この装置は、情報処モ里装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン 
受信機に近接して巧用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取あ説明書に従って正しい取 
りあいをしてください。 

瞬時電圧低下について 

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧ほ下に巧し不都合を生じることがあります。 

電源の瞬時電圧ほ下対策としては、交流無停電電源装置等を巧用されることをおすすめします。（社団 
法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下巧策規格に基づく表示） 

ち寿命部品について 

当をのコンピュータには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、ハードディスク、冷去 P 用ファンなど）が含 
まれています。 

有寿命部品の交換時巧の目安は、使用頻度や条件により異なりますが、本製品を通常使用した場合、1 
日約8時間、1ヶ月で25日間のご使用で約5年です。上記目まはあくまで目安であって、故障しないこと 
や無料修理をお約まするものではありません。なお、長時間連続使用など、ご使用状態によっては早期 
にあるいは製品の保証期間内であっても、部品交換（有料）が必要となります。 

* LCD ユニットを最大輝度で常時使用した場合の寿命は、10000時間です。 

JIS C 白1000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 に適合しております。 


パソコン回収について 


逃 

リサイクル 


当社では、不要となったパソコンの回収.再資源化を行っています。 

PC リサイクルマーク付きの当社製パソコンおよびディスプレイは、ごま庭から廃棄する場 
合、無償で回収•再資源化いたします。 

パソコン 回収の詳細は下記ホームページをご覧ください。 

http :// shop . epson . jp / pcrecycle / 



著作権保護ま 

あなたがビデオなどで録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に 
無断で使用することはできません。 

テレビ- ラジオ-インターネット放送や市販の CD • DVD • ビデオなどで取得できる映像やを声は、著 
作物として著作権をにより保護されています。個人で楽しむ場合に限り、これらに含まれる映像や音声 
を録画または録をすることができますが、他人の著作物を収録した複製物を譲波したり、他人の著作物 
をィンターネットのホームページなどに掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、お的範囲を越 
えて配ホ•配信する場合は、事前に著作権を（放送事業をや実演まなどの隣接権をを含む）の許諾を得 
る必要があります。著作権者に無断でこれらの行為を行うと著作権法に違反します。 

また、実おや興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
いる場合がありますのでご注意ください。 

ごを意 

1. 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様に ついて、 将来予告なしにを更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一誤り•お気付きの点がございましたら、ご連 
絡くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標について 

Microsoft 、 Windows、Internet Explorer、Windows Media は米国 Microsoft Corporation の米国およびその化 

の国における登録商標または商標です。 

Intel 、 インテル 、 Intel ロゴ、 Celeron、Intel Core、Core Inside , Intel SpeedStep は、アメリカ合ホ国およ 
びその他の国における Intel Corpration の商標です。 

PS /2 は International Business Machines の登録商標です。 

Svmantec、Symantec ロ コ ''、 Norton Internet Security およげ Norton Anti Virus , し iveUpdate (4 Symantec 
Corporation の登録商標です。 

Adobe、Adobe ロゴ、 Reader は、 Adobe Systems Incorporated (ア ドビシステムズ 社）の米国ならびに他の 
国における商標または登録商標です。 

Liquid View、Liquid View ロゴ 、 Liquid Surf および Liquid Surf ロゴは、米国ポ'—トレイトディスプレイ化 
の登録商標です。 

そのほかの社名、製品名は一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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